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新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律案の概要 

第一 特措法関係 

１．「まん延防止等重点措置」の創設【第 31 条の４から第 31 条の６まで関係】 

(1) 政府対策本部長は、特定の区域において、国民生活及び国民経済に甚大な影響を及ぼ

すおそれがあるまん延を防止するため、「まん延防止等重点措置」を集中的に実施する

必要があるものとして政令で定める要件に該当する事態が発生したと認めるときは、措

置を実施すべき期間、区域（基本的に都道府県単位を想定）等を公示する。 

(2) 「まん延防止等重点措置」の区域に係る都道府県知事は、感染の状況等を考慮して都

道府県知事が定める期間及び区域（区画や市区町村単位等）において、感染の状況につ

いて政令で定める事項を勘案して措置を講ずる必要があると認める業態に属する事業

を行う者に対し、営業時間の変更等の措置を要請（※）することができることとする。

また、当該者が正当な理由なく要請に応じないときは、まん延を防止するため特に必要

があると認める時に限り、命令できることとする。要請又は命令をしたときはその旨を

公表できることとする。 

※ 都道府県知事は、要請又は命令を行う必要があるか否かを判断するに当たっては、あらかじ

め、専門家の意見を聴かなければならないことを規定 

(3) 「まん延防止等重点措置」の区域に係る都道府県知事は、住民に対し、(2)の要請に

係る営業時間以外の時間に対象となる業態に属する事業を行う場所にみだりに出入り

しないことその他の新型インフルエンザ等の感染の防止に必要な協力を要請すること

ができることとする。 

(4) 政府対策本部長は、総合調整によっても都道府県知事による(2)(3)等の措置が実施さ

れない場合、特に必要があると認めるときは、「まん延防止等重点措置」の区域に係る

都道府県知事に対し必要な指示をすることができることとする。 

(5) 都道府県知事は、当該都道府県を「まん延防止等重点措置」を実施すべき区域とする

ことや期間の延長等について公示を行うよう国に要請できることとする。 

２．臨時の医療施設【第 31 条の２等関係】 

現行法では緊急事態宣言中に開設できることとされている「臨時の医療施設」につい

て、政府対策本部が設置された段階から開設できることとする。 

※ 私人の土地を使用する場合は、同意がある場合のみ。同意なく使用できるのは、引き続き緊

急事態宣言中のみ。 

３．緊急事態措置の見直し【第 45 条関係】 

第 45 条第２項の要請に正当な理由なく応じないときは、まん延を防止するため特に

必要があると認める時に限り、命令できることとする。 

※ 同条第３項の「指示」を「命令」に改正する。
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４．事業者及び地方公共団体に対する支援【第 63 条の２及び第 70 条第２項関係】 

(1) 国及び地方公共団体は、新型インフルエンザ等及びまん延の防止に関する措置が事

業者の経営及び国民生活に及ぼす影響を緩和し、国民生活及び国民経済の安定を図るた

め、当該影響を受けた事業者に対する支援に必要な財政上の措置その他の必要な措置を

効果的に講ずるものとする。 

(2) 国及び地方公共団体は、新型インフルエンザ等が発生したときにおいて医療の提供

体制の確保を図るため、新型インフルエンザ等対策に協力する医療機関及び医療関係者

に対する支援その他の必要な措置を講ずるものとする。 

(3) 国は、新型インフルエンザ等対策に関する地方公共団体の施策を支援するために必

要な財政上の措置等を講ずるものとする。 

 

５．差別の防止に係る国及び地方公共団体の責務【第 13 条第２項関係】 

国及び地方公共団体は、新型インフルエンザ等に起因する差別的取扱い等が行われる

おそれが高いことを考慮して、新型インフルエンザ等の患者及び医療従事者並びにこれ

らの者の家族等の人権が尊重され、何人も新型インフルエンザ等に起因する差別的取扱

い等を受けることのないようにするため、実態の把握、相談支援、広報その他の啓発活

動を行うものとする。 

 

６．新型インフルエンザ等対策特別措置法の対象の見直し【第 14 条第１項及び第２条第

１号関係】 

指定感染症のうち、当該疾病にかかった場合の病状の程度が重篤であり、かつ、全国

的かつ急速にまん延するおそれがあるものについて、特措法の対象に含めることとする。 

 

７．罰則等【第 72 条、第 79 条から第 81 条まで関係】 

(1) ３の命令に違反した場合は 50 万円以下、１(2)の命令に違反した場合は 30 万円以下

の過料を規定する。 

(2） 都道府県知事は、１(2)又は３の命令の施行に必要な限度において、立入検査・報告

徴収ができることとし、これを拒否等した場合の 20 万円以下の過料を規定する。 

 

８．その他【第 70 条の２から第 70 条の 10 まで関係】 

（1） 新型インフルエンザ等対策有識者会議を「新型インフルエンザ等対策推進会議」と

して特措法上に位置付ける。 
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第二 感染症法等関係 

１．新型コロナウイルス感染症の法的位置付け【感染症法第６条第７項（・検疫法）関係】 

「新型インフルエンザ等感染症」に「新型コロナウイルス感染症」及び「再興型コロ

ナウイルス感染症」を追加し、指定感染症の期限経過後（感染症法：令和 4 年 1 月 31 日、

検疫法：同年 2月 13 日）も、必要な対策を講ずることができるようにする。 

 

２．国や地方自治体間の情報連携【感染症法第 12 条から第 15 条まで関係】 

(1) ①保健所設置市・区から都道府県知事への発生届の報告、②積極的疫学調査の結果

の関係自治体への通報を義務化する。 

(2) 医師の発生届・都道府県知事等からの積極的疫学調査の結果の報告等について、電

磁的な方法（HER-SYS）を活用できることを規定する（※）。 

※ 同一情報を国、都道府県等が閲覧できる状態に置いたときは、届出等があったものとみなす。 

 

３．宿泊療養等の対策の実効性の確保  

医療資源の重点化を図るとともに、対策の実効性を確保するため、(1)～(3)の措置を

講ずる。 

(1) 宿泊療養・自宅療養の法的位置付け【感染症法第 44 条の３、検疫法第 16 条の２等関係】 

 新型インフルエンザ等感染症・新感染症のうち厚生労働大臣が定めるものについて、 

① 都道府県知事等による宿泊療養・自宅療養の協力要請規定を新設する。 

② 都道府県知事等による食事の提供・日用品の支給等や市町村長との連携の努力義

務規定を新設する。 

③ 都道府県知事の宿泊施設の確保の努力義務規定を新設する。 

※ 検疫法も、検疫所長による宿泊療養・自宅待機その他の感染防止に必要な協力要

請を規定。 

(2) 入院勧告・措置の見直し【感染症法第 26 条第２項、第 37 条第３項、第 72 条第１

号等関係】 

① 新型インフルエンザ等感染症・新感染症のうち厚生労働大臣が定めるものについ

て、入院勧告・措置の対象を次の者に限定することを明示（※）。 

(ア) 病状が重い者、重篤化するおそれのある者等 

(イ) 宿泊療養等の協力の求めに応じない者（入院費用の自己負担徴収可） 

※ 新型コロナウイルス感染症については、現行も政省令により同様の対象者としている。 

② 入院措置に応じない場合又は入院先から逃げた場合の１年以下の懲役又は100万

円以下の罰金を規定する。 

(3) 積極的疫学調査等の実効性の確保【感染症法第 77 条第３号、第 44 条の３第３項、

第 15 条第４項等関係】 

① 積極的疫学調査について、新型インフルエンザ等感染症の患者等（※）が、質問に

対して正当な理由がなく答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をし、又は正当な理由が

なく調査を拒み、妨げ若しくは忌避した場合の 50 万円以下の罰金を規定する。 

※ 感染拡大防止のために必要最小限の範囲とする等の観点から、次の範囲とする。 
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  ・一類感染症の患者、疑似症患者、無症状病原体保有者 

  ・二類感染症の患者、二類感染症のうち政令で定めるものの疑似症患者 

  ・新型インフルエンザ等感染症の患者、疑似症患者であって当該感染症にかかっていると

疑うに足りる正当な理由のあるもの、無症状病原体保有者 

  ・新感染症の所見のある者 

② 新型インフルエンザ等感染症の患者、新感染症の所見のある者、これらの感染症

にかかっていると疑うに足りる正当な理由のある者について、都道府県知事等によ

る健康状態の報告の求めに応じる義務（罰則なし）を規定する（従来は努力義務）。 

③ 行政検査を行うに当たって、都道府県知事等は、無症状者を含む患者の迅速な発

見のため、感染症の性質、地域の感染状況、感染症が発生している施設・業務等を

考慮することを明示する。 

 

４．国と地方自治体の役割・権限の強化等  

(1) 調査・研究の推進【感染症法第 56 条の 39 関係】 

感染症に関する調査研究の推進を図るため、次の規定を整備する。 

①国は、感染症の発病の機構等、病原体等に関する調査・研究を推進する。 

②厚生労働大臣は、①の成果を適切な方法により研究者等に対して積極的に提供する。 

③厚生労働大臣は、①②の事務を国立国際医療研究センター等に委託できる。 

(2) 国・地方自治体の権限の強化【感染症法第 63 条の２第２項､第 22 条の３､第 16 条

の２等関係】 

① 新型インフルエンザ等感染症・新感染症に関し、厚生労働大臣の都道府県知事等

への指示権限について、現行認められている緊急の必要があると認めるときのほか、

都道府県知事等が感染症法・感染症法に基づく政令の規定に違反し、又はこれらの

規定に基づく事務の管理・執行を怠っている場合にも必要な指示ができることとす

る（法定受託事務に限る。）。                                               

② 都道府県知事は、感染症指定医療機関が不足するおそれがある場合等に、保健所

設置市長等、医療機関その他の関係者に対し、入院等の総合調整を行うこととする。 

③ 厚生労働大臣・都道府県知事等は、緊急の必要があると認めるときは、医療関係

者・民間等の検査機関に必要な協力を求めることができることとし（※）、当該協力

要請に正当な理由がなく応じなかったときは勧告することができる（正当な理由が

なく勧告に従わない場合は公表可）こととする。 

※ 現行法上も、医療関係者への協力要請については規定があるため、これを存置。 

 (3) その他【感染症法第９条関係】 

厚生労働大臣が定める基本指針の見直しについて、医療計画とあわせるため、「５年

ごと」から「６年ごと」に改めることとする。 

 

第三 施行期日 

公布の日から起算して 10 日を経過した日（第一の８は令和３年４月１日） 
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
公
示
等

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
（
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お

（一）
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

及
び

、
４
の

か
ら

（一）

（三）

（一）

（三）



ま
で
並
び
に
六
の
１
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
国
内
で
発
生
し
、
特
定
の
区
域
に
お
い
て
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
当
該
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
集
中
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
態
が
発
生
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
態
が
発
生
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項

を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
関
係
）

イ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
べ
き
期
間

ロ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
べ
き
区
域

ハ

当
該
事
態
の
概
要

の
イ
の
期
間
は
、
六
月
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
四
第
二
項
関
係
）

（二）

（一）政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
を
勘
案
し
て

の
イ
の
期
間
を
延
長
し
、
又
は

（三）

（一）

の
ロ
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
更
に
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
当

（一）該
期
間
を
延
長
す
る
旨
又
は
当
該
区
域
を
変
更
す
る
旨
の
公
示
を
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
当
該
延
長
に
係
る
期
間

が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三



十
一
条
の
四
第
三
項
関
係
）

政
府
対
策
本
部
長
は
、

の
公
示
を
し
た
後
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
る

（四）

（一）

必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、

の
事
態
が
終
了
し
た
旨
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（一）

（
第
三
十
一
条
の
四
第
四
項
関
係
）

政
府
対
策
本
部
長
は
、

又
は

の
公
示
を
し
た
と
き
は
、
基
本
的
対
処
方
針
を
変
更
し
、
第
十
八
条
第
二
項
第

（五）

（一）

（三）

三
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
当
該
公
示
の
後
に
必
要
と
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

の
実
施
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
四
第
五
項
関
係
）

都
道
府
県
対
策
本
部
長
は
、
政
府
対
策
本
部
長
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る

、

又
は

の
公
示

（六）

（一）

（三）

（四）

を
行
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
四
第
六
項
関
係
）

３

政
府
対
策
本
部
長
の
指
示

政
府
対
策
本
部
長
は
、
２
の

の
事
態
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
の
総
合
調
整
に
基
づ
く
所
要
の
措
置
が
実
施

（一）

さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
都
道
府
県
（
そ
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
２
の

の
ロ
の
区
域
内

（一）



に
あ
る
都
道
府
県
に
限
る
。
）
の
知
事
（
４
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
五
関
係
）

４

感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
要
請
等

都
道
府
県
知
事
は
、
２
の

の
事
態
に
お
い
て
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

（一）

（一）

あ
る
２
の

の
ロ
の
区
域
（
以
下
こ
の

及
び

に
お
い
て
「
重
点
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル

（一）

（一）

（三）

エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
潜
伏
期
間
及

び
治
癒
ま
で
の
期
間
並
び
に
発
生
の
状
況
を
考
慮
し
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
期
間
及
び
区
域
に
お
い
て
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
に
つ
い
て
の
政
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
て
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
業
態
に
属
す
る
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
営
業
時
間
の
変
更
そ
の
他
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
と
し
て
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一

条
の
六
第
一
項
関
係
）



都
道
府
県
知
事
は
、
２
の

の
事
態
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
の
住
民
に
対
し
、

の
当
該
都
道
府
県
知
事
が

（二）

（一）

（一）

定
め
る
期
間
及
び
区
域
に
お
い
て

の
要
請
に
係
る
営
業
時
間
以
外
の
時
間
に
当
該
業
態
に
属
す
る
事
業
が
行
わ
れ

（一）

て
い
る
場
所
に
み
だ
り
に
出
入
り
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力

を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
六
第
二
項
関
係
）

の
要
請
を
受
け
た
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
当
該
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
国
民

（三）

（一）
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま

ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講

ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

若
し
く
は

の
要
請
又
は

の
命
令
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ

（四）

（一）

（二）

（三）

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、

の
要
請
又
は

の
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

（五）

（一）

（三）

る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
六
第
五
項
関
係
）



六

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
の
見
直
し

１

施
設
管
理
者
等
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
特
定

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国

民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
当
該
施
設
管
理
者
等
に

対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
五
条
第
三

項
関
係
）

２

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
１
の
命
令
を
行
う
必
要

が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他

の
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
五
条
第
四
項
関
係
）

３

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
１
の
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公

表
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
五
条
第
五
項
関
係
）

七

事
業
者
に
対
す
る
支
援
等

１

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る



措
置
が
事
業
者
の
経
営
及
び
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
し
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
を
図
る
た
め
、

当
該
影
響
を
受
け
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
効
果
的
に
講
ず
る

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
関
係
）

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
と
き
に
お
い
て
医
療
の
提
供
体
制
の
確
保
を
図

る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
協
力
す
る
病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
及
び
医
療
関
係
者
に
対
す
る
支
援
そ

の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
三
条
の
二
第
二
項
関
係
）

八

国
の
財
政
上
の
措
置
等

国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
の
施
策
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
条
第
二
項
関
係
）

九

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
の
見
直
し

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年
八
月
三
日
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
閣
僚
会
議
決
定
）
に
基
づ
く
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
有
識
者
会
議
に
つ
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
推
進
会
議
と
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
上
に
位
置
付
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十



条
の
二
か
ら
第
七
十
条
の
十
ま
で
関
係
）

十

感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
要
請
の
実
効
性
の
確
保

１

都
道
府
県
知
事
は
、
五
の
４
の

の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
五
の
４
の

の
要
請
を
受
け
た
者
に
対
し
、

（三）

（一）

必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
者
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状

況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
七
十
二
条
第
一
項
関
係
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
六
の
１
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け

た
施
設
管
理
者
等
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
要
請
に
係
る
施
設
若
し
く
は
当
該
施
設

管
理
者
等
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
二
条
第
二
項
関
係
）

３

六
の
１
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。
（
第
七
十
九
条
関
係
）

４

五
の
４
の

の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
も

（三）



の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
条
関
係
）

５

１
若
し
く
は
２
の
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、

妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁

を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十

一
条
関
係
）

十
一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
位
置
付
け

第
二
の
一
に
併
せ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
み
な
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及
び
当
該
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含
む
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
規
定
を
削

除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
の
二
関
係
）

十
二

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
二

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
位
置
付
け



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
と
し
て
位
置
付
け
、
同
感
染
症
に
係
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
七
項
第
三
号
及
び
第
四
号
関
係
）

二

都
道
府
県
と
保
健
所
設
置
市
等
の
間
の
情
報
連
携
の
強
化

１

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届

出
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
第
三
項
関

係
）

そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
居
住
す
る
者

当
該
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
居
住
地
が
保
健

（一）
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（
以
下
「
保
健
所
設
置
市
等
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
及
び
都
道
府
県
知
事
）

そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
居
住
す
る
者

当
該
者
の
居
住

（二）
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長

２

保
健
所
設
置
市
等
の
長
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の
内
容
を
厚
生

労
働
大
臣
及
び
当
該
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
３
、
５
及
び
６
に
お
い
て
「
管
轄
都
道



府
県
知
事
」
と
い
う
。
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
第
四
項
関
係
）

３

保
健
所
設
置
市
等
の
長
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、

当
該
届
出
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
第
四

項
関
係
）

管
轄
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
居
住
す
る
者

当
該
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
そ

（一）
の
居
住
地
が
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等

の
長
及
び
都
道
府
県
知
事
）

管
轄
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
当
該
保
健
所
設
置
市
等
以
外
の
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
管

（二）
轄
す
る
区
域
内
に
居
住
す
る
者

当
該
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長

４

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
動
物
に
つ
い
て
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と

き
は
、
当
該
届
出
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十

三
条
第
四
項
関
係
）

そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物

当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
都

（一）



道
府
県
知
事
（
そ
の
場
所
が
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
場
所
を
管
轄
す
る
保
健

所
設
置
市
等
の
長
及
び
都
道
府
県
知
事
）

そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物

（二）

当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長

５

保
健
所
設
置
市
等
の
長
は
、
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の

内
容
を
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
管
轄
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
三
条

第
五
項
関
係
）

６

保
健
所
設
置
市
等
の
長
は
、
次
に
掲
げ
る
動
物
に
つ
い
て
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受

け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
三
条
第
五
項
関
係
）

管
轄
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物

当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場

（一）
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
場
所
が
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
場
所

を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
及
び
都
道
府
県
知
事
）



管
轄
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
当
該
保
健
所
設
置
市
等
以
外
の
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
管

（二）
轄
す
る
区
域
内
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物

当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置

市
等
の
長

三

電
磁
的
な
方
法
に
よ
る
届
出
等
の
法
的
位
置
付
け

第
十
二
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
報
告
又
は
通
報
（
以
下
こ
の
三
に
お
い
て
「
届
出
等
」
と
い
う
。
）
を
す

べ
き
者
が
、
当
該
届
出
等
に
代
え
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
ら
及
び
当
該
届
出
等
を
受
け
る
べ

き
者
が
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
を
い
う
。

）
を
利
用
し
て
同
一
の
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
等
を
し
た
も

の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
第
五
項
、
第
十
三
条
第
六
項
、
第
十
四
条
第
四
項
、
第
十
四
条
の
二
第
五

項
及
び
第
十
五
条
第
十
一
項
関
係
）

四

積
極
的
疫
学
調
査
の
実
効
性
の
確
保

１

都
道
府
県
知
事
又
は
保
健
所
設
置
市
等
の
長
は
、
感
染
症
の
患
者
を
迅
速
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
の
発

生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
感
染
症
の
性
質
、
当
該
都
道
府
県
知
事
又
は
保
健
所
設
置
市
等



の
長
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
感
染
症
の
患
者
の
病
状
又
は
数
、
感
染
症
が
発
生
し
て
い
る
施
設
又
は
業
務
の
種

類
並
び
に
当
該
種
類
ご
と
の
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況
並
び
に
感
染
症
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
そ

の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
四
項

関
係
）

２

都
道
府
県
知
事
及
び
保
健
所
設
置
市
等
の
長
（
３
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
積
極
的
疫
学
調
査
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
（
保
健
所
設
置
市
等
の
長
に
あ
っ
て
は
、

厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
第
九
項
関
係
）

３

都
道
府
県
知
事
等
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
等
が
管
轄
す
る
区
域
に
お
け
る
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
積
極
的
疫
学
調
査
の
結
果
を
当
該
他
の
都
道
府
県
知
事
等
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
十
五
条
第
十
項
関
係
）

４

一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者



が
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
積
極
的
疫
学
調
査
に
お
け
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
正
当

な
理
由
が
な
く
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
く
当
該
職
員
の
調
査
を
拒
み
、

妨
げ
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
七
条
第
三
号
関
係
）

五

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
協
力
の
要
請
等

１

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
等
の
長
を
含
む
。
六
及
び
八
の
５
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）

は
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
感
染

症
の
患
者
の
病
状
、
数
そ
の
他
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況
並
び
に
病
原
体
等
の
検
査
の
状
況
を
勘
案
し
て
、

当
該
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
、
医
師
そ
の
他
の
医
療

関
係
者
又
は
病
原
体
等
の
検
査
そ
の
他
の
感
染
症
に
関
す
る
検
査
を
行
う
民
間
事
業
者
そ
の
他
の
感
染
症
試
験
研
究
等

機
関
に
対
し
、
当
該
措
置
の
実
施
に
対
す
る
必
要
な
協
力
を
求
め
、
当
該
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が

な
く
当
該
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
措
置
の
実
施
に
協
力
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

２

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
１
の
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な



理
由
が
な
く
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十

六
条
の
二
第
三
項
関
係
）

六

都
道
府
県
知
事
に
よ
る
入
院
調
整
の
実
施

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
）
又
は
新
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に

お
い
て
感
染
症
指
定
医
療
機
関
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
そ
の
他
当
該
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
入
院
の
措
置
等
そ
の
他
の

事
項
に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
二
条
の
三
及
び
第
四
十
八
条
の
三
関
係
）

七

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
及
び
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
に
係
る
入
院
措
置
の
見
直
し

１

入
院
の
措
置
等
の
対
象
と
な
る
者
に
つ
い
て
、
病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
感
染
症
の
病
状
又
は
当
該
感
染
症
に

か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
化
す
る
お
そ
れ
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
及
び
当
該
者
以
外
の

者
で
あ
っ
て
八
の
２
の
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
四



十
六
条
第
一
項
関
係
）

２

都
道
府
県
又
は
保
健
所
設
置
市
等
は
、
入
院
患
者
が
八
の
２
の
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
者
で
あ
る
と
き
は
、
第
三

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
患
者
の
医
療
に
要
す
る
費
用
に
係
る
負
担
の
全
部

又
は
一
部
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
七
条
第
三
項
関
係
）

３

入
院
の
措
置
等
に
よ
り
入
院
し
た
者
が
そ
の
入
院
の
期
間
中
に
逃
げ
た
と
き
又
は
入
院
の
措
置
を
実
施
さ
れ
る
者
（

入
院
に
係
る
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
正
当
な
理
由
が
な
く
そ
の
入
院
す
べ
き
期
間
の
始
期
ま
で
に
入
院
し
な

か
っ
た
と
き
は
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
二
条
第
一
号
関

係
）

八

宿
泊
療
養
及
び
自
宅
療
養
の
法
的
位
置
付
け

１

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当

な
理
由
の
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
を
考
慮
し
て
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
体
温
そ
の

他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
者
の
居
宅
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ



と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
四

条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
十
条
の
二
第
一
項
関
係
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
新

感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し

て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
又
は
当
該
新
感
染
症
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
宿
泊
施
設
（
当
該
感
染
症
の

ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
適
当
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
５
並
び
に
第

三
の
二
の
１
及
び
４
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
当
該
者
の
居
宅
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な

い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四

十
四
条
の
三
第
二
項
及
び
第
五
十
条
の
二
第
二
項
関
係
）

３

１
又
は
２
の
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
１

又
は
２
の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十



四
条
の
三
第
三
項
及
び
第
五
十
条
の
二
第
三
項
関
係
）

４

都
道
府
県
知
事
は
、
１
又
は
２
の
協
力
を
求
め
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
市
町
村
の
長
と
連
携
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
四
条
の
三
第
六
項
及
び
第
五
十
条
の
二
第
四
項
関
係
）

５

都
道
府
県
知
事
は
、
２
の
協
力
を
求
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
病
状
の
程

度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者

の
病
状
、
数
そ
の
他
当
該
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
必
要
な
宿
泊
施
設
の
確
保
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
及
び
第
五
十
条
の
二
第
四
項
関
係
）

九

国
に
よ
る
感
染
症
及
び
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
、
研
究
等
の
推
進

１

国
は
、
積
極
的
疫
学
調
査
の
結
果
そ
の
他
の
こ
の
法
律
に
基
づ
く
調
査
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
に
よ
り
保
有
す
る
こ

と
と
な
っ
た
情
報
を
活
用
し
つ
つ
、
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
の
基
盤
と

な
る
感
染
症
の
発
病
の
機
構
及
び
感
染
性
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
並
び
に
感
染
症
の
診
断
及
び
治
療
の
方

法
並
び
に
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
推
進
し
、
当
該
調
査
及
び
研
究
の
成
果
を
適
切
な
方
法
に
よ
り
感
染

症
の
発
病
の
機
構
及
び
感
染
性
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
並
び
に
感
染
症
の
診
断
及
び
治
療
の
方
法
並
び
に



病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
者
、
医
師
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
積
極
的
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
五
十
六
条
の
三
十
九
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
１
に
係
る
事
務
を
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
機
関
に
委
託

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
六
条
の
三
十
九
第
三
項
関
係
）

十

厚
生
労
働
大
臣
が
指
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
範
囲
の
拡
大

１

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
若
し
く
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
、
又
は
都
道
府
県
知
事
が
第
八
章
の
規
定
に
違
反
し
、
若
し
く
は
第
八
章
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
の
管

理
若
し
く
は
執
行
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
若
し
く
は
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速

な
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
が

行
う
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
関
係
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
こ

れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
の
管
理
若
し
く
は
執
行
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は



、
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
地

方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
十
三
条
の
二
第
二
項
関
係
）

十
一

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
三

検
疫
法
の
一
部
改
正

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
法
的
位
置
付
け

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
に
つ
い
て
、
患
者
と
み
な
し
て
検
疫
法
の
規
定
を
適
用
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
の
二
第
三
項
関
係
）

二

宿
泊
療
養
及
び
自
宅
療
養
の
法
的
位
置
付
け

１

検
疫
所
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
宿
泊
施
設
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力



を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
二
第
一
項
関
係
）

２

検
疫
所
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
を
考
慮
し
て
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ

に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
二
第
二
項
関
係
）

３

１
の
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
１
又
は
２

の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
二

第
三
項
関
係
）

４

１
の
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
患
者
に
対
す
る
隔
離
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
施
設
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
の
二
第
四
項
関
係
）

三

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
四

附
則



一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
の

九
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

経
過
措
置
等

１

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
１
及
び
２
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
実
施
さ
れ
た
改
正
前
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
こ
の
１
に
お
い
て
「
旧
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
基
本
的
対
処
方
針
の
策
定
又
は
変
更
、
旧
特
措
法
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請

そ
の
他
の
旧
特
措
法
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
措
置
で
、
改
正
後
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（

以
下
こ
の
１
に
お
い
て
「
新
特
措
法
」
と
い
う
。
）
中
相
当
す
る
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
新
特
措
法
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
関
係
）

２

第
二
の
七
の
３
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
等
に
よ
り
入
院
す
る
者
又
は
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
同
法
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置

を
実
施
さ
れ
る
者
（
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
同
法
の
規
定
に
よ
る
入
院
に
係
る
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
に
つ



い
て
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
三
条
関
係
）

３

１
及
び
２
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。



一
頁

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

「

目
次
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
の
三
」
に
、
「
第
四
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
」
を

第
三
章
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
（
第
三
十
一
条
の
四
―
第
三
十
一
条
の
六
）

に
、
「

第
四
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置

」

「
第
五
章
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
（
第
七

第
六
章

雑
則
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
五
条
）
」
を

第
六
章

雑
則
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
五
条
）

十
条
の
二
―
第
七
十
条
の
十
）

に
、
「
第
七
十
八
条
」
を
「
第
八
十
一
条
」
に
改
め
る
。

」

第
一
条
中
「
お
け
る
措
置
」
の
下
に
「
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
を
加
え
る
。



二
頁

第
二
条
第
一
号
中
「
及
び
同
条
第
九
項
」
を
「
（
第
六
条
第
二
項
第
二
号
イ
及
び
第
十
四
条
に
お
い
て
単
に
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
と
い
う
。
）
、
感
染
症
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
指
定
感
染
症
（
第
十
四
条
の
報
告
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
及
び
感
染
症
法
第
六
条
第
九
項
」
に
改
め
、
「
限
る
」
の
下
に
「
。
第
十
四
条
に
お
い
て
単
に
「
新
感
染

症
」
と
い
う
」
を
加
え
、
同
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
が
さ
れ
た
時

か
ら
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
態
が
終
了
し
た
旨
の
公
示
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
を
い
う
。

第
四
条
第
一
項
中
「
予
防
」
の
下
に
「
及
び
感
染
の
拡
大
の
防
止
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
二
項
第
二
号
イ
中
「
感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
「
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
「
の
感

染
性
の
疾
病
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
」
を
「

第
七
十
条
の
二
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
」
に
改
め
る
。



三
頁

第
七
条
中
第
八
項
を
削
り
、
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
行
動
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
七
項
中
「
第
六
条
第
五
項
及
び
前
条
第
七
項
」
を
「
前
条
第
三
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
五
項
中
「
第
七
条
第
七
項
」
を
「
第
七
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

に
起
因
す
る
差
別
的
取
扱
い
等
（
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
い
、
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
差
別
的
取
扱
い
等
」
と
い
う
。

）
及
び
他
人
に
対
し
て
差
別
的
取
扱
い
等
を
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
依
頼
し
、
又
は
唆
す
行
為
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
高

い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
患
者
及
び
医
療
従
事
者
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
家
族
そ
の
他
の
こ
れ

ら
の
者
と
同
一
の
集
団
に
属
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
」
と
い
う
。
）
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
及
び
何
人
も
差
別
的
取
扱
い
等
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等



四
頁

患
者
等
に
対
す
る
差
別
的
取
扱
い
等
の
実
態
の
把
握
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
に
対
す
る
相
談
支
援
並
び
に
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
並
び
に
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
う
も
の

と
す
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
で
あ
る
こ
と
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す

る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
の
名
誉
又
は
信
用
を
毀
損
す
る
行
為

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為

第
十
四
条
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
」
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

若
し
く
は
新
感
染
症
が
」
に
改
め
、
「
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は
感
染
症
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
指
定
感
染
症
が
、

当
該
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
で
あ
り
、
か
つ
、
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

と
認
め
た
と
き
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
第
二
号
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
五
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
四
項
中
「
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
」
を
「
第
七
十
条
の
二
の



五
頁

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
感
染
症
法
」
の
下
に
「
第
六
条
第
八
項
若
し
く
は
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
第
五
項
中
「
診
療
所
若
し
く
は
」
の
下
に
「
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二

第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
る
。

第
三
章
中
第
三
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
臨
時
の
医
療
施
設
等
）

第
三
十
一
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
が
不
足
し
、
医
療

の
提
供
に
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
道
府
県
行
動
計
画
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
患
者
等
に
対
す

る
医
療
の
提
供
を
行
う
た
め
の
施
設
（
第
四
項
に
お
い
て
「
医
療
施
設
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
都
道
府
県
知
事
が
臨
時

に
開
設
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
四
十
九
条
に
お
い
て
「
臨
時
の
医
療
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
医

療
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
措
置
の
実
施
に
関
す

る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



六
頁

３

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
同
法
に
準
拠
し
て
、
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て

の
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
及
び
消
火
活
動
上
必
要
な
施
設
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、
そ

の
他
当
該
臨
時
の
医
療
施
設
に
お
け
る
災
害
を
防
止
し
、
及
び
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
五
条
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
景
観
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が
行
う
医
療
施

設
の
応
急
の
修
繕
及
び
臨
時
の
医
療
施
設
の
建
築
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及

び
第
四
項
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
臨
時
の
医
療
施
設
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る

当
該
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
非
常

災
害
が
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に

規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
」
と
、
「
非
常
災
害
区
域
等
（
非
常
災
害
が
発
生
し
た
区
域
又
は
こ
れ
に
隣
接

す
る
区
域
で
特
定
行
政
庁
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「



七
頁

都
道
府
県
の
区
域
」
と
、
同
項
及
び
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
」
と

あ
る
の
は
「
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
政
府
対
策
本
部
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
」
と
、
同
項
中
「

非
常
災
害
が
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同

項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
」
と
、
「
非
常
災
害
区
域
等
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
の
区
域
」
と
、

景
観
法
第
七
十
七
条
第
一
項
中
「
非
常
災
害
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
」
と
、
「
そ
の
発
生
し
た
区
域
又
は
こ

れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
市
町
村
長
が
指
定
す
る
も
の
の
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
の
区
域
」
と
、
「
そ
の
災
害
が
発
生

し
た
日
か
ら
一
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
政
府
対
策
本
部
が
廃
止
さ
れ
る

ま
で
の
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
章
の
規
定
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

６

都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
病
院
を
開
設
し
た
者
又
は
医
療
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
等
修
了
医
師

及
び
臨
床
研
修
等
修
了
歯
科
医
師
で
な
い
者
で
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
診
療
所
を
開
設
し
た
も
の
が
、
第
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
時
か
ら
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当



八
頁

該
政
府
対
策
本
部
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
患
者
等
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

当
該
医
療
の
提
供
を
行
う
期
間
（
六
月
以
内
の
期
間
に
限
る
。
）
に
限
り
、
同
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
医
療
の
提
供
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、

当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
（
診
療
所
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域

に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
）
に
当
該
変
更
の
内
容
を
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
の
土
地
等
の
使
用
）

第
三
十
一
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
、
土
地
、
家
屋
又
は
物
資
（
以
下
こ
の
条
、

第
四
十
九
条
及
び
第
七
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
当
該
土
地
等
の
所
有
者
及
び
占
有
者
の
同
意
を
得
て
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
三
章
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置



九
頁

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
公
示
等
）

第
三
十
一
条
の
四

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
（
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を

与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
及
び
次
章
に
お
い
て

同
じ
。
）
が
国
内
で
発
生
し
、
特
定
の
区
域
に
お
い
て
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
当
該
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
を
集
中
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
態
が
発
生
し
た
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
態
が
発
生
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
べ
き
期
間

二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
べ
き
区
域

三

当
該
事
態
の
概
要

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
は
、
六
月
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
を
勘
案
し
て
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
を
延
長

し
、
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
更
に
六
月
を
超
え
な
い
範



一
〇
頁

囲
内
に
お
い
て
当
該
期
間
を
延
長
す
る
旨
又
は
当
該
区
域
を
変
更
す
る
旨
の
公
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
延
長
に
係

る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

４

政
府
対
策
本
部
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
後
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

を
実
施
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
同
項
に
規
定
す
る
事
態
が
終
了
し
た
旨
を
公
示
す
る

も
の
と
す
る
。

５

政
府
対
策
本
部
長
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
と
き
は
、
基
本
的
対
処
方
針
を
変
更
し
、
第

十
八
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
当
該
公
示
の
後
に
必
要
と
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
の
実
施
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
対
策
本
部
長
は
、
政
府
対
策
本
部
長
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
府
対
策
本
部
長
の
指
示
）

第
三
十
一
条
の
五

政
府
対
策
本
部
長
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
態
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
の
総
合
調
整
に

基
づ
く
所
要
の
措
置
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る



一
一
頁

た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
都
道
府
県
（
そ
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
都
道
府
県
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
知
事
（
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
要
請
等
）

第
三
十
一
条
の
六

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
事
態
に
お
い
て
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経

済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
重
点
区
域
」
と
い

う
。
）
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
潜
伏
期
間
及
び
治
癒
ま
で
の
期
間
並
び
に
発
生
の
状
況
を
考
慮
し
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
期
間

及
び
区
域
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
に
つ
い
て
の
政
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
て
措
置
を

講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
業
態
に
属
す
る
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
営
業
時
間
の
変
更
そ
の
他
国
民
生
活
及
び
国
民

経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
と
し
て
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
二
頁

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
事
態
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
の
住
民
に
対
し
、
前
項

の
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
期
間
及
び
区
域
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
係
る
営
業
時
間
以
外
の
時
間
に

当
該
業
態
に
属
す
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
に
み
だ
り
に
出
入
り
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
当
該
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
知

事
は
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を

講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
行
う
必
要
が
あ

る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識

経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
三
頁

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
（
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
中
「
の
期
間
」
の
下
に
「
並
び
に
発
生
の
状
況
」
を
、
「
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
七
十
二
条
第
二

項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
指
示
す
る
」
を
「
命
ず
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、
「

指
示
」
を
「
命
令
」
に
改
め
、
「
、
遅
滞
な
く
」
を
削
り
、
「
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
公
表
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
行
う
必
要

が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の

学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条

削
除

第
四
十
九
条
の
見
出
し
中
「
土
地
等
」
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す

る
た
め
の
土
地
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
特
定
都
道
府
県
知
事
が
新
型
イ
ン



一
四
頁

フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
土
地
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
」
に

改
め
、
「
な
い
の
に
」
の
下
に
「
第
三
十
一
条
の
三
の
」
を
加
え
、
「
同
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
第
五
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
三
」
を
加
え
る
。

第
六
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
者
に
対
す
る
支
援
等
）

第
六
十
三
条
の
二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
防

止
に
関
す
る
措
置
が
事
業
者
の
経
営
及
び
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
し
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
を
図

る
た
め
、
当
該
影
響
を
受
け
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
効
果
的
に

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
と
き
に
お
い
て
医
療
の
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る

た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
協
力
す
る
病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
及
び
医
療
関
係
者
に
対
す
る
支
援
そ
の
他

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
五
条
中
「
除
き
」
の
下
に
「
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
を
加
え
る
。



一
五
頁

第
六
十
八
条
の
見
出
し
中
「
特
定
市
町
村
長
が
特
定
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
が
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
特
定
都
道
府
県
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
が
第
四
十
八
条
第
二
項
」
を
「
都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
知
事
が

第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
特
定
市
町
村
長
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
特
定
都
道
府
県
知
事

は
、
第
四
十
八
条
第
二
項
」
を
「
都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
特
定
市
町
村
長
」
を
「
市
町
村

長
」
に
、
「
特
定
都
道
府
県
が
」
を
「
都
道
府
県
が
」
に
、
「
特
定
市
町
村
に
」
を
「
市
町
村
に
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
見
出
し
を
「
（
国
の
財
政
上
の
措
置
等
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
は
、
前
条
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
の
施
策
を

支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議

（
設
置
）

第
七
十
条
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
内
閣
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会



一
六
頁

議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
所
掌
事
務
）

第
七
十
条
の
三

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

第
六
条
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
又
は
政
府
対
策
本
部
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
政
府
対
策
本
部
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

（
組
織
）

第
七
十
条
の
四

会
議
は
、
委
員
三
十
五
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
委
員
）

第
七
十
条
の
五

委
員
は
、
感
染
症
に
関
し
て
高
い
識
見
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大

臣
が
任
命
す
る
。

２

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。



一
七
頁

（
議
長
）

第
七
十
条
の
六

会
議
に
、
議
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

２

議
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

３

議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
事
務
）

第
七
十
条
の
七

会
議
に
関
す
る
事
務
は
、
内
閣
官
房
に
お
い
て
処
理
し
、
命
を
受
け
て
内
閣
官
房
副
長
官
補
が
掌
理
す
る
。

（
主
任
の
大
臣
）

第
七
十
条
の
八

会
議
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
法
に
い
う
主
任
の
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
す
る
。

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
）

第
七
十
条
の
九

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に

対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者

に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
八
頁

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
十
条
の
十

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
七
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
五
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
中
第
四

項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
各
項
」
に
、
「
特
定
都
道
府
県
」
を
「
都
道
府
県
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
特
定
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
特
定
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
「
長
は
、
」
の
下
に
「
第
三
十
一
条
の

三
若
し
く
は
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
要
請
を
受
け
た
者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
者
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業

場
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要



一
九
頁

請
を
受
け
た
施
設
管
理
者
等
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
要
請
に
係
る
施
設
若
し
く
は
当

該
施
設
管
理
者
等
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の

物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
三
条
中
「
第
四
十
八
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
中
「
搬
出
し
た
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
中
「
第
七
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
第
三
項
」
に
、
「
第
二
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
「
し

た
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
る
。

本
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
七
十
九
条

第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
十
万

円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
八
十
条

第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
十

万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
八
十
一
条

第
七
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は



二
〇
頁

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し

て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に

処
す
る
。

附
則
第
一
条
の
二
を
削
る
。

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
十
二
章

感
染
症
及
び
病
原
体
等
に
関
す

目
次
中
「
第
十
二
章

費
用
負
担
（
第
五
十
七
条
―
第
六
十
三
条
）
」
を

第
十
三
章

費
用
負
担
（
第
五
十
七
条
―
第

る
調
査
及
び
研
究
（
第
五
十
六
条
の
三
十
九
）

に
、
「
第
十
三
章
」
を
「
第
十
四
章
」
に
、
「
第
十
四
章
」
を
「
第
十
五

六
十
三
条
）

」

章
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
三
項
第
六
号
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
の
下
に
「
（
第
七
項
第
三
号
に
掲
げ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ



二
一
頁

イ
ル
ス
感
染
症
及
び
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
再
興
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
除
く
。
第
六
項
第
一
号
及
び
第
二
十
三
項

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
た
に
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
病
原
体
と
す
る
感
染
症
で
あ
っ
て
、
一
般
に
国
民
が
当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

当
該
感
染
症
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

四

再
興
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
か
つ
て
世
界
的
規
模
で
流
行
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
体
と
す
る
感
染
症

で
あ
っ
て
そ
の
後
流
行
す
る
こ
と
な
く
長
期
間
が
経
過
し
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
が
再
興

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に
現
在
の
国
民
の
大
部
分
が
当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

、
当
該
感
染
症
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

第
七
条
第
一
項
中
「
第
十
二
章
及
び
第
十
三
章
」
を
「
第
十
三
章
及
び
第
十
四
章
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
五
年
」
を
「
六
年
」
に
改
め
る
。



二
二
頁

第
十
二
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（
以
下
「
保
健
所
設
置
市
等

」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
長
。
以
下
こ
の
章
（
次
項
及
び
第
三
項
、
次
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
第
一

項
及
び
第
六
項
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
十
五
条
第
九
項
を
除
く
。
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加

え
、
同
条
第
三
項
中
「
そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
居
住
す
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
そ
の
者
の
居
住
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
者
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
居
住
す
る
者

当
該
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
居
住
地
が
保
健
所

設
置
市
等
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
及
び
都
道
府
県
知

事
）

二

そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
居
住
す
る
者

当
該
者
の
居
住
地

を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長

第
十
二
条
第
六
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
第
三
項

」
を
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の

二
項
を
加
え
る
。



二
三
頁

４

前
二
項
の
規
定
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
次
項
各
号
に
お
い
て
「
管
轄
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。
）
」
と
、
前
項
第
一
号
及
び
第

二
号
中
「
そ
の
管
轄
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
」
と
、
同
号
中
「
保
健
所
設
置
市
等
の
長

が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
保
健
所
設
置
市
等
以
外
の
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
又
は
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
報
告
又
は
通
報
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
届
出
等
」
と
い
う
。
）
を
す
べ
き
者

が
、
当
該
届
出
等
に
代
え
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
ら
及
び
当
該
届
出
等
を
受
け
る
べ
き
者
（

第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
含
む
。
）
が
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
を
い
う
。
）
を
利
用
し
て
同
一
の
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状

態
に
置
く
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
等
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
十
三
条
第
四
項
中
「
そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、
「
動
物

が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
を
「
各
号
に
定
め
る
者
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。



二
四
頁

一

そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物

当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
（
そ
の
場
所
が
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
場
所
を
管
轄
す
る
保
健
所
設

置
市
等
の
長
及
び
都
道
府
県
知
事
）

二

そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物

当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長

第
十
三
条
第
五
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
」
に
、
「
前
三
項
」
を
「
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該
保
健
所
設
置

市
等
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
次
項
各
号
に
お
い
て
「
管
轄
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。
）
」
と
、
前
項
第

一
号
及
び
第
二
号
中
「
そ
の
管
轄
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
」
と
、
同
号
中
「
保
健
所
設

置
市
等
の
長
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
保
健
所
設
置
市
等
以
外
の
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。



二
五
頁

６

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
並
び
に
第
三
項
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
四
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
、
報

告
又
は
通
報
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
報
告
」
と
、
「
者
（
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
含
む
。

）
」
と
あ
る
の
は
「
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
の
二
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

５

第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
届
出
、

報
告
又
は
通
報
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
届
出
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
」
と
、
「
当
該
届
出
等
」
と

あ
る
の
は
「
当
該
報
告
」
と
、
「
者
（
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
第
十
二
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
七



二
六
頁

項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
中
第
十
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
九
項
を
第
十
二
項
と

し
、
同
条
第
八
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
及
び
保
健
所
設
置
市
等
の
長
（
次
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
等
」

と
い
う
。
）
」
を
、
「
厚
生
労
働
大
臣
」
の
下
に
「
（
保
健
所
設
置
市
等
の
長
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該
保

健
所
設
置
市
等
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

都
道
府
県
知
事
等
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
等
が
管
轄
す
る
区
域
に
お
け
る
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要

10
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
質
問
又
は
必
要
な
調
査
の
結
果
を
当
該
他
の
都
道
府
県
知
事
等
に
通
報
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
届
出

11
、
報
告
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
」
と
、
「
届
出
等
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
等
」
と
、
「
者
（
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は

、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
、



二
七
頁

五
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者
、
新
感

染
症
の
所
見
が
あ
る
者
又
は
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
若
し
く
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
若
し
く
は
管

理
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
」
を
削
り
、
「
よ
る
質
問
」
を
「
よ
り
質
問
を
受
け
、
」
に
改
め
、
「
調
査
」
の
下
に
「
を
求

め
ら
れ
た
者
（
第
七
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
当
該
質
問
又
は
必
要
な
調
査
」
を
加
え
、
同
項
を
同

条
第
七
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五

項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
の
患
者
を
迅
速
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん

延
を
防
止
す
る
た
め
、
感
染
症
の
性
質
、
当
該
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
感
染
症
の
患
者
の
病
状
又

は
数
、
感
染
症
が
発
生
し
て
い
る
施
設
又
は
業
務
の
種
類
並
び
に
当
該
種
類
ご
と
の
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況

並
び
に
感
染
症
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
行
う
も
の

と
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
三
項
中
「
前
条
第
七
項
」
を
「
前
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
三
第
四
項
中
「
第
十
五
条
第
七
項
」
を
「
第
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。



二
八
頁

第
十
六
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
協
力
の
要
請
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
状
況
」
の
下
に
「
並
び
に
病
原
体
等
の
検
査

の
状
況
」
を
、
「
医
療
関
係
者
」
の
下
に
「
又
は
病
原
体
等
の
検
査
そ
の
他
の
感
染
症
に
関
す
る
検
査
を
行
う
民
間
事
業
者

そ
の
他
の
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
協
力
を

求
め
ら
れ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
当
該
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
か
っ
た
と
き
は
、
同
項
に
定
め
る
措
置
の
実
施
に

協
力
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者

が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
調
整
）

第
二
十
二
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
の
全
部
又

は
一
部
に
お
い
て
感
染
症
指
定
医
療
機
関
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
そ
の
他
当
該
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
第
十
九
条
又
は



二
九
頁

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
勧
告
又
は
入
院
の
措
置
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
を
削
り
、
「
こ
と
若
し
く
は
当
該
感
染
症
」
を
「
こ
と
又
は

当
該
感
染
症
」
に
改
め
、
「
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
削
り
、
「
、

若
し
く
は
当
該
感
染
症
」
を
「
又
は
当
該
感
染
症
」
に
改
め
、
「
、
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
を
保

有
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
及
び
前
条
の
規
定
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患

者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
患
者
に
」
と
あ
る
の
は
「
患
者
（
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者
に
あ
っ
て
は
、
当

該
感
染
症
の
病
状
又
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
化
す
る
お
そ
れ
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
及
び
当
該
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
も

の
に
限
る
。
）
に
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機

関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療

機
関
若
し
く
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
中
「
特
定
感
染
症
指
定



三
〇
頁

医
療
機
関
又
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
又
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
移

送
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
十
六
条
の
二
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

都
道
府
県
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
又
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
の
勧
告
又
は
入
院
の
措
置
を
実
施
し
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
入
院
に
係
る
患
者
が
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
又
は
第
五
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め

に
応
じ
な
い
者
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
の
全
部
又
は
一
部
を
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
患
者
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
又
は
民
法
第
八
百
七
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
扶
養
義

務
者
が
第
一
項
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
（
第
二
十
六
条
」
を
「
（
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
七
条
第

三
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。
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第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
の
血
清
亜
型
及
び
」
を
「
病
原
体
の
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
三
の
見
出
し
中
「
協
力
」
を
「
報
告
又
は
協
力
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
報
告
を
」
の
下
に
「
求
め

、
又
は
当
該
者
の
居
宅
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に

必
要
な
協
力
を
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
の
下
に
「
（
病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
た

者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
」
を
「
当
該
感
染
症
の
患
者
に
対
し
、
当
該
感
染
症
の
病
原

体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又

は
宿
泊
施
設
（
当
該
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
適
当
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も

の
に
限
る
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
」
に
、
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
報
告
又

は
」
を
「
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
二
項
の
規

定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
市
町
村
の
長
と
連

携
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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７

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
お

け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
の
病
状
、
数
そ
の
他
当
該
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況
を
勘
案
し

て
、
必
要
な
宿
泊
施
設
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
並
び
に
第
三
十
四
条
」
を
削
り
、
「
第
十
二
章
及
び
第
十

三
章
」
を
「
第
十
三
章
及
び
第
十
四
章
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
、
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
」
の
下
に
「
（
新
感
染
症
（
病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
所
見
が
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
感
染
症
の
病
状
又
は
当
該
新
感
染
症
に
か
か

っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
化
す
る
お
そ
れ
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
及
び
当
該
者
以
外
の
者
で
あ
っ

て
第
五
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
調
整
）

第
四
十
八
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
の
全
部
又
は

一
部
に
お
い
て
感
染
症
指
定
医
療
機
関
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
そ
の
他
当
該
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
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た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
第
四
十
六
条
の

規
定
に
よ
る
入
院
の
勧
告
又
は
入
院
の
措
置
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
十
条
の
二
の
見
出
し
中
「
協
力
」
を
「
報
告
又
は
協
力
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
報
告
を
」
の
下
に
「
求
め
、

又
は
当
該
者
の
居
宅
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
新
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に

必
要
な
協
力
を
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
、
新
感
染
症
」
の
下
に
「
（
病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
た
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
期
間

内
に
お
い
て
、
」
を
「
当
該
新
感
染
症
の
所
見
の
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
新
感
染
症
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
宿
泊
施
設
（
当
該

新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
適
当
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
若

し
く
は
」
に
、
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
報
告
又
は
」
を
「
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正

当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「

及
び
第
五
項
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
、
「
規
定
は
、
」
を
「
規
定
は
」
に
、
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
又
は
第
二
項

」
に
改
め
、
「
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
同
条
第
七
項
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
場
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合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
七
項
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
の
二

第
二
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
」
と
、
「
当
該
感
染
症
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
新
感
染
症
」
と
、
「
宿

泊
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
、
又
は
」
を
「
、
若
し
く
は
」
に
、
「
と
き
は
、
」
を
「
と
き
、
又
は
都
道
府
県
知
事
が

こ
の
章
の
規
定
に
違
反
し
、
若
し
く
は
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
の
管
理
若
し
く
は
執
行
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
お
い

て
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
若
し
く
は
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
第
十
二
章
及
び
第
十
三
章
」
を
「
第
十
三
章
及
び
第
十
四
章
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
二
章
」
を
「
第
十
三
章
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及

び
特
別
区
」
を
「
及
び
保
健
所
設
置
市
等
」
に
、
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
を
「
又
は
保
健
所
設
置
市
等

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
特
別
区
及
び
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
の
七
第
一
項
中
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
」
に
、
「
市
長
又
は
区
長
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」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
の
長
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
第
七
十
七
条
第
九
号
」
を
「
第
七
十
七
条
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
違
反
し
た
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
及
び
第

二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
中
「
輸
入
し
た
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
る
。

第
七
十
一
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中

「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
中
「
者
」
を
「

と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と

し
、
同
条
第
六
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条

第
三
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
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同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

一

第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
十
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二

項
の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
、
次
条
第
二
項
及
び
第

七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条

第
二
項
の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
、
次
条
第
二
項
及

び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
勧
告
若
し
く

は
第
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
に
よ
り
入
院
し
た
者
が
そ
の
入
院
の
期
間
（
第
二
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
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い
て
準
用
す
る
同
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第

五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
六
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
中
に
逃
げ
た
と
き
、
又
は
第
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
二
十
条
第

二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
若
し
く
は
第

二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
を
実

施
さ
れ
る
者
（
第
二
十
三
条
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を

受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
正
当
な
理
由
が
な
く
そ
の
入
院
す
べ
き
期
間
の
始
期
ま
で
に
入
院
し
な
か
っ
た
と
き
。

第
七
十
三
条
第
二
項
中
「
準
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
準
用
さ
れ
る
場
合
」
に
、
「
（
同
条
第
二
項

の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
」
を
「
を
」
に
、
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
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の
規
定
が
」
に
、
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
、
「
、
第
四
十
四
条
の

三
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条

第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま

で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十
二
条

第
一
項
」
を
「
医
師
が
第
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
四
項
又
は
同
条
第
六
項
」
を
「
第
六
項
又
は
同
条
第
八
項
」
に
、
「

医
師
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
獣
医
師
が
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条

第
五
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
、
「
獣
医
師
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め

、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
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中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
」
に
、
「
者
」
を
「

と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
者
で
あ
っ
て
」
を
「
場
合
に
お
い
て
、
」
に
、
「
違
反

し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め

、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者

が
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る

当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
正
当
な
理
由
が
な
く
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
正
当
な
理
由
が

な
く
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
調
査
（
第
十
五
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
除
く
。
）
を
拒
み
、
妨
げ
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

第
七
十
九
条
中
「
第
七
十
二
条
ま
で
」
を
「
第
七
十
一
条
ま
で
、
第
七
十
二
条
（
第
一
号
を
除
く
。
）
」
に
、
「
第
七
十
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七
条
第
八
号
若
し
く
は
第
九
号
」
を
「
第
七
十
七
条
第
九
号
若
し
く
は
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
章
を
第
十
五
章
と
す
る
。

第
六
十
三
条
の
二
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
の

規
定
に
違
反
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
の
管
理
若
し
く
は
執
行
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
知
事
が
行
う
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受

託
事
務
（
第
六
十
五
条
及
び
第
六
十
五
条
の
二
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な
指
示

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
保
健
所
設
置
市
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区

」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
」
に
、
「
第
三
章
」
を
「
第
四
章
」
に
、
「
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
四
条
の
二
第

一
項
及
び
第
七
項
、
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
、
」
に
改
め
、
「
（
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
」
の
下
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に
「
、
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
（
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
の
三
」

を
加
え
、
「
市
長
」
又
は
「
区
長
」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
の
長
」
に
、
「
市
」
又
は
「
区
」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
」
に

改
め
る
。

第
六
十
四
条
の
二
中
「
前
条
」
を
「
第
三
章
（
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十

四
条
第
一
項
及
び
第
六
項
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
十
五
条
第
九
項
を
除
く
。
次
条
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
及
び
前
条
」
に
改
め
、
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
削
る
。

第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
」
に
改
め
、
「
地
方
自
治
法
第

二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
及
び
「
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
」
を
削

り
、
同
条
第
二
項
中
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
」
を
「
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
、
第
三
章
又
は
」
に

改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
二
中
「
第
十
二
条
第
四
項
、
同
条
第
五
項
」
を
「
第
十
二
条
第
六
項
、
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、
「
及
び

第
三
項
」
の
下
に
「
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を

加
え
、
「
、
第
十
六
条
並
び
に
第
十
六
条
の
二
」
を
「
並
び
に
第
十
六
条
」
に
、
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
、
第
二
項
及
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び
第
七
項
」
に
、
「
及
び
第
五
項
並
び
に
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
」
に
、
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別

区
」
を
「
又
は
保
健
所
設
置
市
等
」
に
改
め
る
。

第
十
三
章
を
第
十
四
章
と
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
号
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
章
を
第
十
三
章
と
し
、
第
十
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
十
二
章

感
染
症
及
び
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究

第
五
十
六
条
の
三
十
九

国
は
、
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
の
結
果
そ
の
他
の
こ
の
法
律
に
基
づ
く
調
査
、
届
出
そ

の
他
の
行
為
に
よ
り
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
情
報
を
活
用
し
つ
つ
、
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
良
質
か
つ
適
切
な
医
療

の
確
保
を
図
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
感
染
症
の
発
病
の
機
構
及
び
感
染
性
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
並
び
に
感

染
症
の
診
断
及
び
治
療
の
方
法
並
び
に
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
の
成
果
を
適
切
な
方
法
に
よ
り
感
染
症
の
発
病
の
機
構
及
び
感

染
性
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
並
び
に
感
染
症
の
診
断
及
び
治
療
の
方
法
並
び
に
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
及

び
研
究
を
行
う
者
、
医
師
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
積
極
的
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。
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３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
調
査
及
び
研
究
の
成
果
の

提
供
に
係
る
事
務
を
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
機
関
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
の
成
果
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は

、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
疫
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
第
三
項
中
「
前
条
第
一
号
」
の
下
に
「
又
は
第
二
号
」
を
加
え
、
「
同
号
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
一
号
又

は
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
患
者
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
、
当

該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
報
告
又
は
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
、
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。



四
四
頁

第
十
六
条
第
二
項
中
「
又
は
宿
泊
施
設
」
の
下
に
「
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加

え
る
。

第
十
六
条
の
二
を
第
十
六
条
の
三
と
し
、
第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
報
告
又
は
協
力
）

第
十
六
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
求
め
は
、
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
宿
泊
施
設
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の

当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。

２

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
求
め
は
、
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ

の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
を
考
慮
し
て
定
め
た
期

間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の

防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。



四
五
頁

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
患
者
に
対
す
る
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
中
「
委
託
し
て
行
う
。
」
と
あ
る
の
は
「
委
託
し
、
又
は
宿
泊
施
設
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
を
い
う
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
者

の
同
意
を
得
て
当
該
宿
泊
施
設
内
に
収
容
し
て
行
う
。
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と

、
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
又
は
宿
泊
施
設
」
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
、
「
政
令
の
」
を
「
政
令
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
四
条

第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
又
は
第
六
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
中
「
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号

及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た

」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
る
。



四
六
頁

第
三
十
六
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た

」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
四
条
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六
号
又
は
第
七
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
七
号
又
は

第
八
号
」
に
、
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
十
四
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第

六
号
」
に
、
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め

る
。第

三
十
七
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た

」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た

」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
新
型
イ
ン
フ



四
七
頁

「
第
五
章
の

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
目
次
の
改
正
規
定
（
「
第
六
章

雑
則
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
五
条
）
」
を

第
六
章

二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
（
第
七
十
条
の
二
―
第
七
十
条
の
十
）

に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同

雑
則
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
五
条
）

」

法
第
六
条
第
五
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
八
条
第
四
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
五
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定

は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
府
行
動
計

画
、
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
行
動
計
画
、
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
行
動
計
画
及
び
同

法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
計
画
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
行
動
計
画
等
」
と
い
う
。
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
「
旧
特
措
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
事
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
動
計
画
等
に

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
を
含
む
。
）
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等



四
八
頁

対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
「
新
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事

項
と
し
て
行
動
計
画
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２

旧
特
措
法
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
旧
特
措
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
報
告
は
、
新
特
措
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
報

告
と
み
な
す
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
旧
特
措
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
は
、
新
特
措
法

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

４

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
旧
特
措
法
第
三
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
（
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊

急
事
態
宣
言
に
つ
い
て
、
施
行
日
前
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又

は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
が
変
更
さ
れ
た
場
合
を
含
み
、
施
行
日
前
に
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
解
除
宣
言
が
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
単
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

緊
急
事
態
宣
言
」
と
い
う
。
）
は
、
新
特
措
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。



四
九
頁

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
新
特
措
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
宣
言
の
う
ち
、
施
行
日
前
に
旧
特
措
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期

間
が
延
長
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
新
特
措
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
延
長
す
る
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
前
に

旧
特
措
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
延
長
が
行
わ
れ
る
前
の
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
の
最
終
日

の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
施
行
日
前
に
実
施
さ
れ
た
旧
特
措
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
基
本
的
対
処
方
針
の
策
定
又
は
変
更
、
旧
特
措
法
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
そ
の
他
の
旧

特
措
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
措
置
で
、
新
特
措
法
中
相
当
す
る
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
新
特
措
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の

と
み
な
す
。

７

新
特
措
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
（
前
項
の
規
定

に
よ
り
新
特
措
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

８

施
行
日
前
に
生
じ
た
事
由
に
係
る
旧
特
措
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



五
〇
頁

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
七
十
二
条

第
一
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
よ
る
入
院
の
勧
告
若
し
く
は
入
院
の
措
置
に
よ
り
入
院
す
る
者
又
は
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
同
法
の
規
定
に
よ
る
入
院

の
措
置
を
実
施
さ
れ
る
者
（
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
同
法
の
規
定
に
よ
る
入
院
に
係
る
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
に

つ
い
て
適
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を

含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
項
中

「
第
十
二
条
第
四
項
、
同
条
第
五
項
」
を
「
第
十
二
条
第
六
項
、
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、
「
及
び
第
三
項
」
の
下
に
「
、



五
一
頁

同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
「
、
第
十
六
条

並
び
に
第
十
六
条
の
二
」
を
「
並
び
に
第
十
六
条
」
に
、
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
、
第
二
項
及
び
第
七
項
」
に
、
「
及

び
第
五
項
並
び
に
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
」
に
、
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
を
「
又
は
保
健
所

設
置
市
等
」
に
改
め
る
。

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
三
十
号
中
「
臨
時
の
医
療
施
設
に
お
け
る
医
療
の
提
供
並
び
に
」
を
削
り
、
「
係
る
」
の
下
に
「
臨
時
の
医
療

施
設
に
お
け
る
医
療
の
提
供
、
」
を
加
え
る
。

（
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
）

第
七
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）

附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を
「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る

こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
」
に
改
め
る
。



五
二
頁

一

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
五
十
九
条
第
一
項

二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二

年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条

三

令
和
二
年
度
特
別
定
額
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
三
項
第
一

号
四

令
和
二
年
度
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
五
号

）
第
三
項
第
一
号

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和

二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を
「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和

二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ



五
三
頁

れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
三
号
」
を
「
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
復
興
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
項
中
「

第
二
条
第
四
号
イ
」
を
「
第
二
条
第
五
号
イ
」
に
改
め
る
。



五
四
頁



五
五
頁

理

由

現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
の
状
況
等
に
鑑
み
、
当
該
感
染
症
に
係
る
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
営
業

時
間
の
変
更
の
要
請
等
を
内
容
と
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
創
設
し
、
併
せ
て
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
に
お
い
て
施
設
の
使
用
制
限
等
の
要
請
に
応
じ
な
い
者
に
対
す
る
命
令
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
と
位
置
付
け
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
宿
泊
療
養
及
び
自
宅
療
養

の
要
請
に
つ
い
て
法
律
上
の
根
拠
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で

あ
る
。



新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
条
文

目
次

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

１

・
・
・
・
・
・
・
・

○

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

25

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○

検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

61

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

67

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

69

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

70

○

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
抄
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
附
則
第
七
条
関
係
）

72

・
・
・
・
・

○

令
和
二
年
度
特
別
定
額
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

73

○

令
和
二
年
度
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
74

○

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
附
則
第
八
条
関
係
）

75

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
九
条
関
係
）

77
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○

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
（
第
十
四
条

第
三
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
（
第
十
四
条

―
第
三
十
一
条
の
三
）

―
第
三
十
一
条
）

第
三
章
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
（
第
三

（
新
設
）

十
一
条
の
四
―
第
三
十
一
条
の
六
）

第
四
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置

第
四
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置

第
五
章

（
略
）

第
五
章

（
略
）

第
五
章
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
（
第
七
十
条
の
二

（
新
設
）

―
第
七
十
条
の
十
）

第
六
章

雑
則
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
五
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
五
条
）

第
七
章

罰
則
（
第
七
十
六
条
―
第
八
十
一
条
）

第
七
章

罰
則
（
第
七
十
六
条
―
第
七
十
八
条
）

附
則

附
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
民
の
大
部
分
が
現
在
そ
の
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
民
の
大
部
分
が
現
在
そ
の
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な

い
こ
と
等
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延

い
こ
と
等
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延

し
、
か
つ
、
こ
れ
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
と
な
る
お
そ
れ

し
、
か
つ
、
こ
れ
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
ま
た
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

が
あ
り
、
ま
た
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る

れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る

計
画
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
、
新
型
イ
ン
フ

計
画
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事

ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事

態
措
置
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の

項
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
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措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す

染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号

る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法

。
以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発

」
と
い
う
。
）
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん

生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
法
律
と
相
ま
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ

延
の
防
止
に
関
す
る
法
律
と
相
ま
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
対
す

ル
エ
ン
ザ
等
に
対
す
る
対
策
の
強
化
を
図
り
、
も
っ
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

る
対
策
の
強
化
を
図
り
、
も
っ
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お

ザ
等
の
発
生
時
に
お
い
て
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民

い
て
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済

生
活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

的
と
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
第
六
条
第
二
項
第
二
号
イ
及
び
第
十
四

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
及
び
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症

条
に
お
い
て
単
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
と
い
う
。
）
、

（
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い

感
染
症
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
指
定
感
染
症
（
第
十
四
条
の
報
告

う
。

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
感
染
症
法
第
六
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新

感
染
症
（
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
限
る
。

第
十
四
条
に
お
い
て
単
に
「
新
感
染
症
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

第
三
十
一
条
の

（
新
設
）

四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
が
さ
れ
た
時
か
ら
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
態
が
終
了
し
た
旨
の
公
示
が
さ
れ
る
ま

で
の
間
に
お
い
て
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生

活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国

及
び
地
方
公
共
団
体
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
を
い
う

。
四
～
八

（
略
）

三
～
七

（
略
）
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（
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
）

（
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
）

第
四
条

事
業
者
及
び
国
民
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
及
び
感
染

第
四
条

事
業
者
及
び
国
民
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
に
努
め
る

の
拡
大
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
協

と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
政
府
行
動
計
画
の
作
成
及
び
公
表
等
）

（
政
府
行
動
計
画
の
作
成
及
び
公
表
等
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

政
府
行
動
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る

２

政
府
行
動
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

国
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
に
関
す
る
事
項

二

国
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
に
関
す
る
事
項

イ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に

イ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
及
び
感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す

変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
動
物
の
感
染
性
の
疾
病
の
外
国
及
び
国
内
に

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
動
物

お
け
る
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
情
報
収
集

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
外
国
及
び
国
内
に
お
け
る
発
生
の
状
況
、
動
向

及
び
原
因
の
情
報
収
集

ロ
～
へ

（
略
）

ロ
～
へ

（
略
）

三
～
七

（
略
）

三
～
七

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
行
動
計
画
の
案
を
作
成
し

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
行
動
計
画
の
案
を
作
成
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
第
七
十
条
の
二
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を

ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
～
８

（
略
）

６
～
８

（
略
）

（
都
道
府
県
行
動
計
画
）

（
都
道
府
県
行
動
計
画
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
行
動
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

（
新
設
）
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、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の

学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
～
８

（
略
）

３
～
７

（
略
）

（
削
る
）

８

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
行
動
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

９

（
略
）

９

（
略
）

（
市
町
村
行
動
計
画
）

（
市
町
村
行
動
計
画
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

前
条
第
三
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
市
町
村
行
動
計
画
の
作
成
に
つ
い

７

第
六
条
第
五
項
及
び
前
条
第
七
項
の
規
定
は
、
市
町
村
行
動
計
画
の
作
成

て
準
用
す
る
。

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

（
指
定
公
共
機
関
及
び
指
定
地
方
公
共
機
関
の
業
務
計
画
）

（
指
定
公
共
機
関
及
び
指
定
地
方
公
共
機
関
の
業
務
計
画
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
七
条
第
八
項
の
規
定
は
、
業
務
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

第
七
条
第
七
項
の
規
定
は
、
業
務
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
知
識
の
普
及
等
）

（
知
識
の
普
及
等
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施
す
る

（
新
設
）

に
当
た
っ
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
起
因
す
る
差
別
的
取
扱
い
等

（
次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
い
、
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
差
別
的
取
扱
い
等

」
と
い
う
。
）
及
び
他
人
に
対
し
て
差
別
的
取
扱
い
等
を
す
る
こ
と
を
要
求

し
、
依
頼
し
、
又
は
唆
す
行
為
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
高
い
こ
と
を
考
慮
し

て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
患
者
及
び
医
療
従
事
者
並
び
に
こ
れ
ら
の
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者
の
家
族
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
者
と
同
一
の
集
団
に
属
す
る
者
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
」
と
い
う
。
）
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
及
び
何
人
も
差
別
的
取
扱
い
等
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
に
対
す
る
差
別
的
取
扱
い
等

の
実
態
の
把
握
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
に
対
す
る
相
談
支
援
並

び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び

提
供
並
び
に
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
で
あ
る
こ
と
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
患
者
等
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
の
名
誉
又
は
信
用
を
毀
損
す
る
行
為

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
患
者
等
の

権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
等
に
関
す
る
報
告
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
等
に
関
す
る
報
告
）

第
十
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
若
し
く

第
十
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第

は
第
四
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

四
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し

症
若
し
く
は
新
感
染
症
が
発
生
し
た
と
認
め
た
旨
を
公
表
す
る
と
き
、
又
は

た
と
認
め
た
旨
を
公
表
す
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
当
該
新
型

感
染
症
法
第
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
指
定
感
染
症
が
、
当
該
疾
病
に
か
か

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
、
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か

っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
で
あ
り
、
か
つ
、
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま

か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
報
告
を
し
な
け
れ
ば

ん
延
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、

な
ら
な
い
。

当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
、
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
報
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
府
対
策
本
部
の
所
掌
事
務
）

（
政
府
対
策
本
部
の
所
掌
事
務
）

第
十
七
条

政
府
対
策
本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
十
七
条

政
府
対
策
本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
五
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規

二

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
対
策
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定
に
よ
り
政
府
対
策
本
部
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務

本
部
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務

三

（
略
）

三

（
略
）

（
基
本
的
対
処
方
針
）

（
基
本
的
対
処
方
針
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

政
府
対
策
本
部
長
は
、
基
本
的
対
処
方
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

４

政
府
対
策
本
部
長
は
、
基
本
的
対
処
方
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
第
七
十
条
の
二
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議

あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
で
、

識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
意
見
を
聴
く
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

場
合
で
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
意
見
を
聴
く
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
こ
の

い
。

限
り
で
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
政
府
対
策
本
部
の
廃
止
）

（
政
府
対
策
本
部
の
廃
止
）

第
二
十
一
条

政
府
対
策
本
部
は
、
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン

第
二
十
一
条

政
府
対
策
本
部
は
、
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
、
感
染
症
法
第
六
条
第

フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
、
感
染
症
法
第
六
条
第

六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度

六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度

に
比
し
て
お
お
む
ね
同
程
度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
き
、

に
比
し
て
お
お
む
ね
同
程
度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
き
、

又
は
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
、
若

又
は
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
、
若

し
く
は
感
染
症
法
第
六
条
第
八
項
若
し
く
は
第
五
十
三
条
第
一
項
の
政
令
が

し
く
は
感
染
症
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
政
令
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
に
、
廃

廃
止
さ
れ
た
と
き
に
、
廃
止
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

止
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
使
用
）

（
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
使
用
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

特
定
検
疫
港
等
に
お
い
て
検
疫
を
行
う
検
疫
所
長
（
第
七
十
一
条
第
一
項

５

特
定
検
疫
港
等
に
お
い
て
検
疫
を
行
う
検
疫
所
長
（
第
七
十
一
条
第
一
項

に
お
い
て
「
特
定
検
疫
所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
特
定
検
疫
港
等
に
お
い
て

に
お
い
て
「
特
定
検
疫
所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
特
定
検
疫
港
等
に
お
い
て
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検
疫
を
さ
れ
る
べ
き
者
が
増
加
し
、
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
不
足
に
よ

検
疫
を
さ
れ
る
べ
き
者
が
増
加
し
、
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
不
足
に
よ

り
停
留
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
検
疫

り
停
留
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
検
疫

を
適
切
に
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
で
あ
っ
て
、
病
院
若
し
く

を
適
切
に
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
で
あ
っ
て
、
病
院
若
し
く

は
診
療
所
若
し
く
は
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十

は
診
療
所
若
し
く
は
宿
泊
施
設
（
特
定
検
疫
港
等
の
周
辺
の
区
域
で
あ
っ
て

条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
（
特
定
検
疫
港
等
の
周
辺
の
区
域
で

、
特
定
検
疫
港
等
か
ら
の
距
離
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣

あ
っ
て
、
特
定
検
疫
港
等
か
ら
の
距
離
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労

が
指
定
す
る
区
域
内
に
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特

働
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
内
に
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

定
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
検
疫
法
第

て
「
特
定
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
検

十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

疫
法
第
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項

合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
三
十
四
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
同
意

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項

を
し
な
い
と
き
、
又
は
当
該
特
定
病
院
等
の
管
理
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る

の
同
意
を
し
な
い
と
き
、
又
は
当
該
特
定
病
院
等
の
管
理
者
の
所
在
が
不
明

た
め
同
項
若
し
く
は
同
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を

で
あ
る
た
め
同
項
若
し
く
は
同
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

で
き
ず
、
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

委
託
を
で
き
ず
、
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

な
い
と
き
は
、
同
項
又
は
同
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

が
で
き
な
い
と
き
は
、
同
項
又
は
同
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に

ら
ず
、
同
法
第
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定

か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項

に
よ
る
委
託
を
せ
ず
、
又
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
同
意
を
得
な
い
で
、

の
規
定
に
よ
る
委
託
を
せ
ず
、
又
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
同
意
を
得
な

当
該
特
定
病
院
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
で
、
当
該
特
定
病
院
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
臨
時
の
医
療
施
設
等
）

第
三
十
一
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て

（
新
設
）

病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
が
不
足
し
、
医
療
の
提
供
に
支
障
が
生
ず
る
と
認

め
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
道
府
県
行
動
計
画
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
患

者
等
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
行
う
た
め
の
施
設
（
第
四
項
に
お
い
て
「
医

療
施
設
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
都
道
府
県
知
事
が
臨
時
に
開
設
す
る
も
の

（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
四
十
九
条
に
お
い
て
「
臨
時
の
医
療
施
設
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
医
療
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
長
が

行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
同
法
に
準
拠
し
て
、
臨
時
の
医
療
施

設
に
つ
い
て
の
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
及
び
消
火
活
動
上
必

要
な
施
設
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、
そ
の
他
当
該
臨
時
の

医
療
施
設
に
お
け
る
災
害
を
防
止
し
、
及
び
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
五
条
第
一
項

本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号

）
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が

行
う
医
療
施
設
の
応
急
の
修
繕
及
び
臨
時
の
医
療
施
設
の
建
築
に
つ
い
て
、

建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

は
都
道
府
県
知
事
が
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
臨
時
の
医
療
施
設
と
し
て

使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
非
常
災
害

が
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
た
」
と
、
「
非
常
災
害
区
域
等
（
非
常
災
害
が
発
生
し
た
区
域
又
は
こ
れ

に
隣
接
す
る
区
域
で
特
定
行
政
庁
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
第
八
十
七
条

の
三
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
の
区
域
」
と

、
同
項
及
び
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日

か
ら
一
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
政
府
対
策
本
部
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
」
と
、
同
項
中
「
非
常
災
害

が
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
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れ
た
」
と
、
「
非
常
災
害
区
域
等
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
の
区
域
」
と

、
景
観
法
第
七
十
七
条
第
一
項
中
「
非
常
災
害
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
」
と
、
「
そ
の
発
生
し

た
区
域
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
市
町
村
長
が
指
定
す
る
も
の
の
」
と

あ
る
の
は
「
都
道
府
県
の
区
域
」
と
、
「
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
一

月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
政

府
対
策
本
部
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
章
の
規
定
は
、
臨
時

の
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

６

都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
病
院
を
開
設
し
た
者
又
は
医
療
法
第
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
及
び
臨
床
研
修
等
修
了
歯
科
医

師
で
な
い
者
で
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
診
療
所
を
開
設
し
た
も
の
が

、
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
た
時
か
ら
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
政
府
対
策
本
部

が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
患
者
等
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該

医
療
の
提
供
を
行
う
期
間
（
六
月
以
内
の
期
間
に
限
る
。
）
に
限
り
、
同
項

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
医
療
の
提
供
を

開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在

地
の
都
道
府
県
知
事
（
診
療
所
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特

別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市

長
又
は
特
別
区
の
区
長
）
に
当
該
変
更
の
内
容
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
の
土
地
等
の
使
用
）
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第
三
十
一
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め

（
新
設
）

、
土
地
、
家
屋
又
は
物
資
（
以
下
こ
の
条
、
第
四
十
九
条
及
び
第
七
十
二
条

第
三
項
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
所
有
者
及
び
占
有
者
の
同
意
を
得
て
、
当
該

土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

（
新
設
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
公
示
等
）

第
三
十
一
条
の
四

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
（
国
民

（
新
設
）

の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と

し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
及
び
次

章
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
国
内
で
発
生
し
、
特
定
の
区
域
に
お
い
て
、
国
民

生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
当
該
区
域
に

お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
集
中
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
態
が
発
生
し
た
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
事
態
が
発
生
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
示
す
る

も
の
と
す
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
べ
き
期

間
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
べ
き
区

域
三

当
該
事
態
の
概
要

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
は
、
六
月
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
を
勘
案

し
て
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
を
延
長
し
、
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ

る
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
更
に
六
月
を
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超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
期
間
を
延
長
す
る
旨
又
は
当
該
区
域
を
変

更
す
る
旨
の
公
示
を
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
延
長
に
係
る
期
間
が
経
過
し

た
後
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る

。
４

政
府
対
策
本
部
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
後
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
同
項
に
規
定
す
る
事
態
が
終
了
し
た
旨

を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

５

政
府
対
策
本
部
長
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た

と
き
は
、
基
本
的
対
処
方
針
を
変
更
し
、
第
十
八
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
と
し
て
当
該
公
示
の
後
に
必
要
と
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
実
施
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
対
策
本
部
長
は
、
政
府
対
策
本
部
長
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県

の
区
域
に
係
る
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
う

よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
府
対
策
本
部
長
の
指
示
）

第
三
十
一
条
の
五

政
府
対
策
本
部
長
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
態
に

（
新
設
）

お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
の
総
合
調
整
に
基
づ
く
所
要
の
措
置
が
実
施
さ

れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度

に
お
い
て
、
都
道
府
県
（
そ
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
前
条
第
一
項
第
二

号
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
都
道
府
県
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
知
事
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。
）

に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
要
請
等
）

第
三
十
一
条
の
六

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

（
新
設
）

る
事
態
に
お
い
て
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
重
点

区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
潜

伏
期
間
及
び
治
癒
ま
で
の
期
間
並
び
に
発
生
の
状
況
を
考
慮
し
て
当
該
都
道

府
県
知
事
が
定
め
る
期
間
及
び
区
域
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
発
生
の
状
況
に
つ
い
て
の
政
令
で
定
め
る
事
項
を
勘
案
し
て
措
置
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
業
態
に
属
す
る
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
営
業
時

間
の
変
更
そ
の
他
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
と
し
て
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
事
態
に
お
い

て
、
当
該
都
道
府
県
の
住
民
に
対
し
、
前
項
の
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め

る
期
間
及
び
区
域
に
お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
係
る
営
業
時
間
以

外
の
時
間
に
当
該
業
態
に
属
す
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
に
み
だ
り
に

出
入
り
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
の
防
止
に

必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
当

該
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経

済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
重
点
区
域
に
お
け
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
に
限
り
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は

前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
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っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ

の
他
の
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
等
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
等
）

第
三
十
二
条

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
国
内
で
発

第
三
十
二
条

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
（
国
民
の
生

生
し
、
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済

命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で

政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
態
（
以
下
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事

じ
。
）
が
国
内
で
発
生
し
、
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民

態
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る

等
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
の
公
示
（
第
五
項
及
び

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
態
（
以
下
「
新
型
イ
ン
フ

第
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言

ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
新

」
と
い
う
。
）
を
し
、
並
び
に
そ
の
旨
及
び
当
該
事
項
を
国
会
に
報
告
す
る

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
の

も
の
と
す
る
。

公
示
（
第
五
項
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
」
と
い
う
。
）
を
し
、
並
び
に
そ
の
旨
及
び
当
該
事
項

を
国
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
要
請
等
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
要
請
等
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）

２

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
い
て

２

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
い
て

、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康

、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康

を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
必

を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
潜
伏
期
間
及
び

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
潜
伏
期
間
及
び

治
癒
ま
で
の
期
間
並
び
に
発
生
の
状
況
を
考
慮
し
て
当
該
特
定
都
道
府
県
知

治
癒
ま
で
の
期
間
を
考
慮
し
て
当
該
特
定
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
期
間
に

事
が
定
め
る
期
間
に
お
い
て
、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
（
通
所
又
は
短
期
間

お
い
て
、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
（
通
所
又
は
短
期
間
の
入
所
に
よ
り
利
用
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の
入
所
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
興
行
場
（
興
行
場
法
（
昭

さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
興
行
場
（
興
行
場
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
興
行
場
を

百
三
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
興
行
場
を
い
う
。
）
そ
の
他
の

い
う
。
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す

政
令
で
定
め
る
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
又
は
当
該
施
設

る
者
又
は
当
該
施
設
を
使
用
し
て
催
物
を
開
催
す
る
者
（
次
項
及
び
第
七
十

を
使
用
し
て
催
物
を
開
催
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
施
設
管
理
者
等
」
と

二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
施
設
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
施

い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
施
設
の
使
用
の
制
限
若
し
く
は
停
止
又
は
催
物
の

設
の
使
用
の
制
限
若
し
く
は
停
止
又
は
催
物
の
開
催
の
制
限
若
し
く
は
停
止

開
催
の
制
限
若
し
く
は
停
止
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

施
設
管
理
者
等
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に

３

施
設
管
理
者
等
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に

応
じ
な
い
と
き
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

応
じ
な
い
と
き
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活

ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活

及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

に
限
り
、
当
該
施
設
管
理
者
等
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
ず
べ

に
限
り
、
当
該
施
設
管
理
者
等
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
ず
べ

き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請

（
新
設
）

又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

者
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
第
三
項
の
規

４

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
前
項
の
規
定

定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
よ
る
指
示
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
臨
時
の
医
療
施
設
等
）

第
四
十
八
条

削
除

第
四
十
八
条

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
特
定
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お

い
て
病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
が
不
足
し
、
医
療
の
提
供
に
支
障
が
生
ず
る

と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
道
府
県
行
動
計
画
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
患
者
等
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
行
う
た
め
の
施
設
（
第
四
項
に
お
い
て

「
医
療
施
設
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
特
定
都
道
府
県
知
事
が
臨
時
に
開
設

す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
臨
時
の
医
療
施
設
」
と
い
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う
。
）
に
お
い
て
医
療
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
特
定
市

町
村
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
同
法
に
準
拠
し
て
、
臨
時
の
医

療
施
設
に
つ
い
て
の
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
及
び
消
火
活
動

上
必
要
な
施
設
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、
そ
の
他
当
該
臨

時
の
医
療
施
設
に
お
け
る
災
害
を
防
止
し
、
及
び
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
五
条
第
一
項

本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号

）
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
特
定
都
道
府
県
知

事
が
行
う
医
療
施
設
の
応
急
の
修
繕
及
び
臨
時
の
医
療
施
設
の
建
築
に
つ
い

て
、
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の

規
定
は
特
定
都
道
府
県
知
事
が
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
臨
時
の
医
療
施

設
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
中
「

非
常
災
害
が
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
」
と
、
「
非
常

災
害
区
域
等
（
非
常
災
害
が
発
生
し
た
区
域
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で

特
定
行
政
庁
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
」
と
、
同
項
及

び
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日
」
と
あ
る

の
は
「
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
日
」
と
、

同
項
中
「
非
常
災
害
が
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
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対
策
特
別
措
置
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
」
と
、
「
非
常
災
害
区
域
等
」
と
あ
る
の
は

「
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
」
と
、
景
観
法
第
七
十
七
条
第
一
項
中
「
非

常
災
害
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
」
と
、
「
そ
の
発

生
し
た
区
域
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
市
町
村
長
が
指
定
す
る
も
の
の

」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
」
と
、
「
そ
の
災
害
が
発
生

し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が

さ
れ
た
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
章
の
規
定
は
、
臨
時

の
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

６

特
定
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
病
院
を
開
設
し
た
者
又
は
医
療
法
第

七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
及
び
臨
床
研
修
等
修
了
歯

科
医
師
で
な
い
者
で
特
定
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
診
療
所
を
開
設
し

た
も
の
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
医
療
の
提
供
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
病
床
数
そ
の
他
同
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
医
療
の
提

供
を
行
う
期
間
（
六
月
以
内
の
期
間
に
限
る
。
）
に
限
り
、
同
項
の
規
定
は

、
適
用
し
な
い
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
医
療
の
提
供
を

開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在

地
の
特
定
都
道
府
県
知
事
（
診
療
所
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又

は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市

の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
）
に
当
該
変
更
の
内
容
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設

（
土
地
等
の
使
用
）
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す
る
た
め
の
土
地
等
の
使
用
）

第
四
十
九
条

（
削
る
）

第
四
十
九
条

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
特
定
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
に
当
た
り
、
臨
時
の
医
療

施
設
を
開
設
す
る
た
め
、
土
地
、
家
屋
又
は
物
資
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七

十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
所
有
者
及
び
占
有
者
の
同
意
を
得
て

、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
定
都
道
府
県
知
事
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
臨

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
が
正
当
な
理

時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
土
地
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

由
が
な
い
の
に
同
意
を
し
な
い
と
き
、
又
は
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占

る
場
合
に
お
い
て
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
が
正
当
な
理
由
が
な

有
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
同
項
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

い
の
に
第
三
十
一
条
の
三
の
同
意
を
し
な
い
と
き
、
又
は
土
地
等
の
所
有
者

と
き
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
特

若
し
く
は
占
有
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
同
条
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

が
で
き
な
い
と
き
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設

意
を
得
な
い
で
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
同
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
意
を
得
な
い
で
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
損
失
補
償
等
）

（
損
失
補
償
等
）

第
六
十
二
条

国
及
び
都
道
府
県
は
、
第
二
十
九
条
第
五
項
、
第
三
十
一
条
の

第
六
十
二
条

国
及
び
都
道
府
県
は
、
第
二
十
九
条
第
五
項
、
第
四
十
九
条
又

三
、
第
四
十
九
条
又
は
第
五
十
五
条
第
二
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（

は
第
五
十
五
条
第
二
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る

同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
た
と

部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
処
分
に
よ
り
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け

当
該
処
分
に
よ
り
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
事
業
者
に
対
す
る
支
援
等
）

第
六
十
三
条
の
二

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
及

（
新
設
）

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
措
置
が
事
業
者
の

経
営
及
び
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
し
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
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の
安
定
を
図
る
た
め
、
当
該
影
響
を
受
け
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
必

要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
効
果
的
に
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
と
き

に
お
い
て
医
療
の
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
に
協
力
す
る
病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
及
び
医
療
関
係
者
に
対
す
る

支
援
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
等
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
等
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
）

第
六
十
五
条

法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

第
六
十
五
条

法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措

ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
措

置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用
は

置
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
者
が
支
弁
す
る

、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
者
が
支
弁
す
る
。

。

（
市
町
村
長
が
都
道
府
県
知
事
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行

（
特
定
市
町
村
長
が
特
定
都
道
府
県
知
事
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の

う
場
合
の
費
用
の
支
弁
）

一
部
を
行
う
場
合
の
費
用
の
支
弁
）

第
六
十
八
条

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
知
事
が
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
又

第
六
十
八
条

特
定
都
道
府
県
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
が
第
四
十
八
条
第
二

は
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
措
置
の
実
施
に

項
又
は
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
措
置
の
実

関
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
市
町

施
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
特
定
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
し
た
と
き
は
、

村
長
に
よ
る
当
該
措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

当
該
特
定
市
町
村
長
に
よ
る
当
該
措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
し
な

い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
第

２

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一

三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一

部
を
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
し
た
と
き
、
又
は
都
道
府
県
が
当
該
措
置
の

部
を
特
定
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
し
た
と
き
、
又
は
特
定
都
道
府
県
が
当

実
施
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
市
町
村
に
当
該

該
措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
特
定

措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
一
時
的
に
立
て
替
え
て
支
弁
さ
せ
る
こ
と
が

市
町
村
に
当
該
措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
一
時
的
に
立
て
替
え
て
支
弁

で
き
る
。

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
国
等
の
負
担
）

（
国
等
の
負
担
）

第
六
十
九
条

国
は
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
第

第
六
十
九
条

国
は
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
第

三
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
二
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び

四
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
二
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二

第
二
項
並
び
に
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用
に
対

項
並
び
に
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て

し
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ

、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
負
担
す
る
。

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
負
担
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
国
の
財
政
上
の
措
置
等
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
国
の
財
政
上
の

措
置
）

第
七
十
条

（
略
）

第
七
十
条

（
略
）

２

国
は
、
前
条
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
新
設
）

等
対
策
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
の
施
策
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政

上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議

（
新
設
）

（
設
置
）

第
七
十
条
の
二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
内
閣

（
新
設
）

に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
推
進
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。

）
を
置
く
。

（
所
掌
事
務
）

第
七
十
条
の
三

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
新
設
）

一

第
六
条
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣

又
は
政
府
対
策
本
部
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
つ
い
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て
調
査
審
議
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は

政
府
対
策
本
部
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

（
組
織
）

第
七
十
条
の
四

会
議
は
、
委
員
三
十
五
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
新
設
）

（
委
員
）

第
七
十
条
の
五

委
員
は
、
感
染
症
に
関
し
て
高
い
識
見
を
有
す
る
者
そ
の
他

（
新
設
）

の
学
識
経
験
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

２

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
議
長
）

第
七
十
条
の
六

会
議
に
、
議
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

（
新
設
）

２

議
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

３

議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ

の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
事
務
）

第
七
十
条
の
七

会
議
に
関
す
る
事
務
は
、
内
閣
官
房
に
お
い
て
処
理
し
、
命

（
新
設
）

を
受
け
て
内
閣
官
房
副
長
官
補
が
掌
理
す
る
。

（
主
任
の
大
臣
）

第
七
十
条
の
八

会
議
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
法
に
い
う
主
任
の
大

（
新
設
）

臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
す
る
。

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
）

第
七
十
条
の
九

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る

（
新
設
）

と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
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表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

会
議
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
十
条
の
十

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
に
関
し
必
要
な
事

（
新
設
）

項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
公
用
令
書
の
交
付
）

（
公
用
令
書
の
交
付
）

第
七
十
一
条

第
二
十
九
条
第
五
項
、
第
四
十
九
条
並
び
に
第
五
十
五
条
第
二

第
七
十
一
条

第
二
十
九
条
第
五
項
、
第
四
十
九
条
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五

項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定

条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
特
定
検
疫
所
長
、
特
定
都
道
府
県
知
事
並
び
に

の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
特
定
検
疫
所
長
、
特
定
都
道
府
県
知
事

指
定
行
政
機
関
の
長
及
び
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
は
、
政
令
で
定
め
る
と

並
び
に
指
定
行
政
機
関
の
長
及
び
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
は
、
政
令
で
定

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
公
用
令
書
を
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
公
用
令
書
を
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

。
た
だ
し
、
土
地
の
使
用
に
際
し
て
公
用
令
書
を
交
付
す
べ
き
相
手
方
の
所

ら
な
い
。
た
だ
し
、
土
地
の
使
用
に
際
し
て
公
用
令
書
を
交
付
す
べ
き
相
手

在
が
不
明
で
あ
る
場
合
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
政
令

方
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
場
合
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
後
に
交
付
す
れ
ば
足
り
る
。

、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
後
に
交
付
す
れ
ば
足
り
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
立
入
検
査
等
）

（
立
入
検
査
等
）

第
七
十
二
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
の
施
行

第
七
十
二
条

（
新
設
）

に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
者

に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
者
の
営
業
所
、

事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書

類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度

（
新
設
）
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に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
施
設
管
理
者
等
に

対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
要
請
に
係
る
施
設

若
し
く
は
当
該
施
設
管
理
者
等
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立

ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ

、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政
機
関

特
定
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政

の
長
は
、
第
三
十
一
条
の
三
若
し
く
は
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
土
地
等

機
関
の
長
は
、
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
土
地
等
を
使
用
し
、
又
は
第
五

を
使
用
し
、
又
は
第
五
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特

十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
物
資
を
収
用
し
、
若

定
物
資
を
収
用
し
、
若
し
く
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ

し
く
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
物
資
の
保
管
を

り
特
定
物
資
の
保
管
を
命
ず
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
当

命
ず
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
当
該
土
地
若
し
く
は
家
屋

該
土
地
若
し
く
は
家
屋
又
は
当
該
物
資
若
し
く
は
当
該
特
定
物
資
の
所
在
す

又
は
当
該
物
資
若
し
く
は
当
該
特
定
物
資
の
所
在
す
る
場
所
若
し
く
は
当
該

る
場
所
若
し
く
は
当
該
特
定
物
資
を
保
管
さ
せ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
当
該

特
定
物
資
を
保
管
さ
せ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
当
該
土
地
、
家
屋
、
物
資
又

土
地
、
家
屋
、
物
資
又
は
特
定
物
資
の
状
況
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

は
特
定
物
資
の
状
況
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
４

都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政
機
関

２

特
定
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政

の
長
は
、
第
五
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
物
資
を
保

機
関
の
長
は
、
第
五
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
物
資

管
さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
保
管
を
命
じ
た
者
に
対
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、

を
保
管
さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
保
管
を
命
じ
た
者
に
対
し
必
要
な
報
告
を
求

又
は
そ
の
職
員
に
当
該
特
定
物
資
を
保
管
さ
せ
て
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、

め
、
又
は
そ
の
職
員
に
当
該
特
定
物
資
を
保
管
さ
せ
て
あ
る
場
所
に
立
ち
入

当
該
特
定
物
資
の
保
管
の
状
況
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

り
、
当
該
特
定
物
資
の
保
管
の
状
況
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
各
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
指
定
行
政
機
関
若
し
く
は
指
定
地

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
都
道
府
県
又
は
指
定
行
政
機
関
若
し
く
は
指

方
行
政
機
関
の
職
員
が
立
ち
入
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
あ
ら

定
地
方
行
政
機
関
の
職
員
が
立
ち
入
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、

か
じ
め
、
そ
の
旨
を
そ
の
場
所
の
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
そ
の
場
所
の
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

６

（
略
）

４

（
略
）

７

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の

査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
特
別
区
に
つ
い
て
の
こ
の
法
律
の
適
用
）

（
特
別
区
に
つ
い
て
の
こ
の
法
律
の
適
用
）
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第
七
十
三
条

こ
の
法
律
（
第
三
十
一
条
の
二
第
七
項
を
除
く
。
）
の
適
用
に

第
七
十
三
条

こ
の
法
律
（
第
四
十
八
条
第
七
項
を
除
く
。
）
の
適
用
に
つ
い

つ
い
て
は
、
特
別
区
は
、
市
と
み
な
す
。

て
は
、
特
別
区
は
、
市
と
み
な
す
。

第
七
十
六
条

第
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
都
道
府
県
知
事
の
命

第
七
十
六
条

第
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
都
道
府
県
知
事
の
命

令
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地

令
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地

方
行
政
機
関
の
長
の
命
令
に
従
わ
ず
、
特
定
物
資
を
隠
匿
し
、
損
壊
し
、
廃

方
行
政
機
関
の
長
の
命
令
に
従
わ
ず
、
特
定
物
資
を
隠
匿
し
、
損
壊
し
、
廃

棄
し
、
又
は
搬
出
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
六
月
以

棄
し
、
又
は
搬
出
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰

下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

金
に
処
す
る
。

第
七
十
七
条

第
七
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

第
七
十
七
条

第
七
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

す
る
。

第
七
十
九
条

第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に

（
新
設
）

は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
八
十
条

第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合

（
新
設
）

に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
八
十
一
条

第
七
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を

（
新
設
）

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
場
合
に
は
、

当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附

則

附

則
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（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
特
例
）

（
削
る
）

第
一
条
の
二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か

ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た

に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
号
。
同
項
に
お
い
て
「
改
正
法

」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令

（
告
示
を
含
む
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
四

条
中
「
と
き
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
き
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（

病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一

月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る

能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の

に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
高
い
と
認
め
る
と
き

）
」
と
す
る
。

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
法
の
施

行
前
に
作
成
さ
れ
た
政
府
行
動
計
画
、
都
道
府
県
行
動
計
画
、
市
町
村
行
動

計
画
及
び
業
務
計
画
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
行
動
計
画
等
」
と
い
う
。

）
に
定
め
ら
れ
て
い
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事
項
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
含
む
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事
項

と
し
て
行
動
計
画
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。
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○

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

前
文

前
文

第
一
章
～
第
十
一
章

（
略
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
八
条
）

第
二
章

基
本
指
針
等
（
第
九
条
―
第
十
一
条
）

第
三
章

感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
公
表
（
第
十
二
条
―
第
十
六

条
の
二
）

第
四
章

就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置
（
第
十
六
条
の
三
―
第
二
十
六
条
の
二

）

第
五
章

消
毒
そ
の
他
の
措
置
（
第
二
十
六
条
の
三
―
第
三
十
六
条
）

第
六
章

医
療
（
第
三
十
七
条
―
第
四
十
四
条
）

第
七
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
第
四
十
四
条
の
二
―
第
四
十

四
条
の
五
）

第
八
章

新
感
染
症
（
第
四
十
四
条
の
六
―
第
五
十
三
条
）

第
九
章

結
核
（
第
五
十
三
条
の
二
―
第
五
十
三
条
の
十
五
）

第
十
章

感
染
症
の
病
原
体
を
媒
介
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
の
輸
入
に
関

す
る
措
置
（
第
五
十
四
条
―
第
五
十
六
条
の
二
）

第
十
一
章

特
定
病
原
体
等

第
一
節

一
種
病
原
体
等
（
第
五
十
六
条
の
三
―
第
五
十
六
条
の
五
）

第
二
節

二
種
病
原
体
等
（
第
五
十
六
条
の
六
―
第
五
十
六
条
の
十
五
）

第
三
節

三
種
病
原
体
等
（
第
五
十
六
条
の
十
六
・
第
五
十
六
条
の
十
七

）

第
四
節

所
持
者
等
の
義
務
（
第
五
十
六
条
の
十
八
―
第
五
十
六
条
の
二
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十
九
）

第
五
節

監
督
（
第
五
十
六
条
の
三
十
―
第
五
十
六
条
の
三
十
八
）

第
十
二
章

感
染
症
及
び
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
（
第
五
十
六

（
新
設
）

条
の
三
十
九
）

第
十
三
章

費
用
負
担
（
第
五
十
七
条
―
第
六
十
三
条
）

第
十
二
章

費
用
負
担
（
第
五
十
七
条
―
第
六
十
三
条
）

第
十
四
章
・
第
十
五
章

（
略
）

第
十
三
章

雑
則
（
第
六
十
三
条
の
二
―
第
六
十
六
条
）

第
十
四
章

罰
則
（
第
六
十
七
条
―
第
八
十
一
条
）

附
則

附
則

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

（
定
義
等
）

（
定
義
等
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
二
類
感
染
症
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
感
染
性
の
疾

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
二
類
感
染
症
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
感
染
性
の
疾

病
を
い
う
。

病
を
い
う
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
病
原
体
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ

六

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
病
原
体
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
て
そ
の
血
清
亜
型
が
新
型
イ
ン
フ
ル

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
て
そ
の
血
清
亜
型
が
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
第
七
項
第
三
号
に
掲
げ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
の
血
清
亜

染
症
及
び
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
再
興
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
除

型
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
五
項
第
七
号
に

く
。
第
六
項
第
一
号
及
び
第
二
十
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
病

お
い
て
「
特
定
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
い
う
。
）

原
体
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
の
血
清
亜
型
と
し
て
政
令
で
定
め

る
も
の
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
五
項
第
七
号
に
お
い
て
「
特
定
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
い
う
。
）

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
と
は
、
次
に

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
と
は
、
次
に

掲
げ
る
感
染
性
の
疾
病
を
い
う
。

掲
げ
る
感
染
性
の
疾
病
を
い
う
。
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一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
た
に
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
能
力

（
新
設
）

を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
体
と
す
る
感
染
症
で

あ
っ
て
、
一
般
に
国
民
が
当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
当
該
感
染
症
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民

の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
い
う
。
）

四

再
興
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
か
つ
て
世
界
的
規
模
で
流
行
し
た

（
新
設
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
体
と
す
る
感
染
症
で
あ
っ
て
そ
の
後
流
行
す
る

こ
と
な
く
長
期
間
が
経
過
し
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
も
の
が
再
興
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に
現
在
の
国
民
の
大
部
分
が

当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
感
染

症
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
）

８
～

（
略
）

８
～

（
略
）

24

24

（
指
定
感
染
症
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
準
用
）

（
指
定
感
染
症
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
準
用
）

第
七
条

指
定
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
一
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限

第
七
条

指
定
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
一
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限

り
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
次
条
、
第
三
章
か
ら
第
七
章
ま
で
、
第

り
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
次
条
、
第
三
章
か
ら
第
七
章
ま
で
、
第

十
章
、
第
十
三
章
及
び
第
十
四
章
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
準
用
す
る
。

十
章
、
第
十
二
章
及
び
第
十
三
章
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
準
用
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
二
章

基
本
指
針
等

第
二
章

基
本
指
針
等

（
基
本
指
針
）

（
基
本
指
針
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評
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価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
六
年
ご
と
に
基
本
指
針
に
再
検
討
を
加
え
、
必

価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
基
本
指
針
に
再
検
討
を
加
え
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

第
三
章

感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
公
表

第
三
章

感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
公
表

（
医
師
の
届
出
）

（
医
師
の
届
出
）

第
十
二
条

医
師
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
診
断
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令

第
十
二
条

医
師
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
診
断
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
直
ち
に
そ
の
者

で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
直
ち
に
そ
の
者

の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
第
二
号

の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
第
二
号

に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
七
日
以
内
に
そ
の
者
の
年
齢
、
性
別
そ
の
他
厚
生

に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
七
日
以
内
に
そ
の
者
の
年
齢
、
性
別
そ
の
他
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
経
由
し
て
都
道
府
県
知

労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
経
由
し
て
都
道
府
県
知

事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（
以
下
「
保
健
所
設
置
市
等
」
と

事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
長
。
以
下
こ
の
章
（
次
項
及
び
第
三
項
、
次

条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
六
項
、
第
十
四
条
の
二

第
一
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
十
五
条
第
九
項
を
除
く
。
）
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
第
一
項
の
規
定
に

３

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
第

よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の
内
容
を
、
当
該
各
号
に
定
め
る

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の
内
容
を
、
そ
の

者
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
居
住
す
る
者

当
該
者
の
居
住
地
を
管
轄
す

（
新
設
）

る
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
居
住
地
が
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
内
に
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
及

び
都
道
府
県
知
事
）

二

そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
管
轄
す
る

（
新
設
）

区
域
内
に
居
住
す
る
者

当
該
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
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等
の
長

４

前
二
項
の
規
定
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

（
新
設
）

出
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中

「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該
保
健
所
設
置

市
等
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
次
項
各
号
に
お
い
て
「
管
轄
都

道
府
県
知
事
」
と
い
う
。
）
」
と
、
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
そ
の
管

轄
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
」
と
、
同
号
中

「
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
保
健
所
設
置
市
等
以
外

の
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
又
は
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
に
お
い

（
新
設
）

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

届
出
、
報
告
又
は
通
報
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
届
出
等
」
と
い
う
。
）

を
す
べ
き
者
が
、
当
該
届
出
等
に
代
え
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
自
ら
及
び
当
該
届
出
等
を
受
け
る
べ
き
者
（
第
一
項
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
含
む
。
）
が
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法

を
い
う
。
）
を
利
用
し
て
同
一
の
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に

置
く
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
等
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

６

（
略
）

４

（
略
）

７

第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い

５

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に

者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
直
ち
に
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も

係
る
も
の
に
つ
い
て
は
直
ち
に
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
に

の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
厚
生

つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
厚
生
労
働

労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

省
令
で
定
め
る
期
間
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
医
師
が
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る

６

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
医
師
が
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る

感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
者
（
当
該
感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
と
疑
わ
れ
る

感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
者
（
当
該
感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
と
疑
わ
れ
る

者
を
含
む
。
）
の
死
体
を
検
案
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

者
を
含
む
。
）
の
死
体
を
検
案
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。



- 30 -

（
獣
医
師
の
届
出
）

（
獣
医
師
の
届
出
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
動
物
に
つ
い
て
第
一
項
又
は
第

４

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た

二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の
内
容
を
、
当
該

動
物
に
つ
い
て
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は

各
号
に
定
め
る
者
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
当
該
届
出
の
内
容
を
、
当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物

当
該
動
物

（
新
設
）

が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
場
所
が
保

健
所
設
置
市
等
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
場
所
を
管
轄

す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
及
び
都
道
府
県
知
事
）

二

そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
管
轄
す
る

（
新
設
）

区
域
内
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物

当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い

た
場
所
を
管
轄
す
る
保
健
所
設
置
市
等
の
長

５

前
二
項
の
規
定
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

（
新
設
）

定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
第
三
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該

保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
次
項
各
号
に
お
い

て
「
管
轄
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。
）
」
と
、
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号

中
「
そ
の
管
轄
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
管
轄
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
」

と
、
同
号
中
「
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
保
健
所
設

置
市
等
以
外
の
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
並
び
に
第
三
項
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら

（
新
設
）

の
規
定
を
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

７

第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
獣
医
師
が
第
一
項
の
政
令

５

第
一
項
及
び
前
二
項
の
規
定
は
獣
医
師
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
動
物

で
定
め
る
動
物
の
死
体
に
つ
い
て
当
該
動
物
が
同
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染

の
死
体
に
つ
い
て
当
該
動
物
が
同
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
に
か
か
り
、

症
に
か
か
り
、
又
は
か
か
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
検
案
し
た
場
合
に
つ
い

又
は
か
か
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
検
案
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
前
三
項
の
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て
、
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
所
有
者
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

規
定
は
所
有
者
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
動
物
の
死
体
に
つ
い
て
当
該
動

動
物
の
死
体
に
つ
い
て
当
該
動
物
が
同
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
に
か
か

物
が
同
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
に
か
か
り
、
又
は
か
か
っ
て
い
た
疑
い

り
、
又
は
か
か
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る

が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

。（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
）

（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

（
新
設
）

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
、
報
告
又
は
通
報
」
と
あ
る
の
は
「

又
は
報
告
」
と
、
「
者
（
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

長
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５
・
６

（
略
）

４
・
５

（
略
）

第
十
四
条
の
二

（
略
）

第
十
四
条
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

（
新
設
）

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
届
出
、
報
告
又
は
通
報
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
届
出
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
」
と
、
「
当
該

届
出
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
報
告
」
と
、
「
者
（
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
者
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

６
～
８
（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
調
査
）

（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
調
査
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
の
患
者
を
迅
速
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、

（
新
設
）
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感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
感
染
症

の
性
質
、
当
該
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
感
染
症
の
患

者
の
病
状
又
は
数
、
感
染
症
が
発
生
し
て
い
る
施
設
又
は
業
務
の
種
類
並
び

に
当
該
種
類
ご
と
の
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況
並
び
に
感
染
症
を

公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
前
項
の
規
定

に
よ
る
求
め
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三
項

４

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の

の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
当
該

規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
当
該
職

職
員
が
採
取
し
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

員
が
採
取
し
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

５

（
略
）

７

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
質
問
を
受
け
、
又
は
必
要
な
調
査
を

６

一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
、
五
類
感
染

求
め
ら
れ
た
者
（
第
七
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
当

症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
若
し

該
質
問
又
は
必
要
な
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

く
は
無
症
状
病
原
体
保
有
者
、
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
又
は
感
染
症
を

人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
若
し
く
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
若
し

く
は
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
質

問
又
は
必
要
な
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

（
略
）

７

（
略
）

９

都
道
府
県
知
事
及
び
保
健
所
設
置
市
等
の
長
（
次
項
に
お
い
て
「
都
道
府

８

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項

県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
質
問
又
は
必
要
な
調
査
の
結
果
を
厚
生
労
働
大

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
質
問
又
は
必
要
な
調
査
の
結
果
を
厚
生

臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
大
臣
（
保
健
所
設
置
市
等
の
長
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当

該
保
健
所
設
置
市
等
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
）
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

都
道
府
県
知
事
等
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
等
が
管
轄
す
る
区
域
に
お
け

（
新
設
）

10
る
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
質
問
又
は
必
要
な

調
査
の
結
果
を
当
該
他
の
都
道
府
県
知
事
等
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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。
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

（
新
設
）

11
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
届
出
、
報
告
」
と
あ
る
の
は
「
報
告

」
と
、
「
届
出
等
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
等
」
と
、
「
者
（
第
一
項
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
者
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

・

（
略
）

９
・

（
略
）

12

13

10

第
八
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て
準

第
七
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て
準

14

11

用
す
る
。

用
す
る
。

第
八
項
の
証
明
書
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
七
項
の
証
明
書
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

15

12

（
検
疫
所
長
と
の
連
携
）

（
検
疫
所
長
と
の
連
携
）

第
十
五
条
の
二

（
略
）

第
十
五
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
八
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
職
員
に
第
一
項
に
規
定

３

前
条
第
七
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
職
員
に
第
一
項
に
規
定

す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
条
の
三

（
略
）

第
十
五
条
の
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
十
五
条
第
八
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
職
員
に
第
一
項
及

４

第
十
五
条
第
七
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
職
員
に
第
一
項
及

び
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

び
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
協
力
の
要
請
等
）

（
協
力
の
要
請
）

第
十
六
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
の
発
生
を

第
十
六
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
の
発
生
を

予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
感
染
症
の
患
者
の
病
状
、
数
そ
の
他
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん

る
と
き
は
、
感
染
症
の
患
者
の
病
状
、
数
そ
の
他
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん

延
の
状
況
並
び
に
病
原
体
等
の
検
査
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
該
感
染
症
の

延
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
該
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん

発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定

延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
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め
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
又
は
病
原
体
等
の
検
査
そ
の
他
の
感
染
症

に
対
し
、
当
該
措
置
の
実
施
に
対
す
る
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

に
関
す
る
検
査
を
行
う
民
間
事
業
者
そ
の
他
の
感
染
症
試
験
研
究
等
機
関
に

る
。

対
し
、
当
該
措
置
の
実
施
に
対
す
る
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。
２

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求

（
新
設
）

め
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
が
、
正
当
な
理

由
が
な
く
当
該
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
か
っ
た
と
き
は
、
同
項
に
定
め
る
措

置
の
実
施
に
協
力
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し

（
新
設
）

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
そ
の

勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章

就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置

第
四
章

就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置

（
最
小
限
度
の
措
置
）

（
最
小
限
度
の
措
置
）

第
二
十
二
条
の
二

（
略
）

第
二
十
二
条
の
二

第
十
六
条
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
措
置
は
、
感
染
症
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
、
感
染
症
に

か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
感
染
症
の
発

生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
調
整
）

第
二
十
二
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
当
該

（
新
設
）

都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
お
い
て
感
染
症
指
定

医
療
機
関
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
そ
の
他
当
該
感
染
症
の
ま
ん
延

を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長

、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
る
入
院
の
勧
告
又
は
入
院
の
措
置
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
総
合
調
整
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を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
十
六
条

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
及
び
前

第
二
十
六
条

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
及
び
前

条
の
規
定
は
、
二
類
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

条
の
規
定
は
、
二
類
感
染
症
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者

い
て
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三

項
中
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機

項
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関

関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医

若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指

療
機
関
若
し
く
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第
十
九
条
第
三
項

定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
二
種
感
染
症
指

及
び
第
二
十
条
第
二
項
中
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
一
種
感
染

定
医
療
機
関
」
と
、
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
中
「
特
定
感

症
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種

染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「

感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第
二
十

特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種

一
条
中
「
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
移
送
す
る
こ
と
が

感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

で
き
る
」
と
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
一
類
感
染
症
の
病
原

い
」
と
あ
る
の
は
「
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
第
二
十
二
条
第
一
項

体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
二
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保

及
び
第
二
項
中
「
一
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
」
と
あ

有
し
て
い
な
い
こ
と
又
は
当
該
感
染
症
の
症
状
が
消
失
し
た
こ
と
」
と
、
同

る
の
は
「
二
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
若
し
く
は
当
該

条
第
四
項
中
「
一
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
あ

感
染
症
の
症
状
が
消
失
し
た
こ
と
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の

る
の
は
「
二
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
又
は
当
該
感

病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
一
類
感
染
症
の

染
症
の
症
状
が
消
失
し
た
か
ど
う
か
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規

病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
あ
る
の
は
「
二
類
感
染
症
の
病
原

定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

体
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
若
し
く
は
当
該
感
染
症
の
症
状
が
消
失
し

た
か
ど
う
か
、
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し

て
い
る
か
ど
う
か
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
必
要
な

技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
及
び
前
条
の
規
定

（
新
設
）

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
患
者
に
」
と
あ
る
の
は
「
患
者
（

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
感
染
症
の
病
状
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又
は
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
化
す
る
お
そ
れ

を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
及
び
当
該
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て

第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
も
の
に

限
る
。
）
に
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び

第
二
項
中
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指

定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第
十
九
条
第

三
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
中
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
一
種

感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第

一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第

二
十
一
条
中
「
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
移
送
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術

的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
結
核
患
者
に
係
る
入
院
に
関
す
る
特
例
）

（
結
核
患
者
に
係
る
入
院
に
関
す
る
特
例
）

第
二
十
六
条
の
二

結
核
患
者
に
対
す
る
前
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て

第
二
十
六
条
の
二

結
核
患
者
に
対
す
る
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

準
用
す
る
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
九

る
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
第
七

条
第
七
項
中
「
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
」

項
中
「
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
」
と
あ
る

と
あ
る
の
は
「
当
該
患
者
の
居
住
地
」
と
、
第
二
十
条
第
一
項
本
文
中
「
十

の
は
「
当
該
患
者
の
居
住
地
」
と
、
第
二
十
条
第
一
項
本
文
中
「
十
日
以
内

日
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
日
以
内
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
十
日
以
内

」
と
あ
る
の
は
「
三
十
日
以
内
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
十
日
以
内
」
と
あ

」
と
あ
る
の
は
「
十
日
以
内
（
第
一
項
本
文
の
規
定
に
係
る
入
院
に
あ
っ
て

る
の
は
「
十
日
以
内
（
第
一
項
本
文
の
規
定
に
係
る
入
院
に
あ
っ
て
は
、
三

は
、
三
十
日
以
内
）
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る

十
日
以
内
）
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病
院
又

病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
患
者
の
居
住
地
」
と
す

は
診
療
所
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
患
者
の
居
住
地
」
と
す
る
。

る
。

第
六
章

医
療

第
六
章

医
療

（
入
院
患
者
の
医
療
）

（
入
院
患
者
の
医
療
）
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第
三
十
七
条

（
略
）

第
三
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
第
二
十

（
新
設
）

六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十

条
又
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
の
勧
告
又
は
入
院
の
措
置
を
実
施

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
入
院
に
係
る
患
者
が
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項

又
は
第
五
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
者
で

あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
負
担

の
全
部
又
は
一
部
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
患
者
若
し
く

は
そ
の
配
偶
者
又
は
民
法
第
八
百
七
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
扶
養
義
務
者

が
第
一
項
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

（
略
）

３

（
略
）

（
緊
急
時
等
の
医
療
に
係
る
特
例
）

（
緊
急
時
等
の
医
療
に
係
る
特
例
）

第
四
十
二
条

都
道
府
県
は
、
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
（
こ
れ
ら
の
規

第
四
十
二
条

都
道
府
県
は
、
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

定
を
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
感
染
症
指
定
医
療
機
関

て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
感
染
症
指
定
医
療
機
関

以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
入
院
し
た
患
者
（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ

以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
入
院
し
た
患
者
（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ

る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
病
院
若
し
く
は

る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
病
院
若
し
く
は

診
療
所
か
ら
第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
を
受
け
た
場
合
又
は

診
療
所
か
ら
第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
を
受
け
た
場
合
又
は

そ
の
区
域
内
に
居
住
す
る
結
核
患
者
（
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み

そ
の
区
域
内
に
居
住
す
る
結
核
患
者
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
た
患
者

準
用
す
る
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
た
患
者
を
除
く

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

い
理
由
に
よ
り
、
結
核
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
（
第

に
よ
り
、
結
核
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
（
第
六
条
第

六
条
第
十
六
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
薬
局
か
ら
第

十
六
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
薬
局
か
ら
第
三
十
七

三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
を
受
け

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
を
受
け
た
場
合

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
医
療
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
、
当
該
患
者
又
は

に
お
い
て
は
、
そ
の
医
療
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
、
当
該
患
者
又
は
そ
の
保
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そ
の
保
護
者
の
申
請
に
よ
り
、
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
二

護
者
の
申
請
に
よ
り
、
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項

第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
負
担
す
る
額
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
療
養
費

の
規
定
に
よ
っ
て
負
担
す
る
額
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
療
養
費
を
支
給

を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
若
し
く
は
第

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
若
し
く
は
第
四
十
六

四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
た
患
者
が
感
染

条
の
規
定
に
よ
り
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
た
患
者
が
感
染
症
指
定

症
指
定
医
療
機
関
か
ら
第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
を
受
け
た

医
療
機
関
か
ら
第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
を
受
け
た
場
合
又

場
合
又
は
そ
の
区
域
内
に
居
住
す
る
結
核
患
者
が
結
核
指
定
医
療
機
関
か
ら

は
そ
の
区
域
内
に
居
住
す
る
結
核
患
者
が
結
核
指
定
医
療
機
関
か
ら
第
三
十

第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
を
受

七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
を
受
け
た
場

け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
医
療
が
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

合
に
お
い
て
、
当
該
医
療
が
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
第
三

り
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
申
請
を
し
な
い
で

十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
申
請
を
し
な
い
で
行
わ
れ

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

た
も
の
で
あ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
七
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

第
七
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
及
び
実
施
す
る
措
置
等
に
関
す

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
及
び
実
施
す
る
措
置
等
に
関
す

る
情
報
の
公
表
）

る
情
報
の
公
表
）

第
四
十
四
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
が

第
四
十
四
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
が

発
生
し
た
と
認
め
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
及
び
発
生
し
た
地
域
を

発
生
し
た
と
認
め
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
及
び
発
生
し
た
地
域
を

公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

情
報
の
公
表
を
行
う
ほ
か
、
病
原
体
の
検
査
方
法
、
症
状
、
診
断
及
び
治
療

情
報
の
公
表
を
行
う
ほ
か
、
病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
の
血
清
亜
型
及
び
検

並
び
に
感
染
の
防
止
の
方
法
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
そ

査
方
法
、
症
状
、
診
断
及
び
治
療
並
び
に
感
染
の
防
止
の
方
法
、
こ
の
法
律

の
他
の
当
該
感
染
症
の
発
生
の
予
防
又
は
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
情

の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
発
生
の
予
防
又
は

報
を
新
聞
、
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
逐
次
公

そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
情
報
を
新
聞
、
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
逐
次
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
報
告
又
は
協
力
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
）
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第
四
十
四
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の

第
四
十
四
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の

ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令

ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り

る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
を
考
慮
し
て

る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
を
考
慮
し
て

定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
者
の
居
宅
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら

報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
病
状
の
程
度
を

２

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止

勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

。
）
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労

ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
た
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
患
者
に
対
し
、
当
該
感

に
よ
り
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る

染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該

場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要

者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
宿
泊
施
設
（

な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
適
当
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し

く
は
当
該
者
の
居
宅
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ

と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
又
は
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応

場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
協

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
と
き
は
、
必

と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
食
事
の
提
供
、
日
用
品
の
支
給
そ
の
他
日
常
生
活

要
に
応
じ
、
食
事
の
提
供
、
日
用
品
の
支
給
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
た
め

を
営
む
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
又
は
物
品
の
支
給
（
次
項
に
お
い

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
又
は
物
品
の
支
給
（
次
項
に
お
い
て
「
食
事
の

て
「
食
事
の
提
供
等
」
と
い
う
。
）
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
供
等
」
と
い
う
。
）
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る

（
新
設
）
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と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
市
町
村
の
長
と
連
携
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

７

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
と
き
は
、
当

（
新
設
）

該
都
道
府
県
知
事
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
の
患
者
の
病
状
、
数
そ
の
他
当
該
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状

況
を
勘
案
し
て
、
必
要
な
宿
泊
施
設
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
物
に
係
る
措
置
等
の
規
定
の
適
用
）

（
建
物
に
係
る
措
置
等
の
規
定
の
適
用
）

第
四
十
四
条
の
四

国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
を
予
防

第
四
十
四
条
の
四

国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
を
予
防

し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
二
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
政
令
で
定
め
る
と

る
場
合
は
、
二
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
を
一
類
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
二
十
八
条
及

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
を
一
類
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
二
十
八
条
及

び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
十
三
章
及
び
第
十
四
章
の
規
定

び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
並
び
に
第
三
十
四
条
か
ら
第

（
第
二
十
八
条
又
は
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実

三
十
六
条
ま
で
、
第
十
二
章
及
び
第
十
三
章
の
規
定
（
第
二
十
八
条
又
は
第

施
さ
れ
る
措
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
こ

三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
措
置
に
係
る

と
が
で
き
る
。

部
分
に
限
る
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

第
八
章

新
感
染
症

第
八
章

新
感
染
症

（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
の
入
院
）

（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
の
入
院
）

第
四
十
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必

第
四
十
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
（
新
感
染
症
（

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
に
対
し
十
日
以

病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
所

内
の
期
間
を
定
め
て
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
、
又
は
そ
の
保

見
が
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
新
感
染
症
の
病
状
又
は
当
該
新
感
染
症
に

護
者
に
対
し
当
該
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を

か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
化
す
る
お
そ
れ
を
勘
案
し
て
厚
生
労

勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が

働
省
令
で
定
め
る
者
及
び
当
該
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
第
五
十
条
の
二
第
二

あ
る
と
き
は
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
で
あ
っ
て
当
該
都

項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
対
し
十
日

道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
し
、
又
は
当
該
新
感
染
症
の
所
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以
内
の
期
間
を
定
め
て
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
、
又
は
そ
の

見
が
あ
る
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
護
者
に
対
し
当
該
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と

を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
と
き
は
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
で
あ
っ
て
当
該

都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
し
、
又
は
当
該
新
感
染
症
の

所
見
が
あ
る
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
最
小
限
度
の
措
置
）

（
最
小
限
度
の
措
置
）

第
四
十
八
条
の
二

（
略
）

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
四
条
の
七
か
ら
第
四
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
措
置
は
、
新
感
染
症
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
、
新
感

染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
新
感

染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
最
小

限
度
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
調
整
）

第
四
十
八
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
当
該
都

（
新
設
）

道
府
県
知
事
の
管
轄
す
る
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
お
い
て
感
染
症
指
定
医

療
機
関
が
不
足
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
そ
の
他
当
該
新
感
染
症
の
ま
ん
延

を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長

、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
入
院

の
勧
告
又
は
入
院
の
措
置
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
う
も
の

と
す
る
。

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
報
告
又
は
協
力
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
）

第
五
十
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め

第
五
十
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
当
該
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る

、
当
該
新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
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者
に
対
し
、
当
該
新
感
染
症
の
潜
伏
期
間
と
想
定
さ
れ
る
期
間
を
考
慮
し
て

者
に
対
し
、
当
該
新
感
染
症
の
潜
伏
期
間
と
想
定
さ
れ
る
期
間
を
考
慮
し
て

定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
者
の
居
宅
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら

報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
新
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
（
病
状
の
程
度
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省

２

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規

認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
新
感
染

定
に
よ
り
報
告
を
求
め
た
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
期
間
内

症
の
所
見
が
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
新
感
染
症
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お

に
お
い
て
、
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い

そ
れ
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健

こ
と
そ
の
他
の
当
該
新
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ

康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
宿
泊
施
設
（
当
該
新
感
染
症
の
ま
ん

と
が
で
き
る
。

延
を
防
止
す
る
た
め
適
当
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を

満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
当
該
者
の
居
宅
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当

す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
新
感
染
症
の
感
染
の
防
止

に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
又
は
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応

場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
協

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が

４

第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
第

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て
、
同
条

二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
項
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る

場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
七

項
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
」
と
、
「
当
該
感

染
症
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
新
感
染
症
」
と
、
「
宿
泊
施
設
」
と
あ
る
の
は

「
同
項
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示
）

（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示
）



- 43 -

第
五
十
一
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
若
し

第
五
十
一
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は

く
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、

そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都

又
は
都
道
府
県
知
事
が
こ
の
章
の
規
定
に
違
反
し
、
若
し
く
は
こ
の
章
の
規

道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、

定
に
基
づ
く
事
務
の
管
理
若
し
く
は
執
行
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十

新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
若
し
く
は
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延

八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
条
の
二
第

を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事
務
に
関
し

事
に
対
し
、
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六

必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
第
一

項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
条
の
二
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事
務
に
関
し
必
要
な
指

示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
新
感
染
症
の
政
令
に
よ
る
指
定
）

（
新
感
染
症
の
政
令
に
よ
る
指
定
）

第
五
十
三
条

国
は
、
新
感
染
症
に
係
る
情
報
の
収
集
及
び
分
析
に
よ
り
、
当

第
五
十
三
条

国
は
、
新
感
染
症
に
係
る
情
報
の
収
集
及
び
分
析
に
よ
り
、
当

該
新
感
染
症
の
固
有
の
病
状
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置

該
新
感
染
症
の
固
有
の
病
状
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
政
令
で
定
め

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
感
染
症
及
び
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
一
年
以

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
感
染
症
及
び
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
一
年
以

内
の
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
類
感
染
症
及
び
一
類
感

内
の
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
類
感
染
症
及
び
一
類
感

染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
、
第
十
章
、
第
十
三
章

染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
、
第
十
章
、
第
十
二
章

及
び
第
十
四
章
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

及
び
第
十
三
章
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
九
章

結
核

第
九
章

結
核

（
定
期
の
健
康
診
断
）

（
定
期
の
健
康
診
断
）

第
五
十
三
条
の
二

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
五
十
三
条
の
二

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
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第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
者
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
三
章
に
お
い

第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
者
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
二
章
に
お
い

て
「
事
業
者
」
と
い
う
。
）
、
学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
含
み
、

て
「
事
業
者
」
と
い
う
。
）
、
学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
含
み
、

修
業
年
限
が
一
年
未
満
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
又
は
矯
正
施

修
業
年
限
が
一
年
未
満
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
又
は
矯
正
施

設
そ
の
他
の
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
三
章
に

設
そ
の
他
の
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
二
章
に

お
い
て
「
施
設
」
と
い
う
。
）
の
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
事
業
者
の
行
う
事

お
い
て
「
施
設
」
と
い
う
。
）
の
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
事
業
者
の
行
う
事

業
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
、
当
該
学
校
の
学
生
、
生
徒
若
し
く
は
児

業
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
、
当
該
学
校
の
学
生
、
生
徒
若
し
く
は
児

童
又
は
当
該
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
（
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
な

童
又
は
当
該
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
（
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
な

い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
、
政
令
で
定
め

い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
、
政
令
で
定
め

る
定
期
に
お
い
て
、
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
結
核
に
係
る
定
期
の
健

る
定
期
に
お
い
て
、
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
結
核
に
係
る
定
期
の
健

康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

保
健
所
長
は
、
事
業
者
（
国
、
都
道
府
県
及
び
保
健
所
設
置
市
等
を
除
く

２

保
健
所
長
は
、
事
業
者
（
国
、
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び

。
）
又
は
学
校
若
し
く
は
施
設
（
国
、
都
道
府
県
又
は
保
健
所
設
置
市
等
の

特
別
区
を
除
く
。
）
又
は
学
校
若
し
く
は
施
設
（
国
、
都
道
府
県
、
保
健
所

設
置
す
る
学
校
又
は
施
設
を
除
く
。
）
の
長
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
設
置
す
る
学
校
又
は
施
設
を
除
く
。
）
の
長

定
期
の
健
康
診
断
の
期
日
又
は
期
間
の
指
定
に
関
し
て
指
示
す
る
こ
と
が
で

に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
の
健
康
診
断
の
期
日
又
は
期
間
の
指
定

き
る
。

に
関
し
て
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
長
は
、
そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
居
住
す
る
者
（
小
学
校
就
学
の

３

市
町
村
長
は
、
そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
居
住
す
る
者
（
小
学
校
就
学
の

始
期
に
達
し
な
い
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
第
一
項
の
健
康
診
断
の
対
象
者

始
期
に
達
し
な
い
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
第
一
項
の
健
康
診
断
の
対
象
者

以
外
の
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
、
政
令
で
定
め
る
定
期

以
外
の
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
、
政
令
で
定
め
る
定
期

に
お
い
て
、
保
健
所
長
（
保
健
所
設
置
市
等
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事

に
お
い
て
、
保
健
所
長
（
特
別
区
及
び
保
健
所
を
設
置
す
る
市
に
あ
っ
て
は

）
の
指
示
を
受
け
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
結
核
に
係
る
定
期
の
健
康

、
都
道
府
県
知
事
）
の
指
示
を
受
け
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
結
核
に

診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

係
る
定
期
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
通
報
又
は
報
告
）

（
通
報
又
は
報
告
）

第
五
十
三
条
の
七

健
康
診
断
実
施
者
は
、
定
期
の
健
康
診
断
を
行
っ
た
と
き

第
五
十
三
条
の
七

健
康
診
断
実
施
者
は
、
定
期
の
健
康
診
断
を
行
っ
た
と
き

は
、
そ
の
健
康
診
断
（
第
五
十
三
条
の
四
又
は
第
五
十
三
条
の
五
の
規
定
に

は
、
そ
の
健
康
診
断
（
第
五
十
三
条
の
四
又
は
第
五
十
三
条
の
五
の
規
定
に

よ
る
診
断
書
そ
の
他
の
文
書
の
提
出
を
受
け
た
健
康
診
断
を
含
む
。
）
に
つ

よ
る
診
断
書
そ
の
他
の
文
書
の
提
出
を
受
け
た
健
康
診
断
を
含
む
。
）
に
つ

き
、
受
診
者
の
数
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
健
康
診
断

き
、
受
診
者
の
数
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
健
康
診
断
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を
行
っ
た
場
所
を
管
轄
す
る
保
健
所
長
（
そ
の
場
所
が
保
健
所
設
置
市
等
の

を
行
っ
た
場
所
を
管
轄
す
る
保
健
所
長
（
そ
の
場
所
が
保
健
所
を
設
置
す
る

区
域
内
で
あ
る
と
き
は
、
保
健
所
長
及
び
保
健
所
設
置
市
等
の
長
）
を
経
由

市
又
は
特
別
区
の
区
域
内
で
あ
る
と
き
は
、
保
健
所
長
及
び
市
長
又
は
区
長

し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
通
報
又
は
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

）
を
経
由
し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
通
報
又
は
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
輸
入
届
出
）

（
輸
入
届
出
）

第
五
十
六
条
の
二

動
物
（
指
定
動
物
を
除
く
。
）
の
う
ち
感
染
症
を
人
に
感

第
五
十
六
条
の
二

動
物
（
指
定
動
物
を
除
く
。
）
の
う
ち
感
染
症
を
人
に
感

染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
又
は

染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
又
は

動
物
の
死
体
の
う
ち
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し

動
物
の
死
体
の
う
ち
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
七
条
第
十
号

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
七
条
第
九
号

に
お
い
て
「
届
出
動
物
等
」
と
い
う
。
）
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚

に
お
い
て
「
届
出
動
物
等
」
と
い
う
。
）
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
届
出
動
物
等
の
種
類
、
数
量

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
届
出
動
物
等
の
種
類
、
数
量

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
書
に

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
書
に

は
、
輸
出
国
に
お
け
る
検
査
の
結
果
、
届
出
動
物
等
ご
と
に
厚
生
労
働
省
令

は
、
輸
出
国
に
お
け
る
検
査
の
結
果
、
届
出
動
物
等
ご
と
に
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
旨
又
は
か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
な
い

で
定
め
る
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
旨
又
は
か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
な
い

旨
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
輸
出
国
の
政
府
機
関

旨
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
輸
出
国
の
政
府
機
関

に
よ
り
発
行
さ
れ
た
証
明
書
又
は
そ
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
よ
り
発
行
さ
れ
た
証
明
書
又
は
そ
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
十
二
章

感
染
症
及
び
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究

（
新
設
）

第
五
十
六
条
の
三
十
九

国
は
、
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
の
結
果
そ

（
新
設
）

の
他
の
こ
の
法
律
に
基
づ
く
調
査
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
に
よ
り
保
有
す
る

こ
と
と
な
っ
た
情
報
を
活
用
し
つ
つ
、
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
良
質
か
つ

適
切
な
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
感
染
症
の
発
病
の
機
構
及
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び
感
染
性
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
並
び
に
感
染
症
の
診
断
及
び

治
療
の
方
法
並
び
に
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
推
進
す
る
も
の

と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
の
成
果
を
適
切
な

方
法
に
よ
り
感
染
症
の
発
病
の
機
構
及
び
感
染
性
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
場

合
の
病
状
並
び
に
感
染
症
の
診
断
及
び
治
療
の
方
法
並
び
に
病
原
体
等
に
関

す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
者
、
医
師
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
積
極
的

に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
並
び
に
前
項
の

規
定
に
よ
る
当
該
調
査
及
び
研
究
の
成
果
の
提
供
に
係
る
事
務
を
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
機
関
に
委
託
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
及

び
研
究
の
成
果
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
章

費
用
負
担

第
十
二
章

費
用
負
担

（
都
道
府
県
の
支
弁
す
べ
き
費
用
）

（
都
道
府
県
の
支
弁
す
べ
き
費
用
）

第
五
十
八
条

都
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
を
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
五
十
八
条

都
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
を
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一

第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
五
条
（
第
二
項
及
び
第
六
項
を
除

一

第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
五
条
（
第
二
項
及
び
第
五
項
を
除

く
。
）
、
第
十
五
条
の
二
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項

く
。
）
、
第
十
五
条
の
二
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項

、
第
三
項
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
又
は
第
四
十
四
条
の
七
第

、
第
三
項
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
又
は
第
四
十
四
条
の
七
第

一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実
施

一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
事
務
に
要
す
る
費
用

さ
れ
る
事
務
に
要
す
る
費
用

二
～
十
四

（
略
）

二
～
十
四

（
略
）
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第
十
四
章

雑
則

第
十
三
章

雑
則

（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示
）

（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示
）

第
六
十
三
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ

第
六
十
三
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ

の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道

の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道

府
県
知
事
に
対
し
、
こ
の
法
律
（
第
八
章
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。

府
県
知
事
に
対
し
、
こ
の
法
律
（
第
八
章
を
除
く
。
）
又
は
こ
の
法
律
に
基

）
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事

づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示

務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
こ
の

（
新
設
）

法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
こ
れ
ら

の
規
定
に
基
づ
く
事
務
の
管
理
若
し
く
は
執
行
を
怠
っ
て
い
る
場
合
に
お
い

て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
全
国

的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政

令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事

務
（
第
六
十
五
条
及
び
第
六
十
五
条
の
二
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事

務
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
健
所
設
置
市
等
）

（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
）

第
六
十
四
条

保
健
所
設
置
市
等
に
あ
っ
て
は
、
第
四
章
か
ら
前
章
ま
で
の
規

第
六
十
四
条

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
第
三
章
か

定
（
第
二
十
二
条
の
三
、
第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
、
第
六

ら
前
章
ま
で
の
規
定
（
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
四
条
の
二
第

項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
（
同
条
第
二
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に

一
項
及
び
第
七
項
、
第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
、
第
六
項
、

あ
っ
て
は
、
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
四
十
条
第

第
八
項
及
び
第
九
項
（
同
条
第
二
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に
あ
っ

三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四
十
三
条
（
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分

て
は
、
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
四
十
条
第
三
項

を
除
く
。
）
、
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
（
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い

か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四
十
三
条
（
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
を
除

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
の
三
、
第
五
十
三
条
の
二
第

く
。
）
、
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
、
第
五
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
五
十

三
項
、
第
五
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
七
項
並
び
に

六
条
の
二
十
七
第
七
項
並
び
に
第
六
十
条
を
除
く
。
）
及
び
前
条
中
「
都
道
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第
六
十
条
を
除
く
。
）
及
び
前
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
保

府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市
長
」
又
は
「
区
長
」
と
、
「
都
道
府
県
」
と

健
所
設
置
市
等
の
長
」
と
、
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
保
健
所
設
置
市

あ
る
の
は
「
市
」
又
は
「
区
」
と
す
る
。

等
」
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
大
都
市
等
の
特
例
）

（
大
都
市
等
の
特
例
）

第
六
十
四
条
の
二

第
三
章
（
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
三
条
第

第
六
十
四
条
の
二

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県

三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
六
項
、
第
十
四
条
の
二
第
一

が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
結
核
の
予
防
に
係
る
も
の
に
限
る

項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
十
五
条
第
九
項
を
除
く
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て

。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六

同
じ
。
）
及
び
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
が

十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
結
核
の
予
防
に
係
る
も
の
に
限
る
。

市
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市

）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一

（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
二
百
五
十

よ
り
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
（
以
下
「
指
定
都
市
等
」
と
い
う
。
）
が
処

二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い

理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
に

て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
（
以
下
「

関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
等
に
関
す
る
規
定
と
し
て
指
定
都
市
等
に
適
用

指
定
都
市
等
」
と
い
う
。
）
が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

が
あ
る
も
の
と
す
る
。

て
は
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
等
に
関
す
る

規
定
と
し
て
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
不
服
申
立
て
）

（
不
服
申
立
て
）

第
六
十
五
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が

第
六
十
五
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又

行
う
処
分
（
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の

は
特
別
区
の
長
が
行
う
処
分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定

審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査

す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の

裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
、
第
三
章
又
は
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
そ

２

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

の
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
処

そ
の
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
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分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る
行

処
分
を
す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る

政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政

行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行

機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二

政
機
関
の
長
が
そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第

百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該

二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当

裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か

該
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項

ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査

か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
六
十
五
条
の
二

第
三
章
（
第
十
二
条
第
六
項
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準

第
六
十
五
条
の
二

第
三
章
（
第
十
二
条
第
四
項
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
六

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
四
条
、
第
十

条
並
び
に
第
十
六
条
の
二
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第
十
八
条
第
五
項
及
び

四
条
の
二
並
び
に
第
十
六
条
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第
十
八
条
第
五
項
及

第
六
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
二
十
条
第
六
項
及
び
第

び
第
六
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
二
十
条
第
六
項
及
び

八
項
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
八
項
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
二
（
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十
九

。
）
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
二
（
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十

条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
、
第
二
十
六
条

九
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
、
第
二
十
六

の
三
、
第
二
十
六
条
の
四
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
八
条
第

条
の
三
、
第
二
十
六
条
の
四
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
八
条

二
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五

第
二
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第

項
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部

五
項
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る

分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
十
四

部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
、
第

条
の
五
、
第
八
章
（
第
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
条
第
十
項

四
十
四
条
の
五
、
第
八
章
（
第
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
条

、
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

第
十
項
、
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い

す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て

る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五
十
一
条
第
四
項
に
お

準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
第
五
十
一
条

い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
十
章
の
規
定
に
よ
り
都

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
十
章
の
規

道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
保
健
所
設
置
市
等
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

い
る
事
務
は
、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

る
事
務
は
、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。
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第
十
五
章

罰
則

第
十
四
章

罰
則

第
六
十
八
条

第
五
十
六
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反

第
六
十
八
条

第
五
十
六
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲

行
為
を
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

役
又
は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

第
六
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
六
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役

為
を
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

。一

第
五
十
六
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
一
種
病
原
体
等
を
所
持
し
た
と

一

第
五
十
六
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
一
種
病
原
体
等
を
所
持
し
た
者

き
。

二

第
五
十
六
条
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
、
一
種
病
原
体
等
を
譲
り
渡
し

二

第
五
十
六
条
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
、
一
種
病
原
体
等
を
譲
り
渡
し

、
又
は
譲
り
受
け
た
と
き
。

、
又
は
譲
り
受
け
た
者

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
七
十
条

第
五
十
六
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
二
種
病
原
体

第
七
十
条

第
五
十
六
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
二
種
病
原
体

等
を
輸
入
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲

等
を
輸
入
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金

役
又
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

に
処
す
る
。

第
七
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
七
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役

為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

又
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

。一

第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
二
種
病
原
体
等

一

第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
二
種
病
原
体
等

を
所
持
し
た
と
き
。

を
所
持
し
た
者

二

第
五
十
六
条
の
十
五
の
規
定
に
違
反
し
て
、
二
種
病
原
体
等
を
譲
り
渡

二

第
五
十
六
条
の
十
五
の
規
定
に
違
反
し
て
、
二
種
病
原
体
等
を
譲
り
渡

し
、
又
は
譲
り
受
け
た
と
き
。

し
、
又
は
譲
り
受
け
た
者
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第
七
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
七
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い

（
新
設
）

て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場

合
（
同
条
第
二
項
の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
、
次
条
第
二
項
及
び
第
七
十
七
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の

政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
、
次
条
第
二
項

及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
勧
告
若
し
く
は
第
十
九
条
第
三
項
若
し

く
は
第
五
項
、
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
六

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
若
し
く
は
第

二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
に
よ
り
入
院
し
た
者
が
そ
の
入
院
の
期
間

（
第
二
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項
（

こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用

さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
中
に
逃
げ
た
と
き
、
又
は
第
十
九
条
第
三

項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第

二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
若
し

く
は
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
六
条
第
二
項
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若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
を
実
施
さ
れ
る
者
（
第
二

十
三
条
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
（
こ
れ

ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ

る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
六

条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
正
当
な

理
由
が
な
く
そ
の
入
院
す
べ
き
期
間
の
始
期
ま
で
に
入
院
し
な
か
っ
た
と

き
。

二

第
五
十
六
条
の
十
一
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
第
五
十
六
条

一

第
五
十
六
条
の
十
一
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
第
五
十
六
条

の
六
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
と
き

の
六
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
者

。
三

第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
十
六
条
の

二

第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
十
六
条
の

十
一
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
第
五

十
一
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
第
五

十
六
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更

十
六
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更

し
た
と
き
。

し
た
者

四

第
五
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

第
五
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

五

第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

四

第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

六

第
五
十
六
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
第
五
十
六
条

五

第
五
十
六
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
第
五
十
六
条

の
三
十
七
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

の
三
十
七
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

七

第
五
十
六
条
の
三
十
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告

六

第
五
十
六
条
の
三
十
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告

を
し
た
と
き
。

を
し
た
者

八

第
五
十
六
条
の
三
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
、
検
査
若
し
く

七

第
五
十
六
条
の
三
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
、
検
査
若
し
く

は
収
去
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述

は
収
去
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述

を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
き
。

を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

九

第
五
十
六
条
の
三
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査

八

第
五
十
六
条
の
三
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査

を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず

、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
き
。

、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者
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第
七
十
三
条

（
略
）

第
七
十
三
条

（
略
）

２

第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一

２

第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
政

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ

令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以

る
届
出
の
受
理
、
第
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

下
こ
の
項
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項

く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
政
令

づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若

に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下

し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
、
第
十
四
条
の
二
第
三
項
（
第
七
条
第
一

こ
の
項
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
含
む
。
）
に
よ
る
届
出
の

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第

受
理
、
第
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し

よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

く
は
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感

よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
場
合

染
症
の
病
原
体
の
受
理
、
第
十
四
条
の
二
第
三
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定

及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場

に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査
、

定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二

第
十
五
条
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る

十
六
条
の
三
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準

場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ

用
さ
れ
る
場
合
、
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
三
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む

二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
若
し
く
は
調
査
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報

。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査
、
第
十
五
条

告
若
し
く
は
質
問
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の

（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び

規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合

第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を

及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場

含
む
。
）
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規

合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
質
問
若
し
く
は
調
査
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く

定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く
は
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は

は
質
問
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第

第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五

て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む

っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
三
項
若

。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
七
項
（
第

検
体
の
受
理
若
し
く
は
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五

こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
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十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む

れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用

。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
三
項
若
し
く
は
第

に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
場

四
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
七
項
（
第
七
条
第
一

合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第

場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
体

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

の
検
査
、
第
十
七
条
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準

二
十
六
条
の
四
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第

適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
五
条
若
し
く
は
第
五
十
三
条
の
二

五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
若
し
く
は
第
二
十
六
条

む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
検
査
、

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規

第
十
七
条
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る

定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及

場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ

び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
五
条
若
し
く
は
第
五
十
三
条
の
二
の
規
定
に

を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
、
第
二
十
六
条
の

よ
る
健
康
診
断
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い
て

三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

準
用
す
る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七

基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十

に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検

三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。

体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の

）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項

規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
若

若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政

し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政

政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く

令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は

は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ

感
染
症
の
病
原
体
の
収
去
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り

り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第

実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二

四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準

準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の

適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く
は
採
取

病
原
体
の
収
去
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ

（
こ
れ
ら
が
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ

合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の

ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
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規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合

場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ

及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く
は
採
取
（
こ
れ
ら

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七

が
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む

項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
（
第
七
条

。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む

、
第
二
十
八
条
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ

。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定

れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
（
第
七
条
第
一
項
の

用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期

規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項

間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て

の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十

同
じ
。
）
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用

八
条
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
若
し
く
は
第
三
十
条
の
規
定
（
こ

、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る

れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ

場
合
（
同
条
第
二
項
の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長

る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
若
し

及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場

く
は
第
三
十
五
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
若
し
く
は
第
三
十
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規

づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定

定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及

に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合

定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
措
置
（

を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
若
し
く
は
第
三

第
五
十
条
第
一
項
、
第
七
項
又
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合

十
五
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規

に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を

政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
措
置
（
第
五
十
条

る
報
告
若
し
く
は
協
力
の
求
め
、
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五

第
一
項
、
第
七
項
又
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。

項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

）
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お

よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の

い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

規
定
に
よ
る
報
告
、
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

食
事
の
提
供
等
又
は
第
五
十
三
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
精
密
検
査
に
関
す

基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
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る
事
務
に
従
事
し
た
公
務
員
又
は
公
務
員
で
あ
っ
た
者
が
、
そ
の
職
務
の
執

の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
、
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
若
し

行
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な
く
漏
ら
し
た
と
き
も

く
は
第
五
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
食
事
の
提
供
等
又
は
第
五
十
三
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
精
密
検

査
に
関
す
る
事
務
に
従
事
し
た
公
務
員
又
は
公
務
員
で
あ
っ
た
者
が
、
そ
の

職
務
の
執
行
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な
く
漏
ら
し

た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
七
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
七
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
百
万
円
以
下
の

為
を
し
た
者
は
、
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
十
六
条
の
九
第
一
項
（
第
五
十
六
条
の
十
一
第
四
項
及
び
第
五
十

一

第
五
十
六
条
の
九
第
一
項
（
第
五
十
六
条
の
十
一
第
四
項
及
び
第
五
十

六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
条
件
に
違
反
し
た

六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
条
件
に
違
反
し
た

と
き
。

者

二

第
五
十
六
条
の
十
六
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に

二

第
五
十
六
条
の
十
六
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

三

第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚

三

第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚

偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

偽
の
届
出
を
し
た
者

四

第
五
十
六
条
の
二
十
四
の
規
定
（
特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
又
は
二

四

第
五
十
六
条
の
二
十
四
の
規
定
（
特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
又
は
二

種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
違
反
し
た
と
き
。

種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
違
反
し
た
者

五

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚

五

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚

偽
の
届
出
を
し
て
一
種
病
原
体
等
、
二
種
病
原
体
等
又
は
三
種
病
原
体
等

偽
の
届
出
を
し
て
一
種
病
原
体
等
、
二
種
病
原
体
等
又
は
三
種
病
原
体
等

を
運
搬
し
た
と
き
。

を
運
搬
し
た
者

六

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

六

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

七

第
五
十
六
条
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

七

第
五
十
六
条
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

八

第
五
十
六
条
の
三
十
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

八

第
五
十
六
条
の
三
十
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
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第
七
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
七
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰

為
を
し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

金
に
処
す
る
。

一

第
五
十
六
条
の
十
一
第
二
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す

一

第
五
十
六
条
の
十
一
第
二
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を

し
て
第
五
十
六
条
の
十
一
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
変
更
を
し
た
と

し
て
第
五
十
六
条
の
十
一
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
変
更
を
し
た
者

き
。

二

第
五
十
六
条
の
十
六
第
二
項
、
第
五
十
六
条
の
二
十
八
又
は
第
五
十
六

二

第
五
十
六
条
の
十
六
第
二
項
、
第
五
十
六
条
の
二
十
八
又
は
第
五
十
六

条
の
二
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を

条
の
二
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を

し
た
と
き
。

し
た
者

三

第
五
十
六
条
の
二
十
一
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

第
五
十
六
条
の
二
十
一
の
規
定
に
違
反
し
た
者

四

第
五
十
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、

四

第
五
十
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、

帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
同
条
第
二
項
の

帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
同
条
第
二
項
の

規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
と
き
。

規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
者

五

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
停
止
命
令
に

五

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
停
止
命
令
に

従
わ
ず
、
提
示
の
要
求
を
拒
み
、
検
査
を
拒
み
、
若
し
く
は
妨
げ
、
又
は

従
わ
ず
、
提
示
の
要
求
を
拒
み
、
検
査
を
拒
み
、
若
し
く
は
妨
げ
、
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
。

同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者

第
七
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
七
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の

為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

罰
金
に
処
す
る
。

一

医
師
が
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
同
条
第
八
項
に
お
い

一

第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の

す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
届

基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
届
出
（
新

出
（
新
感
染
症
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
な
か
っ
た
と
き
。

感
染
症
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
な
か
っ
た
医
師

二

獣
医
師
が
第
十
三
条
第
一
項
又
は
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

二

第
十
三
条
第
一
項
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項

条
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
っ

っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
っ
た
獣
医
師

た
と
き
。

三

一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

（
新
設
）
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症
の
患
者
又
は
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
が
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
当
該
職
員
の

質
問
に
対
し
て
正
当
な
理
由
が
な
く
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答

弁
を
し
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
く
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の

調
査
（
第
十
五
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び

第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
除
く
。
）
を
拒
み
、
妨
げ
若
し
く
は

忌
避
し
た
と
き
。

四

第
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ

三

第
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を

る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を

し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
若
し

し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
若
し

く
は
忌
避
し
た
と
き
。

く
は
忌
避
し
た
者

五

第
十
八
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

四

第
十
八
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合

っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
で

に
お
い
て
、
第
十
八
条
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

あ
っ
て
第
十
八
条
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き

に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

。
六

第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

五

第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
八
条
第
一
項
（
第
七
条

よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
八
条
第
一
項
（
第
七
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四

条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び

条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び

第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合

第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
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を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定

を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定

（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準

（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準

用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二

て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二

条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第

条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条

の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第

の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第

五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を

五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
設
置
市
等
の
長
を
含
む
。
）

含
む
。
）
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区

の
命
令
（
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。

の
長
を
含
む
。
）
の
命
令
（
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ

）
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
。

る
場
合
を
含
む
。
）
に
従
わ
な
か
っ
た
者

七

第
三
十
条
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

六

第
三
十
条
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ

っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
実
施
さ
れ
る
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

り
実
施
さ
れ
る
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

八

第
三
十
五
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

七

第
三
十
五
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
第
一

政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
第
一

項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
第
三
十
五
条

項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
第
三
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し

く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に

政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第

定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第

五
十
条
第
一
項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

五
十
条
第
一
項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
若

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
若

し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

し
く
は
忌
避
し
た
者
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九

第
五
十
四
条
又
は
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の

八

第
五
十
四
条
又
は
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の

規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ

て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
て
指
定
動
物
を
輸
入
し

よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
て
指
定
動
物
を
輸
入
し

た
と
き
。

た
者

十

第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
届
出
動
物
等
を
輸
入
し

九

第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
届
出
動
物
等
を
輸
入
し

た
と
き
。

た
者

第
七
十
九
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

第
七
十
九
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
六
十
七
条
の
罪

の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
六
十
七
条
の
罪

を
犯
し
、
又
は
第
六
十
八
条
か
ら
第
七
十
一
条
ま
で
、
第
七
十
二
条
（
第
一

を
犯
し
、
又
は
第
六
十
八
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
、
第
七

号
を
除
く
。
）
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
若
し
く
は
第
七
十
七
条
第
九

十
六
条
若
し
く
は
第
七
十
七
条
第
八
号
若
し
く
は
第
九
号
の
違
反
行
為
を
し

号
若
し
く
は
第
十
号
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か

た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各

、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。
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○

検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
疑
似
症
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
適
用
）

（
疑
似
症
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
適
用
）

第
二
条
の
二

（
略
）

第
二
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る

３

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て

者
で
あ
つ
て
当
該
感
染
症
の
症
状
を
呈
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

当
該
感
染
症
の
症
状
を
呈
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る

れ
ぞ
れ
同
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
、

感
染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。

こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。

（
汚
染
し
、
又
は
汚
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
船
舶
等
に
つ
い
て
の
措
置
）

（
汚
染
し
、
又
は
汚
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
船
舶
等
に
つ
い
て
の
措
置
）

第
十
四
条

検
疫
所
長
は
、
検
疫
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
地
域
を
発
航
し
、

第
十
四
条

検
疫
所
長
は
、
検
疫
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
地
域
を
発
航
し
、

又
は
そ
の
地
域
に
寄
航
し
て
来
航
し
た
船
舶
等
、
航
行
中
に
検
疫
感
染
症
の

又
は
そ
の
地
域
に
寄
航
し
て
来
航
し
た
船
舶
等
、
航
行
中
に
検
疫
感
染
症
の

患
者
又
は
死
者
が
あ
つ
た
船
舶
等
、
検
疫
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
死

患
者
又
は
死
者
が
あ
つ
た
船
舶
等
、
検
疫
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
死

体
、
又
は
ペ
ス
ト
菌
を
保
有
し
、
若
し
く
は
保
有
し
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る

体
、
又
は
ペ
ス
ト
菌
を
保
有
し
、
若
し
く
は
保
有
し
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る

ね
ず
み
族
が
発
見
さ
れ
た
船
舶
等
、
そ
の
他
検
疫
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染

ね
ず
み
族
が
発
見
さ
れ
た
船
舶
等
、
そ
の
他
検
疫
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染

し
、
又
は
汚
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
船
舶
等
に
つ
い
て
、
合
理
的
に
必
要
と

し
、
又
は
汚
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
船
舶
等
に
つ
い
て
、
合
理
的
に
必
要
と

判
断
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
と
る

判
断
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
患
者
又
は
当
該
感
染
症
の
病
原
体

（
新
設
）

に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に

必
要
な
報
告
又
は
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

四
～
八

（
略
）

三
～
七

（
略
）
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２

検
疫
所
長
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
措

２

検
疫
所
長
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
措

置
を
と
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
疫
所
の
設
備
の
不
足
等
の

置
を
と
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
疫
所
の
設
備
の
不
足
等
の

た
め
、
こ
れ
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
船
舶
等

た
め
、
こ
れ
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
船
舶
等

の
長
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
他
の
検
疫
港
又
は
検
疫
飛
行
場
に
回
航

の
長
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
他
の
検
疫
港
又
は
検
疫
飛
行
場
に
回
航

す
べ
き
旨
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
べ
き
旨
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
停
留
）

（
停
留
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２

第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
停
留
は
、
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ

２

第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
停
留
は
、
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ

る
感
染
症
の
病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
期
間
を

る
感
染
症
の
病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
期
間
を

定
め
て
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若

定
め
て
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若

し
く
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
こ
れ
ら
以
外
の
病
院
若
し

し
く
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
こ
れ
ら
以
外
の
病
院
若
し

く
は
診
療
所
で
あ
つ
て
検
疫
所
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
を
委
託
し

く
は
診
療
所
で
あ
つ
て
検
疫
所
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
を
委
託
し

、
又
は
宿
泊
施
設
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

、
又
は
宿
泊
施
設
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
宿
泊
施
設
内
に
収
容
し
、
若
し

関
す
る
法
律
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
を
い
う
。
以

く
は
船
舶
の
長
の
同
意
を
得
て
船
舶
内
に
収
容
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て

宿
泊
施
設
内
に
収
容
し
、
若
し
く
は
船
舶
の
長
の
同
意
を
得
て
船
舶
内
に
収

容
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
報
告
又
は
協
力
）

第
十
六
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
求
め
は
、
第
二
条

（
新
設
）

第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を

求
め
、
又
は
宿
泊
施
設
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感

染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。

２

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
求
め
は
、
第
二
条
第
二
号
に
掲
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げ
る
感
染
症
の
病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
を
考
慮
し

て
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所

か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協

力
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
協

力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
に
応
じ
な
い
患
者
に
対
す
る
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
委
託
し
て
行
う
。
」
と

あ
る
の
は
「
委
託
し
、
又
は
宿
泊
施
設
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
宿

泊
施
設
を
い
う
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
当

該
宿
泊
施
設
内
に
収
容
し
て
行
う
。
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
」
と
あ

る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
又
は

宿
泊
施
設
」
と
す
る
。

（
審
査
請
求
の
特
例
）

（
審
査
請
求
の
特
例
）

第
十
六
条
の
三

（
略
）

第
十
六
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ
れ
て
い
る

者
で
あ
つ
て
当
該
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
も
の
又
は
そ
の
保
護
者

は
、
当
該
隔
離
に
つ
い
て
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
実
費
の
徴
収
）

（
実
費
の
徴
収
）

第
三
十
二
条

検
疫
所
長
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
船
舶
等
の
所

第
三
十
二
条

検
疫
所
長
は
、
左
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
船
舶
等
の
所

有
者
又
は
長
か
ら
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
実
費
を
徴
収
し

有
者
又
は
長
か
ら
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
実
費
を
徴
収
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

第
十
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
措
置
を

一

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
又
は
第
六
号
に
規
定
す
る
措
置
を

と
つ
た
と
き
。

と
つ
た
と
き
。

二

（
略
）

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
新
感
染
症
に
係
る
措
置
）

（
新
感
染
症
に
係
る
措
置
）

第
三
十
四
条
の
二

（
略
）

第
三
十
四
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

検
疫
所
長
は
、
前
項
の
報
告
を
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示

３

検
疫
所
長
は
、
前
項
の
報
告
を
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示

に
従
い
、
当
該
新
感
染
症
を
第
二
条
第
一
号
（
第
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五

に
従
い
、
当
該
新
感
染
症
を
第
二
条
第
一
号
（
第
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五

項
に
規
定
す
る
事
務
に
あ
つ
て
は
、
第
二
条
第
二
号
）
に
掲
げ
る
感
染
症
と

項
に
規
定
す
る
事
務
に
あ
つ
て
は
、
第
二
条
第
二
号
）
に
掲
げ
る
感
染
症
と

み
な
し
て
、
第
十
三
条
、
第
十
三
条
の
二
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第

み
な
し
て
、
第
十
三
条
、
第
十
三
条
の
二
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら

二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条

第
六
号
ま
で
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並

第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
に
規
定
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部

び
に
第
二
十
条
に
規
定
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
罰
則
）

（
罰
則
）

第
三
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
三
十
五
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百

為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

一

第
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

隔
離
又
は
停
留
の
処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分
の
継
続
中
に
逃
げ
た
と
き

二

隔
離
又
は
停
留
の
処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分
の
継
続
中
に
逃
げ
た
者

。

第
三
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
三
十
六
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五

為
を
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

。一

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
明
告
書
を
提
出
せ
ず
、
又
は
虚

一

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
明
告
書
を
提
出
せ
ず
、
又
は
虚
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偽
の
事
実
を
記
載
し
た
明
告
書
を
提
出
し
た
と
き
。

偽
の
事
実
を
記
載
し
た
明
告
書
を
提
出
し
た
者

二

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
書
類
の
提
出
又
は
呈
示
を
求
め
ら

二

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
書
類
の
提
出
又
は
呈
示
を
求
め
ら

れ
て
、
こ
れ
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
呈
示
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
事
実
を

れ
て
、
こ
れ
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
呈
示
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
事
実
を

記
載
し
た
こ
れ
ら
の
書
類
を
提
出
し
、
若
し
く
は
呈
示
し
た
と
き
。

記
載
し
た
こ
れ
ら
の
書
類
を
提
出
し
、
若
し
く
は
呈
示
し
た
者

三

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
、
答
弁
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の

三

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
、
答
弁
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の

答
弁
を
し
た
と
き
。

答
弁
を
し
た
者

四

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
診
察
（
第
三

四

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
診
察
（
第
三

十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

検
査
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
拒
み
、
妨

検
査
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
拒
み
、
妨

げ
、
又
は
忌
避
し
た
と
き
。

げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

五

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
七
号
又
は
第
八
号

五

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六
号
又
は
第
七
号
の

の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
措
置
（
第
三
十
四
条
の
二

規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
措
置
（
第
三
十
四
条
の
二
第

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
拒
み
、
妨
げ
、

三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
拒
み
、
妨
げ
、
又

又
は
忌
避
し
た
と
き
。

は
忌
避
し
た
者

六

第
十
四
条
第
一
項
第
六
号
の
処
分
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定

六

第
十
四
条
第
一
項
第
五
号
の
処
分
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
た
と
き
。

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
た
者

七

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
旅
券
の
提
示
（
第
三
十
四
条
の
二
第

七

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
旅
券
の
提
示
（
第
三
十
四
条
の
二
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
又
は
報
告

三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
又
は
報
告

（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
若
し
く

（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
若
し
く

は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
質
問
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ

は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
質
問
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。
）
に
対
し
、
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を

る
場
合
を
含
む
。
）
に
対
し
、
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を

し
た
と
き
。

し
た
者

八

第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
旅
券
の
提
示
（
第
三
十
四
条
の
二
第

八

第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
旅
券
の
提
示
（
第
三
十
四
条
の
二
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
又
は
報
告

三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
又
は
報
告

（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
若
し
く

（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
若
し
く

は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

九

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
措
置
を
拒

九

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
措
置
を
拒

み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
と
き
。

み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者
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十

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
の
立
入
り
を
拒
み

十

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
の
立
入
り
を
拒
み

、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
と
き
。

、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

十
一

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が

十
一

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が

行
う
診
察
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
と
き
。

行
う
診
察
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

第
三
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
三
十
七
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

処
す
る
。

一

第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

一

第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
九
条
第
一
項
（
第
三
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

二

第
十
九
条
第
一
項
（
第
三
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項

三

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
た
と
き
。

の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
た
者

四

第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
を
申
請
す
る
に
際
し
、
同
項
各

四

第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
を
申
請
す
る
に
際
し
、
同
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
虚
偽
の
通
報
を
し
て
そ
の
許
可
を
受
け
た
と
き

号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
虚
偽
の
通
報
を
し
て
そ
の
許
可
を
受
け
た
者

。
五

第
二
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

五

第
二
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

六

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

六

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

七

第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

七

第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
三
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
三
十
八
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

為
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

処
す
る
。

一

第
九
条
（
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
第
二
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準

一

第
九
条
（
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
第
二
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
者
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○

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る

法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

法
律

事
務

法
律

事
務

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

第
三
章
（
第
十
二
条
第
六
項
、
同
条
第
七
項

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

第
三
章
（
第
十
二
条
第
四
項
、
同
条
第
五
項

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

項
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

項
、
第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
六

年
法
律
第
百
十
四
号
）

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及

年
法
律
第
百
十
四
号
）

条
並
び
に
第
十
六
条
の
二
を
除
く
。
）
、
第

び
第
三
項
、
第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二
並

四
章
（
第
十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第

び
に
第
十
六
条
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第

十
九
条
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
二
十

十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
十
九
条
第

条
第
六
項
及
び
第
八
項
（
第
二
十
六
条
に
お

二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
二
十
条
第
六
項

い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含

及
び
第
八
項
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
こ
れ

む
。
）
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条

ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

の
二
（
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十
九
条
の
二

第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
二
（
第

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除

二
十
六
条
及
び
第
四
十
九
条
の
二
に
お
い
て

く
。
）
、
第
二
十
六
条
の
三
、
第
二
十
六
条

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
、

の
四
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三

第
二
十
六
条
の
三
、
第
二
十
六
条
の
四
、
第

十
八
条
第
二
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療

三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
八
条
第

機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項

二
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係

、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項
（
第
一
種
感
染

る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
、
同
条
第

症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

八
項
及
び
第
九
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医

、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
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療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十

で
、
第
四
十
四
条
の
五
、
第
八
章
（
第
四
十

四
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
、

六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
条
第
十

第
四
十
四
条
の
五
、
第
八
章
（
第
四
十
六
条

項
、
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
条
第
十
項
、

三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
の
二
第
四

六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第

項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に

四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五
十
一
条
第
四

お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
を
除
く

か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
第
五
十
一
条
第
四

。
）
並
び
に
第
十
章
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
を
除
く

県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が

。
）
並
び
に
第
十
章
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

県
又
は
保
健
所
設
置
市
等
が
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
事
務

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ

（
国
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
務
に
要
す
る
経
費
）

ば
な
ら
な
い
事
務
に
要
す
る
経
費
）

第
十
条

地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

第
十
条

地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

務
で
あ
つ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の
利
害
に
関
係
が
あ
る
事
務
の
う

務
で
あ
つ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の
利
害
に
関
係
が
あ
る
事
務
の
う

ち
、
そ
の
円
滑
な
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
国
が
進
ん
で
経
費
を

ち
、
そ
の
円
滑
な
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
国
が
進
ん
で
経
費
を

負
担
す
る
必
要
が
あ
る
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
が
、
そ
の
経
費

負
担
す
る
必
要
が
あ
る
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
が
、
そ
の
経
費

の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
。

の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
。

一
～
二
十
九

（
略
）

一
～
二
十
九

（
略
）

三
十

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
埋
葬
及
び
火
葬
に
要

三
十

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
臨
時
の
医
療
施
設
に

す
る
経
費
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
係
る
臨
時
の
医
療
施

お
け
る
医
療
の
提
供
並
び
に
埋
葬
及
び
火
葬
に
要
す
る
経
費
並
び
に
新
型

設
に
お
け
る
医
療
の
提
供
、
損
失
の
補
償
若
し
く
は
実
費
の
弁
償
又
は
損

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
係
る
損
失
の
補
償
若
し
く
は
実
費
の
弁
償
又

害
の
補
償
に
要
す
る
経
費

は
損
害
の
補
償
に
要
す
る
経
費

三
十
一
～
三
十
五

（
略
）

三
十
一
～
三
十
五

（
略
）
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○

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
）

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
）

第
五
十
九
条

地
方
団
体
の
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体

第
五
十
九
条

地
方
団
体
の
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ

が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）

中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を

附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い

有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
を
い

う
。
附
則
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
六
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。

う
。
附
則
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
六
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
令
和
二
年
二
月
一

）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
令
和
二
年
二
月
一

日
以
後
に
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
の
事
業
に
つ
き
相
当
な
収
入
の
減

日
以
後
に
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
の
事
業
に
つ
き
相
当
な
収
入
の
減

少
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
事
実
が
あ
つ
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

少
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
事
実
が
あ
つ
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
事
実
（
次
項
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ

る
事
実
（
次
項
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ

る
事
業
収
入
の
減
少
等
の
事
実
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ

る
事
業
収
入
の
減
少
等
の
事
実
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
者
が
特
定
日
（
徴
収
の
猶
予
の
対
象
と
な
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の

れ
ら
の
者
が
特
定
日
（
徴
収
の
猶
予
の
対
象
と
な
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の

期
日
と
し
て
政
令
で
定
め
る
日
を
い
う
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で

期
日
と
し
て
政
令
で
定
め
る
日
を
い
う
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で

に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
地
方
団
体
の
徴
収
金
で
次
に
掲
げ
る
も
の
の

に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
地
方
団
体
の
徴
収
金
で
次
に
掲
げ
る
も
の
の

全
部
又
は
一
部
を
一
時
に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

全
部
又
は
一
部
を
一
時
に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
地
方
団
体
の

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
地
方
団
体
の

徴
収
金
の
納
期
限
内
に
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
者
の
申
請
（
地
方
団
体
の
長
に
お

徴
収
金
の
納
期
限
内
に
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
者
の
申
請
（
地
方
団
体
の
長
に
お

い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
地
方
団
体
の

い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
地
方
団
体
の

徴
収
金
の
納
期
限
後
に
さ
れ
た
申
請
を
含
む
。
）
に
基
づ
き
、
そ
の
納
期
限

徴
収
金
の
納
期
限
後
に
さ
れ
た
申
請
を
含
む
。
）
に
基
づ
き
、
そ
の
納
期
限

か
ら
一
年
以
内
の
期
間
（
第
二
号
に
掲
げ
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
い
て

か
ら
一
年
以
内
の
期
間
（
第
二
号
に
掲
げ
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
い
て

は
、
政
令
で
定
め
る
期
間
）
を
限
り
、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
全
部
又

は
、
政
令
で
定
め
る
期
間
）
を
限
り
、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
全
部
又

は
一
部
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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は
一
部
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）



- 72 -

○

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
抄
）
（

附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
は
、
病

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
は
、
新

原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一

に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能

号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症

を
い
う
。

を
い
う
。
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○

令
和
二
年
度
特
別
定
額
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
特
別
定
額
給
付
金
等
」
と
は
、
市
町

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
特
別
定
額
給
付
金
等
」
と
は
、
市
町

村
又
は
特
別
区
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

村
又
は
特
別
区
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世

措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項

界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に

に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同

報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て

じ
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
鑑
み
、
家
計
へ

同
じ
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
鑑
み
、
家
計

の
支
援
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
令
和
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（

へ
の
支
援
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
令
和
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
号
）
に
お
け
る
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
を
財
源
と
す

（
第
１
号
）
に
お
け
る
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
を
財
源
と

る
給
付
金

す
る
給
付
金

二

（
略
）

二

（
略
）



- 74 -

○

令
和
二
年
度
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等

」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
給
付
金
を
い
う
。

」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
給
付
金
を
い
う
。

一

都
道
府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉

一

都
道
府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務

所
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
、
新
型
コ

所
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機

平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及

た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
鑑
み
、
低
所
得
で
あ
る
ひ

及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
鑑
み
、
低
所
得
で
あ
る

と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
令
和
二
年
度
の
一
般
会

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
令
和
二
年
度
の
一
般

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
お
け
る
母
子
家
庭
等
対
策
費
補
助
金
を
財
源

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
お
け
る
母
子
家
庭
等
対
策
費
補
助
金
を
財

と
す
る
も
の

源
と
す
る
も
の

二

（
略
）

二

（
略
）
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○

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）
（

附
則
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
は
、
病

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
は
、
新

原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一

に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能

号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症

を
い
う
。

を
い
う
。

（
給
付
日
数
の
延
長
に
関
す
る
特
例
）

（
給
付
日
数
の
延
長
に
関
す
る
特
例
）

第
三
条

雇
用
保
険
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
（
以
下
こ

第
三
条

雇
用
保
険
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
同
法
第
二
十
二

の
条
に
お
い
て
「
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
同
法
第
二
十
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
就
職
が
困
難
な
受
給
資
格
者
以
外
の
も
の
（
同
法
第

条
第
二
項
に
規
定
す
る
就
職
が
困
難
な
受
給
資
格
者
以
外
の
も
の
（
同
法
第

二
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
個
別
延
長
給
付
又
は
同
法
附
則
第
五
条

二
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
個
別
延
長
給
付
又
は
同
法
附
則
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を

除
く
。
）
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

除
く
。
）
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
者
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
雇

定
め
る
者
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
雇

用
機
会
の
状
況
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
の
新
型
イ
ン

用
機
会
の
状
況
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ

二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
の
実
施

ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
雇

の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
雇
用
保
険
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

用
保
険
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再

に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職

就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項

認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
内
の
失
業
し
て
い

の
規
定
に
よ
る
期
間
内
の
失
業
し
て
い
る
日
（
同
法
第
十
五
条
第
二
項
に
規

る
日
（
同
法
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
失
業
の
認
定
を
受
け
た
日
に
限
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定
す
る
失
業
の
認
定
を
受
け
た
日
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
の
規
定
に

る
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
所
定
給
付
日
数
を
超
え
て
基
本
手

よ
る
所
定
給
付
日
数
を
超
え
て
基
本
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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○

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
他
の
法
律
の
適
用
の
特
例
）

（
他
の
法
律
の
適
用
の
特
例
）

第
三
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲

第
三
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲

げ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
同
表
の
第

げ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
同
表
の
第

二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

第
二
条
第
五
号

並
び
に
国
家
行

、
復
興
庁
並
び

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

第
二
条
第
四
号

並
び
に
国
家
行

、
復
興
庁
並
び

ン
ザ
等
対
策
特
別

イ

政
組
織
法

に
国
家
行
政
組

ン
ザ
等
対
策
特
別

イ

政
組
織
法

に
国
家
行
政
組

措
置
法
（
平
成
二

織
法

措
置
法
（
平
成
二

織
法

十
四
年
法
律
第
三

十
四
年
法
律
第
三

十
一
号
）

十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

参
照
条
文

目
次

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
抄
）

１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
抄
）

14

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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◎

検
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法
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昭
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六
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法
律
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号
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）

34
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・
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・
・
・
・
・
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・
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・
・
・
・
・
・
・
・
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◎

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
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法
律
第
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号
）
（
抄
）

38

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
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九
号
）
（
抄
）

39

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
（
抄
）

39

・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）

40

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

41

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）

42

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
（
抄
）

43

・
・

◎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
抄
）

44

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

令
和
二
年
度
特
別
定
額
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
（
抄
）

44

・
・

◎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）

44

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

令
和
二
年
度
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
（
抄
）

45

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
抄
）

45
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◎

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
抄
）

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
五
条
）

第
二
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
等
（
第
六
条
―
第
十
三
条
）

第
三
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
（
第
十
四
条
―
第
三
十
一
条
）

第
四
章

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置

第
一
節

通
則
（
第
三
十
二
条
―
第
四
十
四
条
）

第
二
節

ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
措
置
（
第
四
十
五
条
・
第
四
十
六
条
）

第
三
節

医
療
等
の
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
措
置
（
第
四
十
七
条
―
第
四
十
九
条
）

第
四
節

国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
に
関
す
る
措
置
（
第
五
十
条
―
第
六
十
一
条
）

第
五
章

財
政
上
の
措
置
等
（
第
六
十
二
条
―
第
七
十
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
五
条
）

第
七
章

罰
則
（
第
七
十
六
条
―
第
七
十
八
条
）

附
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
民
の
大
部
分
が
現
在
そ
の
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延
し
、
か

つ
、
こ
れ
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
け
る
措
置
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態

措
置
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す

る
法
律
と
相
ま
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
対
す
る
対
策
の
強
化
を
図
り
、
も
っ
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に
お
い
て
国
民
の
生
命
及
び
健

康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）
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第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
及
び
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
（
全
国
的

か
つ
急
速
な
ま
ん
延
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

二

（
略
）

三

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置

第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
時

か
ら
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
解
除
宣
言
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康

を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
並
び
に
指
定
公
共
機
関
及
び
指
定
地

方
公
共
機
関
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
を
い
う
。

四
～
七

（
略
）

（
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
）

第
三
条

国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
か
ら
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影

響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
と
き
は
、
自
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
し
、
並

び
に
地
方
公
共
団
体
及
び
指
定
公
共
機
関
が
実
施
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
全
体
と
し
て
万
全
の
態

勢
を
整
備
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
及
び
こ
れ
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
そ
の
他
の
医
薬
品
の
調
査
及
び
研
究
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

国
は
、
世
界
保
健
機
関
そ
の
他
の
国
際
機
関
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
そ
の
他
の
諸
外
国
と
の
国
際
的
な
連
携
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に

関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
係
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４

地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
と
き
は
、
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
的
対
処
方
針
に
基
づ
き
、
自
ら
そ
の
区
域
に
係
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
し
、
及
び
当
該
地
方
公
共
団
体
の
区
域
に
お
い
て
関
係
機
関
が
実
施
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
。

５
・
６

（
略
）

（
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
）

第
四
条

事
業
者
及
び
国
民
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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２
・
３

（
略
）

（
政
府
行
動
計
画
の
作
成
及
び
公
表
等
）

第
六
条

政
府
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
に
備
え
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
政
府
行
動
計
画
」
と
い
う
。

）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
行
動
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

二

国
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
に
関
す
る
事
項

イ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
及
び
感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
動
物
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
外
国
及
び
国
内
に
お
け
る
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
情
報
収
集

ロ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
情
報
の
地
方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機
関
、
事
業
者
及
び
国
民
へ
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
提
供

ハ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
国
内
に
お
い
て
初
め
て
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
第
十
六
条
第
八
項
に
規
定
す
る
政
府
現
地
対
策
本
部
に
よ
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
総
合
的
な
推
進

ニ

検
疫
、
第
二
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
接
種
の
実
施
そ
の
他
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
措
置

ホ

医
療
の
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
の
総
合
調
整

ヘ

生
活
関
連
物
資
の
価
格
の
安
定
の
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
に
関
す
る
措
置

三
～
七

（
略
）

３
・
４

（
略
）

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
行
動
計
画
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

者
そ
の
他
の
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
～
８

（
略
）

（
都
道
府
県
行
動
計
画
）

第
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
政
府
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
都
道

府
県
行
動
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
行
動
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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一

当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
事
項

二

都
道
府
県
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
に
関
す
る
事
項

イ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
都
道
府
県
内
に
お
け
る
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
情
報
収
集
並
び
に
調
査

ロ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
情
報
の
市
町
村
、
指
定
地
方
公
共
機
関
、
医
療
機
関
、
事
業
者
及
び
住
民
へ
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
提
供

ハ

感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
の
要
請
そ
の
他
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
措
置

ニ

医
療
従
事
者
の
確
保
そ
の
他
の
医
療
の
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
措
置

ホ

物
資
の
売
渡
し
の
要
請
そ
の
他
の
住
民
の
生
活
及
び
地
域
経
済
の
安
定
に
関
す
る
措
置

三

市
町
村
及
び
指
定
地
方
公
共
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
行
動
計
画
及
び
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
計
画
を
作
成
す
る
際
の

基
準
と
な
る
べ
き
事
項

四

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
事
項

五

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
関
し
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３
～
６

（
略
）

７

都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
行
動
計
画
を
作
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
行
政
機
関
の
長
（
当
該
指
定
行
政
機
関
が
合
議
制
の
機
関

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
行
政
機
関
。
以
下
同
じ
。
）
、
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
、
地
方
公
共
団
体
の
長
等
、
指
定
公
共
機
関
、
指
定
地
方
公
共

機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
、
意
見
の
陳
述
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
行
動
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９

（
略
）

（
市
町
村
行
動
計
画
）

第
八
条

市
町
村
長
は
、
都
道
府
県
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
市
町
村
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
市
町
村

行
動
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
行
動
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
市
町
村
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
事
項

二

市
町
村
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
に
関
す
る
事
項

イ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
情
報
の
事
業
者
及
び
住
民
へ
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
提
供
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ロ

住
民
に
対
す
る
予
防
接
種
の
実
施
そ
の
他
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
措
置

ハ

生
活
環
境
の
保
全
そ
の
他
の
住
民
の
生
活
及
び
地
域
経
済
の
安
定
に
関
す
る
措
置

三

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
事
項

四

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
市
町
村
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
関
し
市
町
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３
～
６

（
略
）

７

第
六
条
第
五
項
及
び
前
条
第
七
項
の
規
定
は
、
市
町
村
行
動
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

（
略
）

（
指
定
公
共
機
関
及
び
指
定
地
方
公
共
機
関
の
業
務
計
画
）

第
九
条

指
定
公
共
機
関
又
は
指
定
地
方
公
共
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
政
府
行
動
計
画
又
は
都
道
府
県
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
業
務
に
関
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
に
関
す
る
業
務
計
画
（
以
下
「
業
務
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

業
務
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
指
定
公
共
機
関
又
は
指
定
地
方
公
共
機
関
が
実
施
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
内
容
及
び
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
事
項

三

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

３
・
４

（
略
）

５

第
七
条
第
七
項
の
規
定
は
、
業
務
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

（
略
）

（
知
識
の
普
及
等
）

第
十
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
関
す
る
知
識
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
国
民
に
対
す
る
啓
発
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
等
に
関
す
る
報
告
）
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第
十
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
と
認

め
た
旨
を
公
表
す
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
、
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か
か
っ
た
場
合
の

病
状
の
程
度
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
府
対
策
本
部
の
所
掌
事
務
）

第
十
七
条

政
府
対
策
本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

指
定
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
及
び
指
定
公
共
機
関
が
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
的
対
処
方
針
に
基
づ
き
実
施
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
対
策
本
部
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務

（
基
本
的
対
処
方
針
）

第
十
八
条

政
府
対
策
本
部
は
、
政
府
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
基
本
的
な
対
処
の
方
針
（
以
下
「
基
本
的
対
処
方
針
」
と
い
う
。
）

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

基
本
的
対
処
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
状
況
に
関
す
る
事
実

二

当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
全
般
的
な
方
針

三

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

３

（
略
）

４

政
府
対
策
本
部
長
は
、
基
本
的
対
処
方
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
感
染
症
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験

者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
で
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
意
見
を
聴
く
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

（
略
）

（
政
府
対
策
本
部
長
の
権
限
）

第
二
十
条

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
基
本
的
対
処
方
針
に
基

づ
き
、
指
定
行
政
機
関
の
長
及
び
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
並
び
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
権
限
を
委
任
さ
れ
た
当
該
指
定
行
政
機
関
の
職
員
及
び
当
該
指
定
地
方
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行
政
機
関
の
職
員
、
都
道
府
県
の
知
事
そ
の
他
の
執
行
機
関
（
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
指
定
公
共
機
関
に
対
し
、
指
定
行
政
機
関
、
都

道
府
県
及
び
指
定
公
共
機
関
が
実
施
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

３

政
府
対
策
本
部
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
全
部
又
は
一
部
を
政
府
対
策
副
本
部
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

政
府
対
策
本
部
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
任
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
府
対
策
本
部
の
廃
止
）

第
二
十
一
条

政
府
対
策
本
部
は
、
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
、
感
染
症
法
第
六
条
第
六
項
第

一
号
に
掲
げ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
に
比
し
て
お
お
む
ね
同
程
度
以
下
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
き
、
又
は
感
染
症
法

第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
、
若
し
く
は
感
染
症
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
政
令
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
に
、
廃
止
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

（
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
使
用
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

特
定
検
疫
港
等
に
お
い
て
検
疫
を
行
う
検
疫
所
長
（
第
七
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
検
疫
所
長
」
と
い
う
。
）
は
、
特
定
検
疫
港
等
に
お
い
て
検
疫
を

さ
れ
る
べ
き
者
が
増
加
し
、
停
留
を
行
う
た
め
の
施
設
の
不
足
に
よ
り
停
留
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
検
疫
を
適
切
に
行
う

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
で
あ
っ
て
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
若
し
く
は
宿
泊
施
設
（
特
定
検
疫
港
等
の
周
辺
の
区
域
で
あ
っ
て
、
特
定
検
疫
港
等
か
ら

の
距
離
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
内
に
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管

理
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
検
疫
法
第
十
六
条
第
二
項
（
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

若
し
く
は
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
同
意
を
し
な
い
と
き
、
又
は
当
該
特
定
病
院
等
の
管

理
者
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
同
項
若
し
く
は
同
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
で
き
ず
、
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
同
意
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
同
項
又
は
同
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
四
条
の
四
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
せ
ず
、
又
は
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
同
意
を
得
な
い
で
、
当
該
特
定
病
院
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

（
略
）
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（
医
療
等
の
実
施
の
要
請
等
）

第
三
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
患
者
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者

（
以
下
「
患
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
医
療
関
係
者

（
以
下
「
医
療
関
係
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
そ
の
場
所
及
び
期
間
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
示
し
て
、
当
該
患
者
等
に
対
す
る
医
療
を
行
う
よ
う
要
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
略
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
等
）

第
三
十
二
条

政
府
対
策
本
部
長
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
（
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
国
内
で
発
生
し
、
そ
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
生
活
及
び
国
民

経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
態
（
以
下
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態

」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
の
公
示
（
第
五
項
及
び
第
三
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
」
と
い
う
。
）
を
し
、
並
び
に
そ
の
旨
及
び
当
該
事
項
を
国
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
を
実
施
す
べ
き
期
間

二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
（
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
除
く
。
）
を
実
施
す
べ
き
区
域

三

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
の
概
要

２
～
６

（
略
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
要
請
等
）

第
四
十
五
条

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健

康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
都
道
府
県
の
住
民
に
対
し
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
潜
伏
期
間
及
び
治
癒
ま
で
の
期
間
並
び
に
発
生
の
状
況
を
考
慮
し
て
当
該
特
定
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
期
間
及
び
区
域
に
お
い
て
、
生
活
の

維
持
に
必
要
な
場
合
を
除
き
み
だ
り
に
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
の
防
止

に
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護

し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
潜
伏
期
間
及
び
治
癒
ま
で
の
期
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間
を
考
慮
し
て
当
該
特
定
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
期
間
に
お
い
て
、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
（
通
所
又
は
短
期
間
の
入
所
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

）
、
興
行
場
（
興
行
場
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
興
行
場
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
多
数
の
者
が
利

用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
又
は
当
該
施
設
を
使
用
し
て
催
物
を
開
催
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
施
設
管
理
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
施
設
の
使
用

の
制
限
若
し
く
は
停
止
又
は
催
物
の
開
催
の
制
限
若
し
く
は
停
止
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

施
設
管
理
者
等
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延

を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
当
該

施
設
管
理
者
等
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
臨
時
の
医
療
施
設
等
）

第
四
十
八
条

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
特
定
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
が
不
足
し
、
医
療
の
提
供
に
支
障
が
生
ず
る
と
認
め

る
場
合
に
は
、
そ
の
都
道
府
県
行
動
計
画
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
患
者
等
に
対
す
る
医
療
の
提
供
を
行
う
た
め
の
施
設
（
第
四
項
に
お
い
て
「
医
療
施
設
」

と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
特
定
都
道
府
県
知
事
が
臨
時
に
開
設
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
臨
時
の
医
療
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
医
療

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
特
定
市
町
村
長

が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
同
法
に
準
拠
し
て
、
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
の
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
及
び
消
火
活
動
上
必
要
な
施
設

の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、
そ
の
他
当
該
臨
時
の
医
療
施
設
に
お
け
る
災
害
を
防
止
し
、
及
び
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
五
条
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
七

十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
特
定
都
道
府
県
知
事
が
行
う
医
療
施
設
の
応
急
の
修
繕
及
び
臨
時
の
医
療
施
設
の
建
築
に
つ
い
て
、
建
築
基
準

法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
本
文
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
特
定
都
道
府
県
知
事
が
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
臨
時
の
医
療
施
設
と
し
て
使
用
す
る
場

合
に
お
け
る
当
該
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
非
常
災
害
が
あ
つ
た
」
と
あ
る

の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急

事
態
宣
言
が
さ
れ
た
」
と
、
「
非
常
災
害
区
域
等
（
非
常
災
害
が
発
生
し
た
区
域
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
特
定
行
政
庁
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
第
八
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十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
」
と
、
同
項
及
び
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
そ
の
災
害
が
発

生
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
日
」
と
、
同
項
中
「
非
常
災
害
が
あ
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
」
と
、
「
非
常
災
害
区
域
等
」
と
あ
る

の
は
「
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
」
と
、
景
観
法
第
七
十
七
条
第
一
項
中
「
非
常
災
害
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
」
と
、
「
そ
の
発
生
し
た
区

域
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
市
町
村
長
が
指
定
す
る
も
の
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
」
と
、
「
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日
」
と
あ
る

の
は
「
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
章
の
規
定
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

６

特
定
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
病
院
を
開
設
し
た
者
又
は
医
療
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
及
び
臨
床
研
修
等
修
了
歯
科
医
師

で
な
い
者
で
特
定
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
診
療
所
を
開
設
し
た
も
の
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
医
療
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
病
床
数
そ
の
他
同
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
医
療
の
提
供
を
行
う
期
間
（
六
月

以
内
の
期
間
に
限
る
。
）
に
限
り
、
同
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
は
、
当
該
医
療
の
提
供
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
の
特

定
都
道
府
県
知
事
（
診
療
所
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特

別
区
の
区
長
）
に
当
該
変
更
の
内
容
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
地
等
の
使
用
）

第
四
十
九
条

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
特
定
都
道
府
県
の
区
域
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
に
当
た
り
、
臨
時
の
医
療
施
設
を

開
設
す
る
た
め
、
土
地
、
家
屋
又
は
物
資
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
当
該
土
地
等
の
所
有
者
及
び
占
有
者
の
同
意
を
得
て
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
同
意
を
し
な
い
と
き
、
又
は
土
地
等
の
所
有
者
若
し
く
は
占
有
者
の

所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
同
項
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
を
開
設
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
意
を
得
な
い
で
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
損
失
補
償
等
）

第
六
十
二
条

国
及
び
都
道
府
県
は
、
第
二
十
九
条
第
五
項
、
第
四
十
九
条
又
は
第
五
十
五
条
第
二
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
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除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
処
分
に
よ
り
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
及
び
都
道
府
県
は
、
第
三
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
第
四
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
要

請
に
応
じ
、
又
は
第
三
十
一
条
第
三
項
（
第
四
十
六
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
従
っ
て
患
者
等
に
対

す
る
医
療
等
を
行
う
医
療
関
係
者
に
対
し
て
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
実
費
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
の
実
施
に
関
し
必
要
な
手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
等
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
）

第
六
十
五
条

法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
措
置
に
要

す
る
費
用
は
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
者
が
支
弁
す
る
。

（
特
定
市
町
村
長
が
特
定
都
道
府
県
知
事
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
う
場
合
の
費
用
の
支
弁
）

第
六
十
八
条

特
定
都
道
府
県
は
、
特
定
都
道
府
県
知
事
が
第
四
十
八
条
第
二
項
又
は
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
措
置
の
実
施
に
関

す
る
事
務
の
一
部
を
特
定
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
特
定
市
町
村
長
に
よ
る
当
該
措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
す
る
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
特

定
市
町
村
長
が
行
う
こ
と
と
し
た
と
き
、
又
は
特
定
都
道
府
県
が
当
該
措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
特
定
市
町
村
に
当
該

措
置
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
一
時
的
に
立
て
替
え
て
支
弁
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
等
の
負
担
）

第
六
十
九
条

国
は
、
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
二
項
、
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
額
を
負
担
す
る
。

一

当
該
費
用
の
総
額
が
、
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
会
計
年
度
（
次
号
に
お
い
て
「
当
該
年

度
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
の
標
準
税
収
入
（
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
条

第
四
項
に
規
定
す
る
標
準
税
収
入
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
百
分
の
二
に
相
当
す
る
額
以
下
の
場
合

当
該
費
用
の
総
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当

す
る
額
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二

当
該
費
用
の
総
額
が
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
の
標
準
税
収
入
の
百
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
場
合

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合

計
額

イ

当
該
費
用
の
総
額
の
う
ち
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
の
標
準
税
収
入
の
百
分
の
二
の
部
分
の
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額

ロ

当
該
費
用
の
総
額
の
う
ち
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
の
標
準
税
収
入
の
百
分
の
二
を
超
え
、
百
分
の
四
以
下
の
部
分
の
額
の
百
分
の
八
十
に
相

当
す
る
額

ハ

当
該
費
用
の
総
額
の
う
ち
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
の
標
準
税
収
入
の
百
分
の
四
を
超
え
る
部
分
の
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額

２
・
３

（
略
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
国
の
財
政
上
の
措
置
）

第
七
十
条

国
は
、
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
予
防
接
種
の
実
施
そ
の
他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
支
弁
す

る
費
用
に
対
し
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
公
用
令
書
の
交
付
）

第
七
十
一
条

第
二
十
九
条
第
五
項
、
第
四
十
九
条
第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定

に
よ
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
特
定
検
疫
所
長
、
特
定
都
道
府
県
知
事
並
び
に
指
定
行
政
機
関
の
長
及
び
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
公
用
令
書
を
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
土
地
の
使
用
に
際
し
て
公
用
令
書
を
交
付
す
べ
き
相
手
方
の
所
在
が
不
明
で
あ

る
場
合
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
事
後
に
交
付
す
れ
ば
足
り
る
。

２

（
略
）

（
立
入
検
査
等
）

第
七
十
二
条

特
定
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
は
、
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
土
地
等
を
使
用
し
、
又
は
第

五
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
物
資
を
収
用
し
、
若
し
く
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
物
資
の
保
管
を
命
ず

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
当
該
土
地
若
し
く
は
家
屋
又
は
当
該
物
資
若
し
く
は
当
該
特
定
物
資
の
所
在
す
る
場
所
若
し
く
は
当
該
特
定
物
資
を

保
管
さ
せ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
当
該
土
地
、
家
屋
、
物
資
又
は
特
定
物
資
の
状
況
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
定
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
は
、
第
五
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
物
資
を
保
管

さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
保
管
を
命
じ
た
者
に
対
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
当
該
特
定
物
資
を
保
管
さ
せ
て
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
当
該
特
定
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物
資
の
保
管
の
状
況
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
都
道
府
県
又
は
指
定
行
政
機
関
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政
機
関
の
職
員
が
立
ち
入
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
そ
の
旨
を
そ
の
場
所
の
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
特
別
区
に
つ
い
て
の
こ
の
法
律
の
適
用
）

第
七
十
三
条

こ
の
法
律
（
第
四
十
八
条
第
七
項
を
除
く
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
特
別
区
は
、
市
と
み
な
す
。

第
七
十
六
条

第
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
都
道
府
県
知
事
の
命
令
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
行
政
機
関
の
長
若
し
く
は
指
定
地
方
行
政

機
関
の
長
の
命
令
に
従
わ
ず
、
特
定
物
資
を
隠
匿
し
、
損
壊
し
、
廃
棄
し
、
又
は
搬
出
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
七
条

第
七
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附

則

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
特
例
）

第
一
条
の
二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界

保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ

い
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
号
。
同
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行

の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
み
な
し
て

、
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含
む
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
中
「
と
き
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
き
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体

が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る

こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
高
い
と
認
め
る
と
き
）
」
と
す
る
。
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３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
法
の
施
行
前
に
作
成
さ
れ
た
政
府
行
動
計
画
、
都
道
府
県
行
動
計
画
、
市
町
村
行
動
計
画
及

び
業
務
計
画
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
行
動
計
画
等
」
と
い
う
。
）
に
定
め
ら
れ
て
い
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事
項
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
含
む
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
事
項
と
し
て
行
動
計
画
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

◎

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
抄
）

目
次前

文
第
一
章
～
第
十
一
章

（
略
）

第
十
二
章

費
用
負
担
（
第
五
十
七
条
―
第
六
十
三
条
）

第
十
三
章
・
第
十
四
章

（
略
）

附
則

（
定
義
等
）

第
六
条

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
二
類
感
染
症
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
感
染
性
の
疾
病
を
い
う
。

一
～
五

（
略
）

六

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
病
原
体
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
て
そ
の
血
清
亜
型
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
の
病
原
体
に
変
異
す
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
の
血
清
亜
型
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
五
項
第
七
号
に
お
い
て
「
特
定
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
い
う
。
）

４
～
６

（
略
）

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
感
染
性
の
疾
病
を
い
う
。

一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
新
た
に
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
体
と
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
て
、
一
般

に
国
民
が
当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
感
染
症
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
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二

再
興
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
か
つ
て
世
界
的
規
模
で
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
て
そ
の
後
流
行
す
る
こ
と
な
く
長
期
間
が
経
過
し
て
い
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
が
再
興
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に
現
在
の
国
民
の
大
部
分
が
当
該
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
当
該
感
染
症
の
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。

）

８

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
指
定
感
染
症
」
と
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
性
の
疾
病
（
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
感
染
症
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
第
三
章
か
ら
第
七
章
ま
で
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
準
用
し
な
け
れ
ば
、
当
該
疾
病
の
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及

び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

９

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
感
染
症
」
と
は
、
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
で
あ
っ
て
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
性
の
疾
病
と
そ
の
病
状
又
は

治
療
の
結
果
が
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
、
当
該
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
疾
病
の
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及

び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。

～

（
略
）

10

24
（
指
定
感
染
症
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
準
用
）

第
七
条

指
定
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
一
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
次
条
、
第
三
章
か
ら
第
七
章
ま
で
、
第
十
章
、

第
十
二
章
及
び
第
十
三
章
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
準
用
す
る
。

２
・
３

（
略
）

（
基
本
指
針
）

第
九
条

（
略
）

２

（
略
）

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
基
本
指
針
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

（
略
）

（
医
師
の
届
出
）

第
十
二
条

医
師
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
診
断
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
直
ち
に
そ
の
者
の
氏
名
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、
年
齢
、
性
別
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
七
日
以
内
に
そ
の
者
の
年
齢
、
性
別
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
を
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
直
ち
に
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も

の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
内
に
当
該
届
出
の
内
容
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の
内
容
を
、
そ
の
者
の
居

住
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

５

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も

の
に
つ
い
て
は
直
ち
に
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

期
間
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
医
師
が
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
者
（
当
該
感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
と
疑
わ
れ
る
者
を
含

む
。
）
の
死
体
を
検
案
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
獣
医
師
の
届
出
）

第
十
三
条

獣
医
師
は
、
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
う
ち
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
マ
ー
ル
ブ

ル
グ
病
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
ご
と
に
当
該
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
サ
ル
そ
の
他
の
動
物
に
つ
い
て

、
当
該
動
物
が
当
該
感
染
症
に
か
か
り
、
又
は
か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
診
断
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該
動
物
の
所
有
者
（
所
有
者
以
外
の
者
が
管
理

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
最
寄
り
の
保
健
所
長
を
経
由
し
て
都
道

府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
動
物
が
実
験
の
た
め
に
当
該
感
染
症
に
感
染
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
政
令
で
定
め
る
動
物
の
所
有
者
は
、
獣
医
師
の
診
断
を
受
け
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
動
物
が
同
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
に
か
か
り
、
又
は
か

か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
動
物
が
実
験
の
た
め
に
当
該
感
染
症
に

感
染
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
直
ち
に
、
当
該
届
出
の
内
容
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
管
轄
す
る
区
域
外
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
動
物
に
つ
い
て
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該

届
出
の
内
容
を
、
当
該
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５

第
一
項
及
び
前
二
項
の
規
定
は
獣
医
師
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
動
物
の
死
体
に
つ
い
て
当
該
動
物
が
同
項
の
政
令
で
定
め
る
感
染
症
に
か
か
り
、
又
は
か

か
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
検
案
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
前
三
項
の
規
定
は
所
有
者
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
動
物
の
死
体
に
つ
い
て
当
該
動
物
が
同
項
の
政

令
で
定
め
る
感
染
症
に
か
か
り
、
又
は
か
か
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
）

第
十
四
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
届
出
機
関
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
届
出
機
関
の
医

師
が
前
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
患
者
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
若
し
く
は
前
項
の
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
若
し
く
は
五
類
感
染
症
の
疑
似
症
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
患
者
を

診
断
し
、
又
は
同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
体
を
検
案
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
患
者
又
は
当
該
死
亡
し
た
者
の
年
齢
、
性
別
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
指
定
届
出
機
関
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
届
出
の
内
容
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
・
５

（
略
）

第
十
四
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
検
査
の
結
果
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
～
７

（
略
）

（
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
調
査
）

第
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
必
要
な
調
査
と
し
て
当
該
職
員
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
当
該
各
号
に
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定
め
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
さ
せ
、
又
は
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
又
は
後
見
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
当
該
各
号

に
掲
げ
る
者
に
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
十
二

（
略
）

４

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
当
該
職
員
が
採

取
し
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）

６

一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
、
五
類
感
染
症
若
し
く
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
若
し
く
は
無

症
状
病
原
体
保
有
者
、
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
又
は
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
若
し
く
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
若
し
く
は
管
理
者
そ

の
他
の
関
係
者
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
必
要
な
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
一
項
及
び
第
二
項
の
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
質
問
又
は
必
要
な
調
査
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
・

（
略
）

10第
七
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

11

第
七
項
の
証
明
書
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

12
（
検
疫
所
長
と
の
連
携
）

第
十
五
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
七
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
職
員
に
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
条
の
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
十
五
条
第
七
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
職
員
に
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
協
力
の
要
請
）

第
十
六
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
は
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
感
染
症
の
患
者
の
病
状
、
数
そ
の
他
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
該
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
に
対
し
、
当
該
措
置
の
実
施
に
対
す
る
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
入
院
）

第
十
九
条

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
感
染
症
の
患
者
に
対
し
特
定
感
染
症
指
定
医
療

機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
、
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
当
該
患
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所

で
あ
っ
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
し
、
又
は
当
該
患
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
勧
告
に
係
る
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
適
切
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
理
解
を
得

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
勧
告
に
係
る
患
者
を
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又

は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
以
外
の
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
っ
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の
）
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
係
る
入
院
の
期
間
は
、
七
十
二
時
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
を
、
当
該
患
者
が
入
院
し

て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
以
外
の
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
っ
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
係
る
入
院
の
期
間
と
前
項
の
規
定
に
係
る
入
院
の
期
間
と
を
合
算
し
た
期
間
は
、
七
十
二
時
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

７

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病
院

又
は
診
療
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
つ
い
て
置
か
れ
た
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条

都
道
府
県
知
事
は
、
一
類
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
感
染
症
の
患
者
で
あ
っ
て
前
条
の
規
定
に
よ
り

入
院
し
て
い
る
も
の
に
対
し
十
日
以
内
の
期
間
を
定
め
て
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
、
又
は
そ
の
保
護
者

に
対
し
当
該
入
院
に
係
る
患
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
十
日
以

内
の
期
間
を
定
め
て
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
で
あ
っ
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
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適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
し
、
又
は
当
該
患
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
十
日
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に
係
る
患
者
を
特

定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し

く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
っ
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の
）
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
を
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
た

と
き
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
以
外
の
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
っ
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が

適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
三
項
の
規
定
に
係
る
入
院
の
期
間
の
経
過
後
、
当
該
入
院
に
係
る
患
者
に
つ
い
て
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

十
日
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
入
院
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
延
長
に
係
る
入
院
の
期
間
の
経
過
後
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
期
間
を
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
患
者
が
入
院

し
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
つ
い
て
置
か
れ
た
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
、
適
切
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
理
解
を
得
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
職
員
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
患
者

又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
意
見
を
述
べ
る
べ
き
日
時
、
場
所
及
び
そ
の
勧
告
の
原
因
と
な
る
事
実
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
当
該
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
代
理
人
を
出
頭
さ
せ
、
か
つ
、
自
己
に
有
利
な
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
を
聴
取
し
た
者
は
、
聴
取
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
移
送
）

第
二
十
一
条

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
す
る
患
者
を
、
当
該
入
院
に
係
る
病
院
又
は
診
療
所

に
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
退
院
）

第
二
十
二
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
に
つ
い
て
、
当
該
入
院
に
係
る
一
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有

し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
入
院
し
て
い
る
患
者
を
退
院
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
に
つ
い
て
、
当
該
入
院
に
係
る
一
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
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有
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
患
者
の
退
院
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
退
院
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
患
者
に
つ
い
て
、
当
該
入
院
に
係
る
一
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
確
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
最
小
限
度
の
措
置
）

第
二
十
二
条
の
二

第
十
六
条
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
措
置
は
、
感
染
症
を
公
衆
に
ま
ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
、
感
染
症
に
か
か
っ

た
場
合
の
病
状
の
程
度
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
書
面
に
よ
る
通
知
）

第
二
十
三
条

第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
の
勧
告
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
健
康
診
断
の
措
置
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
勧
告
、
第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
条
第
二
項
及

び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
期
間
の
延
長
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
都
道
府
県
知
事
に
対
す
る
苦
情
の
申
出
）

第
二
十
四
条
の
二

第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
当
該
患
者
が
受
け
た
処
遇
に
つ
い
て
、
文
書
又
は

口
頭
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
苦
情
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
が
口
頭
で
同
項
の
苦
情
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
指
定
す
る
職
員
に
そ
の
内
容

を
聴
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
苦
情
の
申
出
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
誠
実
に
処
理
し
、
処
理
の
結
果
を
苦
情
の
申
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
の
特
例
）

第
二
十
五
条

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
も
の
又
は
そ
の
保
護
者

は
、
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
入
院
の
措
置
に
つ
い
て
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
（
再
審
査
請
求
及
び
再
々
審
査
請
求
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を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
日
以
内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も
の
又
は
そ
の
保
護
者
が
、
厚

生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
入
院
し
て
い
る
患
者
が
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
五
日
以
内
に
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
当
該
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
な
い
も
の
又
は
そ
の
保
護
者
が
、
都

道
府
県
知
事
に
審
査
請
求
を
し
、
か
つ
、
当
該
入
院
し
て
い
る
患
者
の
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
直
ち
に
、
事
件
を
厚
生

労
働
大
臣
に
移
送
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
審
査
請
求
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
事
件
が
移
送
さ
れ
た
と
き
は
、
は
じ
め
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
裁
決
又
は
第
三
項
の
裁
決
（
入
院
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
患
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
機
関
を
い
う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
十
九
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二

章
第
四
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
準
用
）

第
二
十
六
条

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
及
び
前
条
の
規
定
は
、
二
類
感
染
症
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一

種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第

十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
中
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、

第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
移
送
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
一
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
二
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て

い
な
い
こ
と
若
し
く
は
当
該
感
染
症
の
症
状
が
消
失
し
た
こ
と
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
」
と
、
同
条
第
四
項

中
「
一
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
あ
る
の
は
「
二
類
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
若
し
く
は
当
該
感
染
症
の
症

状
が
消
失
し
た
か
ど
う
か
、
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
必
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要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
結
核
患
者
に
係
る
入
院
に
関
す
る
特
例
）

第
二
十
六
条
の
二

結
核
患
者
に
対
す
る
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
第
七
項
中
「

当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
患
者
の
居
住
地
」
と
、
第
二
十
条
第
一
項
本
文
中
「
十
日
以
内
」
と
あ
る
の
は

「
三
十
日
以
内
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
十
日
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
十
日
以
内
（
第
一
項
本
文
の
規
定
に
係
る
入
院
に
あ
っ
て
は
、
三
十
日
以
内
）
」
と
、
同

条
第
五
項
中
「
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
患
者
の
居
住
地
」
と
す
る
。

（
入
院
患
者
の
医
療
）

第
三
十
七
条

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
知
事
が
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第

四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
の
勧
告
又
は
入
院
の
措
置
を
実
施
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
入
院
に
係
る
患
者
（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
含
む
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
患
者
が
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
受
け
る
次
に
掲
げ
る
医
療
に
要
す

る
費
用
を
負
担
す
る
。

一
～
四

（
略
）

２

都
道
府
県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
患
者
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
又
は
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
七
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
扶
養
義

務
者
が
前
項
の
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
同
項
の
規

定
に
よ
る
負
担
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

（
略
）

（
緊
急
時
等
の
医
療
に
係
る
特
例
）

第
四
十
二
条

都
道
府
県
は
、
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
入
院
し
た
患
者
（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
か
ら
第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
を
受
け
た
場
合
又
は
そ
の
区
域
内
に
居
住
す
る

結
核
患
者
（
第
二
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
た
患
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
結
核
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
（
第
六
条
第
十
六
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。

）
若
し
く
は
薬
局
か
ら
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
医
療
に
要
し
た
費
用
に
つ
き
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、
当
該
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
の
申
請
に
よ
り
、
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
負
担
す
る
額
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額

の
療
養
費
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
た
患
者
が
感

染
症
指
定
医
療
機
関
か
ら
第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
医
療
を
受
け
た
場
合
又
は
そ
の
区
域
内
に
居
住
す
る
結
核
患
者
が
結
核
指
定
医
療
機
関
か
ら
第
三

十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
医
療
が
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
第
三
十
七

条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
申
請
を
し
な
い
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

（
略
）

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
及
び
実
施
す
る
措
置
等
に
関
す
る
情
報
の
公
表
）

第
四
十
四
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
が
発
生
し
た
と
認
め
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
及
び
発
生
し
た
地
域
を
公
表
す

る
と
と
も
に
、
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
公
表
を
行
う
ほ
か
、
病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
の
血
清
亜
型
及
び
検
査
方
法
、
症
状

、
診
断
及
び
治
療
並
び
に
感
染
の
防
止
の
方
法
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
発
生
の
予
防
又
は
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に

必
要
な
情
報
を
新
聞
、
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
逐
次
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
）

第
四
十
四
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
を
考
慮
し
て
定
め
た
期
間
内

に
お
い
て
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
た
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出

し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
当
該
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
又
は
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
食
事
の
提
供
、
日
用
品
の
支
給
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
又
は
物
品
の
支
給
（
次
項
に
お
い
て
「
食
事
の
提
供
等
」
と
い
う
。
）
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）
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（
建
物
に
係
る
措
置
等
の
規
定
の
適
用
）

第
四
十
四
条
の
四

国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
二
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
期
間
に
限
り
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
を
一
類
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
一
条

か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
並
び
に
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
十
二
章
及
び
第
十
三
章
の
規
定
（
第
二
十
八
条
又
は
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十

三
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
措
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
４

（
略
）

（
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
の
入
院
）

第
四
十
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
に
対
し
十
日
以
内
の
期

間
を
定
め
て
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
、
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
当
該
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院
で
あ
っ
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と

認
め
る
も
の
に
入
院
し
、
又
は
当
該
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
７

（
略
）

（
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
協
力
）

第
五
十
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

新
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当
な
理
由
の
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
新
感
染
症
の
潜
伏
期
間
と
想
定
さ
れ
る
期
間
を
考
慮
し
て
定
め
た
期
間
内

に
お
い
て
、
当
該
者
の
体
温
そ
の
他
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
新
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
を
求
め
た
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
、
当
該
者
の
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
か
ら
外
出
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の

当
該
新
感
染
症
の
感
染
の
防
止
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
又
は
協
力
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示
）
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第
五
十
一
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県

知
事
に
対
し
、
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
第
一
項
若

し
く
は
第
四
項
、
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

（
新
感
染
症
の
政
令
に
よ
る
指
定
）

第
五
十
三
条

国
は
、
新
感
染
症
に
係
る
情
報
の
収
集
及
び
分
析
に
よ
り
、
当
該
新
感
染
症
の
固
有
の
病
状
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
感
染
症
及
び
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
一
年
以
内
の
政
令
で
定

め
る
期
間
に
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
類
感
染
症
及
び
一
類
感
染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
、
第
十
章
、
第
十
二
章
及
び
第
十
三
章
の
規
定

の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

（
定
期
の
健
康
診
断
）

第
五
十
三
条
の
二

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
者
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
二
章
に
お
い
て
「
事

業
者
」
と
い
う
。
）
、
学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
含
み
、
修
業
年
限
が
一
年
未
満
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
又
は
矯
正
施
設
そ
の
他
の
施

設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
二
章
に
お
い
て
「
施
設
」
と
い
う
。
）
の
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
事
業
者
の
行
う
事
業
に
お
い
て
業
務
に
従

事
す
る
者
、
当
該
学
校
の
学
生
、
生
徒
若
し
く
は
児
童
又
は
当
該
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
（
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
な
い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
政

令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
、
政
令
で
定
め
る
定
期
に
お
い
て
、
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
結
核
に
係
る
定
期
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

保
健
所
長
は
、
事
業
者
（
国
、
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
を
除
く
。
）
又
は
学
校
若
し
く
は
施
設
（
国
、
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置

す
る
市
又
は
特
別
区
の
設
置
す
る
学
校
又
は
施
設
を
除
く
。
）
の
長
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
の
健
康
診
断
の
期
日
又
は
期
間
の
指
定
に
関
し
て
指
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
長
は
、
そ
の
管
轄
す
る
区
域
内
に
居
住
す
る
者
（
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
な
い
者
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
第
一
項
の
健
康
診
断
の
対
象
者
以
外
の

者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
、
政
令
で
定
め
る
定
期
に
お
い
て
、
保
健
所
長
（
特
別
区
及
び
保
健
所
を
設
置
す
る
市
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知

事
）
の
指
示
を
受
け
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
結
核
に
係
る
定
期
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５

（
略
）
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（
通
報
又
は
報
告
）

第
五
十
三
条
の
七

健
康
診
断
実
施
者
は
、
定
期
の
健
康
診
断
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
健
康
診
断
（
第
五
十
三
条
の
四
又
は
第
五
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
診

断
書
そ
の
他
の
文
書
の
提
出
を
受
け
た
健
康
診
断
を
含
む
。
）
に
つ
き
、
受
診
者
の
数
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
健
康
診
断
を
行
っ
た
場
所

を
管
轄
す
る
保
健
所
長
（
そ
の
場
所
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
内
で
あ
る
と
き
は
、
保
健
所
長
及
び
市
長
又
は
区
長
）
を
経
由
し
て
、
都
道

府
県
知
事
に
通
報
又
は
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
輸
入
届
出
）

第
五
十
六
条
の
二

動
物
（
指
定
動
物
を
除
く
。
）
の
う
ち
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
又
は
動
物
の

死
体
の
う
ち
感
染
症
を
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
七
条
第
九
号
に
お
い
て
「
届

出
動
物
等
」
と
い
う
。
）
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
届
出
動
物
等
の
種
類
、
数
量
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
書
に
は
、
輸
出
国
に
お
け
る
検
査
の

結
果
、
届
出
動
物
等
ご
と
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
旨
又
は
か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
な
い
旨
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
を
記
載
し
た
輸
出
国
の
政
府
機
関
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
証
明
書
又
は
そ
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
都
道
府
県
の
支
弁
す
べ
き
費
用
）

第
五
十
八
条

都
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
を
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
五
条
（
第
二
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
十
五
条
の
二
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
三
項

若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
又
は
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
事
務
に
要
す

る
費
用

二
～
十
四

（
略
）

（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示
）

第
六
十
三
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
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事
に
対
し
、
こ
の
法
律
（
第
八
章
を
除
く
。
）
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事
務
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
）

第
六
十
四
条

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
第
三
章
か
ら
前
章
ま
で
の
規
定
（
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及

び
第
七
項
、
第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
、
第
六
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
（
同
条
第
二
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に
あ
っ
て
は
、
結
核
指

定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
四
十
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
四
十
三
条
（
結
核
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
五
十
三
条

の
二
第
三
項
、
第
五
十
三
条
の
七
第
一
項
、
第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
七
項
並
び
に
第
六
十
条
を
除
く
。
）
及
び
前
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市

長
」
又
は
「
区
長
」
と
、
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
市
」
又
は
「
区
」
と
す
る
。

２

（
略
）

（
大
都
市
等
の
特
例
）

第
六
十
四
条
の
二

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
結
核
の
予
防
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で

政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。

）
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
都
市
又
は

中
核
市
（
以
下
「
指
定
都
市
等
」
と
い
う
。
）
が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
等

に
関
す
る
規
定
と
し
て
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
不
服
申
立
て
）

第
六
十
五
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
行
う
処
分
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
に
不
服
が

あ
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
長
が
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
務
の
う
ち
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
係
る
処
分
を

す
る
権
限
を
そ
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
又
は
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
機
関
の
長
に
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
委
任
を
受
け
た
職
員
又
は
行
政
機
関
の
長
が

そ
の
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
五
条
の
二
第
二
項
の
再
審
査
請
求
の
裁
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
裁
決
に
不
服
が
あ
る

者
は
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
再
々
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
事
務
の
区
分
）

第
六
十
五
条
の
二

第
三
章
（
第
十
二
条
第
四
項
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
六
条
並
び

に
第
十
六
条
の
二
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第
十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
二
十
条
第
六
項
及
び
第
八
項
（
第
二
十

六
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
二
（
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十
九
条
の
二
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
、
第
二
十
六
条
の
三
、
第
二
十
六
条
の
四
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項
（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
四
条
の
三
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
十
四
条
の
五
、
第
八
章
（
第
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
条
第
十
項
、
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五

十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
十
章
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

第
六
十
七
条

一
種
病
原
体
等
を
み
だ
り
に
発
散
さ
せ
て
公
共
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
者
は
、
無
期
若
し
く
は
二
年
以
上
の
懲
役
又
は
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

２

（
略
）

３

第
一
項
の
罪
を
犯
す
目
的
で
そ
の
予
備
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
の
罪
の
実
行
の
着
手

前
に
自
首
し
た
者
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
し
、
又
は
免
除
す
る
。

第
六
十
八
条

第
五
十
六
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

前
条
第
一
項
の
犯
罪
の
用
に
供
す
る
目
的
で
前
項
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
十
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
七
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

３

（
略
）

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
罪
を
犯
す
目
的
で
そ
の
予
備
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
六
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
十
六
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
一
種
病
原
体
等
を
所
持
し
た
者

二

第
五
十
六
条
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
、
一
種
病
原
体
等
を
譲
り
渡
し
、
又
は
譲
り
受
け
た
者
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２

第
六
十
七
条
第
一
項
の
犯
罪
の
用
に
供
す
る
目
的
で
前
項
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

３

（
略
）

第
七
十
条

第
五
十
六
条
の
十
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
二
種
病
原
体
等
を
輸
入
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

第
七
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
二
種
病
原
体
等
を
所
持
し
た
者

二

第
五
十
六
条
の
十
五
の
規
定
に
違
反
し
て
、
二
種
病
原
体
等
を
譲
り
渡
し
、
又
は
譲
り
受
け
た
者

第
七
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
十
六
条
の
十
一
第
一
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
第
五
十
六
条
の
六
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
者

二

第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
十
六
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
本
文
の
許
可
を
受
け
な
い
で
第
五
十
六
条
の

十
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
者

三

第
五
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

四

第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

五

第
五
十
六
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
第
五
十
六
条
の
三
十
七
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

六

第
五
十
六
条
の
三
十
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

七

第
五
十
六
条
の
三
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
、
検
査
若
し
く
は
収
去
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

八

第
五
十
六
条
の
三
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く

は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

第
七
十
三
条

（
略
）

２

第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
政
令
に
よ

り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
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く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
政
令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
七

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
含
む
。
）
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
第
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び

第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
、
第
十
四
条
の

二
第
三
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
さ

れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
検
査

、
第
十
五
条
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
若
し
く
は
調
査
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は

質
問
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し

く
は
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取

、
第
十
六
条
の
三
第
七
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適

用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
検
体
の
検
査
、
第
十
七
条
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
五
条
若
し
く
は
第
五
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
若
し
く
は
第
二
十
六
条
に
お
い

て
準
用
す
る
第
十
九
条
若
し
く
は
第
二
十
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
受
理
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の
収
去
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に

よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く
は
採

取
（
こ
れ
ら
が
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
の
四
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
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が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
七
条
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
八
条
（
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
政

令
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
政
令
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
若
し
く
は
第
三
十
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政

令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十

三
条
ま
で
若
し
く
は
第
三
十
五
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
措
置
（

第
五
十
条
第
一
項
、
第
七
項
又
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
、
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
求
め
、
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項

の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
食
事
の
提
供
等
又
は
第
五
十
三
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
精
密
検
査
に
関
す
る
事
務
に
従
事
し

た
公
務
員
又
は
公
務
員
で
あ
っ
た
者
が
、
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な
く
漏
ら
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

３

（
略
）

第
七
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
十
六
条
の
九
第
一
項
（
第
五
十
六
条
の
十
一
第
四
項
及
び
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
条
件
に
違
反
し
た
者

二

第
五
十
六
条
の
十
六
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
六
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

三

第
五
十
六
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

四

第
五
十
六
条
の
二
十
四
の
規
定
（
特
定
一
種
病
原
体
等
所
持
者
又
は
二
種
病
原
体
等
許
可
所
持
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
違
反
し
た
者

五

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
一
種
病
原
体
等
、
二
種
病
原
体
等
又
は
三
種
病
原
体
等
を
運
搬
し

た
者

六

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

七

第
五
十
六
条
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
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八

第
五
十
六
条
の
三
十
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

第
七
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
十
六
条
の
十
一
第
二
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
第
五

十
六
条
の
十
一
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
変
更
を
し
た
者

二

第
五
十
六
条
の
十
六
第
二
項
、
第
五
十
六
条
の
二
十
八
又
は
第
五
十
六
条
の
二
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

三

第
五
十
六
条
の
二
十
一
の
規
定
に
違
反
し
た
者

四

第
五
十
六
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
違

反
し
て
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
者

五

第
五
十
六
条
の
二
十
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
停
止
命
令
に
従
わ
ず
、
提
示
の
要
求
を
拒
み
、
検
査
を
拒
み
、
若
し
く
は
妨
げ
、
又
は
同
項
の
規

定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者

第
七
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政

令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
届
出
（
新
感
染
症
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
し
な
か
っ
た
医
師

二

第
十
三
条
第
一
項
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
っ
た
獣
医
師

三

第
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

四

第
十
八
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
第
十
八
条
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場

合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

五

第
二
十
七
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適

用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
八
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
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の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
規
定
（
こ
れ
ら

の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場

合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区

の
長
を
含
む
。
）
の
命
令
（
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
従
わ
な
か
っ
た
者

六

第
三
十
条
第
二
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

七

第
三
十
五
条
第
一
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て

適
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
第
一
項
、
第
七
項
若
し
く

は
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は

同
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合

及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
条
第
一
項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
十
項
の
規
定

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

八

第
五
十
四
条
又
は
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ

れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
て
指
定
動
物
を
輸
入
し
た
者

九

第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
届
出
動
物
等
を
輸
入
し
た
者

第
七
十
九
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
六
十
七
条
の
罪
を
犯
し

、
又
は
第
六
十
八
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
若
し
く
は
第
七
十
七
条
第
八
号
若
し
く
は
第
九
号
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行

為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

◎

検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

（
検
疫
感
染
症
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
検
疫
感
染
症
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
感
染
症
を
い
う
。

一

（
略
）

二

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
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三

（
略
）

（
疑
似
症
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
適
用
）

第
二
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
当
該
感
染
症
の
症
状
を
呈
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
感
染
症

の
患
者
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。

（
汚
染
し
、
又
は
汚
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
船
舶
等
に
つ
い
て
の
措
置
）

第
十
四
条

検
疫
所
長
は
、
検
疫
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
地
域
を
発
航
し
、
又
は
そ
の
地
域
に
寄
航
し
て
来
航
し
た
船
舶
等
、
航
行
中
に
検
疫
感
染
症
の
患
者
又

は
死
者
が
あ
つ
た
船
舶
等
、
検
疫
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
死
体
、
又
は
ペ
ス
ト
菌
を
保
有
し
、
若
し
く
は
保
有
し
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
ね
ず
み
族
が
発

見
さ
れ
た
船
舶
等
、
そ
の
他
検
疫
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染
し
、
又
は
汚
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
船
舶
等
に
つ
い
て
、
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
に
お

い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
七

（
略
）

２

検
疫
所
長
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
疫
所
の
設
備
の
不
足
等
の
た
め
、

こ
れ
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
船
舶
等
の
長
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
他
の
検
疫
港
又
は
検
疫
飛
行
場
に
回
航
す
べ
き
旨
を
指

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
隔
離
）

第
十
五
条

前
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
隔
離
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
感
染
症
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
に
入
院
を
委
託
し
て
行

う
。
た
だ
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
医
療
機
関
以
外
の
病
院
又
は
診
療
所
で
あ
つ
て
検
疫
所
長
が
適
当
と
認

め
る
も
の
に
そ
の
入
院
を
委
託
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
感
染
症

特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
特
定

感
染
症
指
定
医
療
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
同
法
に
規
定
す
る
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）

二

第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症

特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
又
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
感
染
症
の
予
防
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及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

２
～
５

（
略
）

（
停
留
）

第
十
六
条

（
略
）

２

第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
停
留
は
、
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
感
染
症
の
病
原
体
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
期
間
を
定
め
て

、
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
こ
れ
ら
以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
で

あ
つ
て
検
疫
所
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
入
院
を
委
託
し
、
又
は
宿
泊
施
設
の
管
理
者
の
同
意
を
得
て
宿
泊
施
設
内
に
収
容
し
、
若
し
く
は
船
舶
の
長
の
同
意

を
得
て
船
舶
内
に
収
容
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
～
７

（
略
）

（
審
査
請
求
の
特
例
）

第
十
六
条
の
二

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
つ
て
当
該
隔
離
の
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
も
の
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
当

該
隔
離
に
つ
い
て
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
略
）

（
実
費
の
徴
収
）

第
三
十
二
条

検
疫
所
長
は
、
左
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
船
舶
等
の
所
有
者
又
は
長
か
ら
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
実
費
を
徴
収
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
又
は
第
六
号
に
規
定
す
る
措
置
を
と
つ
た
と
き
。

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
新
感
染
症
に
係
る
措
置
）

第
三
十
四
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）
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３

検
疫
所
長
は
、
前
項
の
報
告
を
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
示
に
従
い
、
当
該
新
感
染
症
を
第
二
条
第
一
号
（
第
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
規

定
す
る
事
務
に
あ
つ
て
は
、
第
二
条
第
二
号
）
に
掲
げ
る
感
染
症
と
み
な
し
て
、
第
十
三
条
、
第
十
三
条
の
二
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、

第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
に
規
定
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
・
５

（
略
）

（
罰
則
）

第
三
十
五
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

隔
離
又
は
停
留
の
処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分
の
継
続
中
に
逃
げ
た
者

第
三
十
六
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
明
告
書
を
提
出
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
事
実
を
記
載
し
た
明
告
書
を
提
出
し
た
者

二

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
書
類
の
提
出
又
は
呈
示
を
求
め
ら
れ
て
、
こ
れ
を
提
出
せ
ず
、
若
し
く
は
呈
示
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
事
実
を
記
載
し
た

こ
れ
ら
の
書
類
を
提
出
し
、
若
し
く
は
呈
示
し
た
者

三

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
、
答
弁
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

四

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
診
察
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
検
査
（
同

項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

五

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六
号
又
は
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
措
置
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

六

第
十
四
条
第
一
項
第
五
号
の
処
分
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
た
者

七

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
旅
券
の
提
示
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
又
は
報
告
（
同
項
の

規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
質
問
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

に
対
し
、
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

八

第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
旅
券
の
提
示
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
又
は
報
告
（
同
項
の

規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

九

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
措
置
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者
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十

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
の
立
入
り
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

十
一

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
疫
所
長
又
は
検
疫
官
が
行
う
診
察
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

第
三
十
七
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
九
条
第
一
項
（
第
三
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
違
反
し
た
者

四

第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
許
可
を
申
請
す
る
に
際
し
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
虚
偽
の
通
報
を
し
て
そ
の
許
可
を
受
け
た
者

五

第
二
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

六

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

七

第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
三
十
八
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
九
条
（
第
二
十
一
条
第
五
項
及
び
第
二
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
者

◎

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

法

律

事

務

（
略
）

（
略
）

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

第
三
章
（
第
十
二
条
第
四
項
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

四
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
六
条
並
び
に
第
十
六
条
の
二
を
除
く
。
）
、
第
四
章
（
第
十
八
条
第

五
項
及
び
第
六
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
二
十
条
第
六
項
及
び
第
八
項
（
第
二

十
六
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
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条
の
二
（
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十
九
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）

、
第
二
十
六
条
の
三
、
第
二
十
六
条
の
四
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
八
条
第
二
項
（

第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項

（
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
、
第
四
十
四
条
の
五
、
第
八
章
（
第
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
五
十
条
第
十
項
、

同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に

第
五
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
十
章
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
第
一

号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

◎

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
（
抄
）

（
国
が
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
に
要
す
る
経
費
）

第
十
条

地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
で
あ
つ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の
利
害
に
関
係
が
あ
る
事
務
の
う
ち
、
そ

の
円
滑
な
運
営
を
期
す
る
た
め
に
は
、
な
お
、
国
が
進
ん
で
経
費
を
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
が
、
そ
の
経
費
の
全
部
又
は
一

部
を
負
担
す
る
。

一
～
二
十
九

（
略
）

三
十

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
臨
時
の
医
療
施
設
に
お
け
る
医
療
の
提
供
並
び
に
埋
葬
及
び
火
葬
に
要
す
る
経
費
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
に
係
る
損
失
の
補
償
若
し
く
は
実
費
の
弁
償
又
は
損
害
の
補
償
に
要
す
る
経
費

三
十
一
～
三
十
五

（
略
）

◎

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
（
抄
）

第
十
七
条

学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
場
、
興
行
場
、
百
貨
店
、
旅
館
、
飲
食
店
、
地
下
街
、
複
合
用
途
防
火
対
象
物
そ
の
他
の
防
火
対
象
物
で
政
令
で
定
め
る
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も
の
の
関
係
者
は
、
政
令
で
定
め
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
及
び
消
火
活
動
上
必
要
な
施
設
（
以
下
「
消
防
用
設
備
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

消
火
、
避
難
そ
の
他
の
消
防
の
活
動
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
を
有
す
る
よ
う
に
、
政
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
つ
て
、
設
置
し
、
及
び
維
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

市
町
村
は
、
そ
の
地
方
の
気
候
又
は
風
土
の
特
殊
性
に
よ
り
、
前
項
の
消
防
用
設
備
等
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
政
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
の

み
に
よ
つ
て
は
防
火
の
目
的
を
充
分
に
達
し
難
い
と
認
め
る
と
き
は
、
条
例
で
、
同
項
の
消
防
用
設
備
等
の
技
術
上
の
基
準
に
関
し
て
、
当
該
政
令
又
は
こ
れ
に

基
づ
く
命
令
の
規
定
と
異
な
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

（
略
）

◎

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）

第
七
条

病
院
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
（
同
法
第

七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
に
限
る
。
以
下
「
臨
床
研

修
等
修
了
医
師
」
と
い
う
。
）
及
び
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
（
同
法
第
七

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
に
限
る
。
以
下
「
臨
床
研
修

等
修
了
歯
科
医
師
」
と
い
う
。
）
で
な
い
者
が
診
療
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
助
産
師
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百

三
号
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
に
限
る
。
以

下
こ
の
条
、
第
八
条
及
び
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
な
い
者
が
助
産
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
（
診
療
所
又
は
助
産

所
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
開
設
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の

区
長
。
第
八
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
四
条
の
二
、
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条

ま
で
の
規
定
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

病
院
を
開
設
し
た
者
が
、
病
床
数
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
病
床
の
種
別
（
以
下
「
病
床
の
種
別
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
及
び
臨
床
研
修
等
修
了
歯
科
医
師
で
な
い
者
で
診
療
所
を
開
設
し
た
も
の
若
し
く
は
助
産
師
で
な
い
者
で
助

産
所
を
開
設
し
た
も
の
が
、
病
床
数
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
前
項
と

同
様
と
す
る
。

一

精
神
病
床
（
病
院
の
病
床
の
う
ち
、
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二

感
染
症
病
床
（
病
院
の
病
床
の
う
ち
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
二
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項
に
規
定
す
る
一
類
感
染
症
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
二
類
感
染
症
（
結
核
を
除
く
。
）
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
及

び
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
指
定
感
染
症
（
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
九
条
又
は
第
二
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
患
者
（
同

法
第
八
条
（
同
法
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
又
は
指
定

感
染
症
の
患
者
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
）
並
び
に
同
法
第
六
条
第
九
項
に
規
定
す
る
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

三

結
核
病
床
（
病
院
の
病
床
の
う
ち
、
結
核
の
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

四

療
養
病
床
（
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
う
ち
、
前
三
号
に
掲
げ
る
病
床
以
外
の
病
床
で
あ
つ
て
、
主
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
患
者
を

入
院
さ
せ
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

五

一
般
病
床
（
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
う
ち
、
前
各
号
に
掲
げ
る
病
床
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

３
～
６

（
略
）

◎

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

（
仮
設
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
）

第
八
十
五
条

非
常
災
害
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
非
常
災
害
区
域
等
（
非
常
災
害
が
発
生
し
た
区
域
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
特
定
行
政
庁
が
指
定
す
る

も
の
を
い
う
。
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
は
、
災
害
に
よ
り
破
損
し
た
建
築
物
の
応
急
の
修
繕
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
応
急
仮
設
建
築
物
の
建
築
で
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
そ
の
工
事
に
着
手
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
令
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。
た
だ
し
、
防
火
地
域
内
に
建
築
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
日
本
赤
十
字
社
が
災
害
救
助
の
た
め
に
建
築
す
る
も
の

二

被
災
者
が
自
ら
使
用
す
る
た
め
に
建
築
す
る
も
の
で
延
べ
面
積
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

２

（
略
）

３

前
二
項
の
応
急
仮
設
建
築
物
を
建
築
し
た
者
は
、
そ
の
建
築
工
事
を
完
了
し
た
後
三
月
を
超
え
て
当
該
建
築
物
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
る
日
前
に
、
特
定
行
政
庁
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
超
え
る
こ

と
と
な
る
日
前
に
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
当
該
建
築
物
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

特
定
行
政
庁
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
二
年
以
内
の
期
間
を
限

つ
て
、
そ
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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５
～
７

（
略
）

（
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
一
時
的
に
他
の
用
途
の
建
築
物
と
し
て
使
用
す
る
場
合
の
制
限
の
緩
和
）

第
八
十
七
条
の
三

非
常
災
害
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
非
常
災
害
区
域
等
内
に
あ
る
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
災
害
救
助
用
建
築
物
（
住
宅
、
病
院
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
で
、
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
日
本
赤
十
字
社
が
災
害
救
助
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
第
三
項
及
び
第
百
一
条
第
一
項
第
十

六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
使
用
す
る
と
き
（
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
当
該
用
途
の
変
更
に
着
手
す
る
と
き
に
限
る
。
）
に
お
け
る
当

該
災
害
救
助
用
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
令
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
非
常
災
害
区
域
等
の
う
ち
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

３

建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
第
一
項
の
災
害
救
助
用
建
築
物
又
は
前
項
の
公
益
的
建
築
物
と
し
た
者
は
、
そ
の
用
途
の
変
更
を
完
了
し
た
後
三
月
を
超
え
て
当

該
建
築
物
を
引
き
続
き
災
害
救
助
用
建
築
物
又
は
公
益
的
建
築
物
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
る
日
前
に
、
特
定
行

政
庁
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
る
日
前
に
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分

が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
建
築
物
を
引
き
続
き
災
害
救
助
用
建
築
物
又
は
公
益
的
建
築
物
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

特
定
行
政
庁
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
二
年
以
内
の
期
間
を
限

つ
て
、
そ
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
～
７

（
略
）

◎

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）

附

則

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
）

第
五
十
九
条

地
方
団
体
の
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第

一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
次
条
第
一
項
及
び
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防

止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
令
和
二
年
二
月
一
日
以
後
に
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
の
事
業
に
つ
き
相
当
な
収
入
の
減
少
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
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る
事
実
が
あ
つ
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
実
（
次
項
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
る
事
業
収
入
の
減
少
等
の
事
実
」
と
い

う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
特
定
日
（
徴
収
の
猶
予
の
対
象
と
な
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
期
日
と
し
て
政
令
で
定
め
る
日
を
い
う
。
第
一

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
で
に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
地
方
団
体
の
徴
収
金
で
次
に
掲
げ
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
を
一
時
に
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
納
期
限
内
に
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
者
の
申
請
（
地
方
団

体
の
長
に
お
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
納
期
限
後
に
さ
れ
た
申
請
を
含
む
。
）
に
基
づ
き
、
そ
の
納

期
限
か
ら
一
年
以
内
の
期
間
（
第
二
号
に
掲
げ
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
期
間
）
を
限
り
、
そ
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
全
部
又
は

一
部
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

２
～
６

（
略
）

◎

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
（
抄
）

（
仮
設
建
築
物
又
は
仮
設
工
作
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
）

第
七
十
七
条

非
常
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
発
生
し
た
区
域
又
は
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
市
町
村
長
が
指
定
す
る
も
の
の
内
に
お
い
て
は
、
災
害

に
よ
り
破
損
し
た
建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
の
応
急
の
修
繕
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
応
急
仮
設
建
築
物
の
建
築
等
若
し
く
は
応
急
仮
設
工
作
物

の
建
設
等
若
し
く
は
設
置
で
そ
の
災
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
そ
の
工
事
に
着
手
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
日
本
赤
十
字
社
が
災
害
救
助
の
た
め
に
建
築
等
又
は
建
設
等
若
し
く
は
設
置
を
す
る
も
の

二

被
災
者
が
自
ら
使
用
す
る
た
め
に
建
築
等
を
す
る
建
築
物
で
そ
の
延
べ
面
積
が
政
令
で
定
め
る
規
模
以
内
の
も
の

２

（
略
）

３

前
二
項
の
応
急
仮
設
建
築
物
の
建
築
等
又
は
応
急
仮
設
工
作
物
の
建
設
等
若
し
く
は
設
置
を
し
た
者
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
後
三
月
を
超
え
て
こ
の
章
の

規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
で
当
該
建
築
物
又
は
工
作
物
を
存
続
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
る
日
前
に
、
市
町
村
長
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
る
日
前
に
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き

は
、
当
該
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
で
当
該
建
築
物
又
は
工
作
物
を
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
町
村
長
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
著
し
い
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
二
年
以
内
の
期
間
を
限
っ

て
、
そ
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

（
略
）
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◎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附

則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。

◎

令
和
二
年
度
特
別
定
額
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
（
抄
）

１
・
２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
特
別
定
額
給
付
金
等
」
と
は
、
市
町
村
又
は
特
別
区
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
鑑
み
、
家
計
へ
の
支
援
の
観
点
か
ら

支
給
さ
れ
る
令
和
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
お
け
る
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
を
財
源
と
す
る
給
付
金

二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
に
よ
る
児
童
の
属
す
る
世
帯
へ
の
経
済
的
な
影
響
の
緩
和
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る

令
和
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
を
財
源
と
す
る
給
付
金

◎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
の
臨
時
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附

則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。

（
給
付
日
数
の
延
長
に
関
す
る
特
例
）

第
三
条

雇
用
保
険
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
同
法
第
二
十
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
就
職
が
困
難
な
受
給
資
格
者
以
外
の
も
の
（
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
個
別
延
長
給
付
又
は
同
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
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に
よ
る
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
つ
い
て
は

、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
状
況
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
雇
用
保
険
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
期
間
内
の
失
業
し
て
い
る
日
（
同
法
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
失
業
の
認
定
を
受
け
た
日
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
所
定
給
付
日

数
を
超
え
て
基
本
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

◎

令
和
二
年
度
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
（
抄
）

１
・
２

（
略
）

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
給
付
金
を
い
う
。

一

都
道
府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
又
は
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。

）
を
設
置
す
る
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措

置
の
影
響
に
鑑
み
、
低
所
得
で
あ
る
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
の
観
点
か
ら
支
給
さ
れ
る
令
和
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
お
け
る
母
子
家

庭
等
対
策
費
補
助
金
を
財
源
と
す
る
も
の

二

都
道
府
県
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
鑑
み
、
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
勤
務
す
る
職
員
等
に
対
し
慰
労
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
令
和
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
を
財
源
と
す
る
も
の

◎

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
抄
）

附

則
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（
他
の
法
律
の
適
用
の
特
例
）

第
三
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
同
表
の
第
二
欄
に

掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

第
二
条
第
四
号
イ

並
び
に
国
家
行
政
組
織
法

、
復
興
庁
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法

措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三

十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）


	【概要】.pdf
	要綱.pdf
	法律案・理由.pdf
	新旧対照表.pdf
	○　地方税法（昭和二十五年法律第二百二十六号）（抄）（附則第七条関係） 70
	○　令和二年度特別定額給付金等に係る差押禁止等に関する法律（令和二年法律第二十七号）（抄）（附則第七条関係） 73
	○　令和二年度ひとり親世帯臨時特別給付金等に係る差押禁止等に関する法律（令和二年法律第五十五号）（抄）（附則第七条関係） 74
	/
	○　新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成二十四年法律第三十一号）（抄）（第一条関係）
	/
	○　地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）（抄）（附則第五条関係）
	/
	○　地方財政法（昭和二十三年法律第百九号）（抄）（附則第六条関係）
	/
	○　地方税法（昭和二十五年法律第二百二十六号）（抄）（附則第七条関係）
	/
	○　新型コロナウイルス感染症等の影響に対応するための国税関係法律の臨時特例に関する法律（令和二年法律第二十五号）（抄）（附則第七条関係）
	/
	○　令和二年度特別定額給付金等に係る差押禁止等に関する法律（令和二年法律第二十七号）（抄）（附則第七条関係）
	/
	○　令和二年度ひとり親世帯臨時特別給付金等に係る差押禁止等に関する法律（令和二年法律第五十五号）（抄）（附則第七条関係）
	/
	○　新型コロナウイルス感染症等の影響に対応するための雇用保険法の臨時特例等に関する法律（令和二年法律第五十四号）（抄）（附則第八条関係）
	/
	○　復興庁設置法（平成二十三年法律第百二十五号）（抄）（附則第九条関係）
	/

	参照条文.pdf
	新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律案　参照条文　目次
	◎　新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成二十四年法律第三十一号）（抄） １
	◎　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成十年法律第百十四号）（抄） 14
	◎　検疫法（昭和二十六年法律第二百一号）（抄） 34
	◎　地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）（抄） 38
	◎　地方財政法（昭和二十三年法律第百九号）（抄） 39


